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日
に ち よ う び

曜日

聖
せ い

書
しょ

は、世
せかいじゅう

界中でもっと
も 素

す ば
晴 らしい 本

ほん
です。

全
ぜ ん ぶ

部、本
ほんとう

当のことが書
か

かれてい
ます。その中

なか
にはこども、お母

かあ

さん、お父
とう

さん、おじいさん、
おばあさんなどいろんな人

ひと
が出

で

てきて、その人
ひと

たちに起
お

こった
出
で き ご と

来事が書
か

かれています。

聖
せいしょ

書は、一
ひ と り

人の美
うつく

しい天
て ん し

使が
イエス様

さま

をうらやましく思
おも

い、イ
エス様

さま

についてひどいうそを言
い

いふらしたことから、天
てん

で始
はじ

まった恐
おそ

ろしい戦
たたか

いに
ついて語

かた

ってい
ます。

また聖
せいしょ

書は、イ
エス様

さま

を愛
あい

し、信
しん

じ
て従

したが

った人
ひとびと

々と、イエス
様
さま

をねたんだ天
て ん し

使が言
い

い
続
つづ

けているうそを信
しん

じた人
ひとびと

々

についても語
かた

っています。

今
こんしゅう

週は、聖
せいしょ

書の一
いちばんさいしょ

番最初の
部
ぶ ぶ ん

分を学
まな

びます。聖
せいしょ

書の最
さいしょ

初の
本
ほん

の名
な ま え

前は、何
なん

ですか？

創
そ う せ い き

世記というのは “世
せ か い

界の始
はじ

まり ” という意
い み

味です。では、
最
さいしょ

初の聖
せ い く

句を読
よ

んでください。
そこには誰

だれ

のことが書
か

かれてい
ますか？神

かみさま

様ですね。

神
かみさま

様ってだれのことでしょう？
どんな顔

かお

をして、どんな格
かっこう

好を
しているのかしら？神

かみさま

様はどこ
に住

す

んでいるのでしょう？神
かみさま

様の
ことを考

かんが

えるとうれしくなります
か？神

かみさま

様があなたをとっても
愛
あい

しているって知
し

ってま
すか？

わ たしたち が
住
す

んでいるこの
世
せ か い

界が造
つく

られた
お話

はな

しをする前
まえ

に、
この素

す ば

晴らしい神
かみさま

様につい
て少

すこ

し勉
べんきょう

強しましょう。

わたしたちのすばらしい神
かみさま

様

第
だい

1 章
しょう

かみさまかみさま

様様
かみさまかみさま

子供のための日々の
聖書研究ガイド

「主
しゅ

は大
おお

いなる神
かみ

であって、われらの神
かみ

の都
みやこ

、

その聖
せい

なる山
やま

で、大
おお

いにほめたたえらるべき方
かた

である」。

詩
し へ ん

篇 48 編
へん

1 節
せつ

暗暗暗
あんしょうせいくあんしょうせいくあんしょうせいく

唱聖句唱聖句唱聖句



2

むかし、男
おとこ

の子
こ

や女
おんな

の子
こ

、お父
とう

さんやお
母
かあ

さん、さらに川
かわ

や山
やま

、空
そら

や海
うみ

のあるこの
地
ちきゅう

球が造
つく

られるずっと前
まえ

、ここには何
なに

もな
く、空

くうかん

間が広
ひろ

がっていて、神
か み さ ま い が い

様以外にだ
れもいませんでした。

考
かんが

えてみよう：今
きょう

日のお話
はなし

をもう一
い ち ど よ

度読
みましょう。質

しつもん

問にひとつひとつ答
こた

えてく
ださい。聖

せいしょ

書は、「神
かみさま

様は愛
あい

である」と
いっています＜ヨハネの第

だいいち

一の手
て が み

紙４：８
＞。ある人

ひと

たちは、神
かみさま

様を怖
こわ

がります。ど
うしてかというと、そういう人

ひと

たちは、人
ひと

がよい人
ひと

である時
とき

だけ神
かみさま

様は愛
あい

してくださ
ると考

かんが

えているからです。あなたはどう思
おも

いますか？神
かみさま

様は、いつでもわたしたちを
愛
あい

しておられます。わたしたちはこれから、
神
かみさま

様がお嫌
きら

いになることも学
まな

ぶでしょう。
わたしたちは、神

かみさま

様のことを知
し

れば知
し

るほ
ど大

だいす

好きになります。

月
げ つ よ う び

曜日

神
か み

様
さま

について考
かんが

える時
とき

に、わたした
ちにはわからないことがたくさん

あります。なぜなら、わたしたちは、人
にんげん

間
だからです。たとえば、同

ど う じ
時にどこにでも

いることができる、ということが、わたし
たちには理

り か い
解できません。でも神

かみさま
様には

それができるのです。

わたしたちには、始
はじ

まりもなければ終
お

わりもない、ということは考
かんが

えられません。
この世

せ か い

界にあるものには、みんな始
はじ

まりと
終
お

わりがあります。人
にんげん

間だってそうです。
でも、神

かみさま

様には始
はじ

まりもなかったし、終
お

わ
りもないのです。

わたしたちには、言
こ と ば

葉を言
い

うだけで何
なに

も
ないところから物

もの

を作
つく

り出
だ

すって考
かんが

えられ
ません。でも、神

かみさま

様にはそれができるの
です。

とても頭
あたま

のいい人
ひと

はいますが、すべて
のことについて何

なん

でも知
し

っている人
ひと

ってい
ませんね。でも、神

かみさま

様はそういうおかた
なのです。神

かみさま

様は、今
いま

まで起
お

こったことを
全
ぜ ん ぶ

部ご存
ぞ ん じ

知なだけでなく、これから起
お

こる
ことについても全

ぜ ん ぶ

部ご存
ぞ ん じ

知なのです。

そうなのです。わたしたちはただの人
にんげん

間
なので、すばらしい神

かみさま

様について全
ぜ ん ぶ し

部知
ることはできません。でも、わかることも
たくさんあります。

神
かみさま

様は、わたしたちひとりひとりのこと
を、とてもよく知

し

っておられます。神
かみさま

様は
わたしたちをとても愛

あい

しておられるので、
できるだけたくさん神

かみさま

様のことを知
し

ってほ

© Darrel Tank
Used by permission
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しいのです。そして神
かみさま

様は、わたしたちと
とても仲

なか

のよいともだちになりたいと望
のぞ

ん
でおられるのです。

神
かみさま

様はどこにでもおられると知
し

ったダ
ビデはうれしくて、神

かみさま

様についての歌
うた

を
たくさん作

つく

りました。そのひとつが詩
し へ ん

篇
１３９：１～１２です。読

よ

んでみてくだ
さい。

考
かんが

えてみよう：神
かみさま

様が一
い ち ど

度にどこにで
もいることができるのであれば、神

かみさま

様は、
今
いま

、この時
とき

もあなたのそばにいらっしゃい
ますか？はい、いらっしゃるのですよ。そ
して神

かみさま

様は、あなたから決
けっ

してはなれない
と約

やくそく

束してくださっています。こんなに強
つよ

く
てやさしい愛

あい

の神
かみさま

様が、いつもそば近
ちか

くい
てくださるってうれしいですね。

火
か よ う び

曜日

この世
せ か い

界には、たくさんの家
か ぞ く

族が
いますね。あなたの家

か ぞ く
族の名

な ま え
前

は何
なん

ですか？何
なんにんかぞく

人家族ですか？みんなち
がう名

なまえ
前がつけられていますか？年

とし
もそれ

ぞれちがいますか？あなたと同
おな

じ名
みょうじ

字の
家
か ぞ く

族を知
し

っていますか？

あなたの名
みょうじ

字が鈴
す ず き

木や佐
さ と う

藤だったら、
あなたの兄

きょうだい

弟も同
おな

じ名
みょうじ

字でしょう。でも、
みんなちがう人

ひと

ですね。

神
かみさま

様にも家
か ぞ く

族がいらっしゃるって知
し

って
ますか？そして、だれでも神

かみさま

様の家
か ぞ く

族に入
はい

りたいと思
おも

ってえらべば、神
かみさま

様の家
か ぞ く

族にな
れるって知

し

ってましたか？

わたしたちが「神
かみさま

様」という時
とき

、本
ほんとう

当

は、三
さんにん

人のちがうおかたのことを言
い

ってい
るのです。この三

さんにん

人は、みな同
おな

じ「神
かみさま

様」
という名

な ま え

前をもっています（ちょうど人
にんげん

間
の家

か ぞ く

族が同
おな

じ名
みょうじ

字をもっているように）。
それぞれの名

な ま え

前は、父
ちち

なる神
かみさま

様、子
こ

なる
神
かみさま

様（イエス様
さま

とも呼
よ

ばれます）、そして
聖
せいれい

霊なる神
かみさま

様です。わたしたちは、この
神
かみさま

様のことを “三
さ ん み い っ た い

位一体の神
かみさま

様” と言
い

いま
す。それぞれが神

かみさま

様であり、三
さんにん

人ですが
ひとりの神

かみさま

様です。そしてこのかた以
い が い

外に
神
かみさま

様はいません。

牧
ぼ く し

師がバプテスマをさずける時
とき

に言
い

う
言
こ と ば

葉をおぼえていますか？「わたしは今
いま

か
ら、父

ちち

とみ子
こ

と聖
せいれい

霊の名
な

によってあなたに
バプテスマをさずけます。」と言

い

いますね。

バプテスマを受
う

ける時
とき

、 その 人
ひと

は、
自
じ ぶ ん

分が神
かみさま

様の家
か ぞ く

族に入
はい

る決
けっしん

心をしたこと
をまわりの人

ひと

たちみんなに示
しめ

しているので
す。そして、聖

せいしょ

書は神
かみさま

様の言
こ と ば

葉だから信
しん

じますと言
い

います。聖
せいしょ

書は、神
かみさま

様がわた
したちにお話

はな

しする大
だ い じ

事な方
ほうほう

法のひとつ
です。

家
か ぞ く

族の人
ひと

たちといっしょに計
けいかく

画して何
なに

か

© Amazing Facts, Used by Permission



4

をするのは楽
たの

しいですね。でも、ひとりひ
とりがちがう仕

し ご と

事をもっているでしょう。

この三
さんにん

人の神
かみさま

様も、それぞれに特
とくべつ

別な
お仕

し ご と

事があります。しかし、どのおかたも
なんでもできる力

ちから

を持
も

っているし、なんで
も知

し

っています。

この三
さんにん

人の神
かみさま

様は、何
なに

をするにもいっ
しょに計

けいかく

画を立
た

て、同
おな

じ思
おも

いをもってすべ
てのことをします。そして、わたしたちが
考
かんが

えている以
いじょう

上に、この神
かみさま

様は、わたし
たちを愛

あい

しておられるのです。

考
かんが

えてみよう：もし自
じぶ ん

分で決
けっしん

心するなら
ば、バプテスマを受

う

ける前
まえ

でも、子
こど も

供た
ちは神

かみさま

様の家
かぞ く

族に入
はい

ることができます。あ
なたは、神

かみさま

様の家
かぞ く

族の一
いちいん

員になりたいで
すか？だったら今

いま

、イエス様
さま

にそのことを
伝
つた

えましょう。そうしたら、毎
まいにちかみさま

日神様を愛
あい

し、
信
しんらい

頼し、従
したが

えるように、イエス様
さま

はあなた
をずっと助

たす

けてくださいます。

水
す い よ う び

曜日

聖
せ い

書
しょ

を通
とお

して、神
かみさま

様がわたしたちに
何
なに

かお話
はなし

になったり、何
なに

かをされ
たりする時

とき
、父

ちち
なる神

かみさま
様と子

こ
なる神

かみさま
様と

聖
せいれい

霊なる神
かみさま

様が、みんな同
おな

じ思
おも

いをもっ
ていることがわかります。

神
かみさま

様が何
なに

かをつくろうとされる時
とき

、イエ
ス様

さま

（子
こ

なる神
かみさま

様）がそれを実
じっさい

際に造
つく

り
ます。どうするかというと、イエス様

さま

は、
ことばで何

なん

でもお造
つく

りになるのです。だか
らイエス様

さま

は、時
ときどき

々“ ことば ” とも呼
よ

ばれ
ています。そのことについて、聖

せいしょ

書のヨハ

ネによる福
ふくいんしょ

音書１：１～３を読
よ

みましょう。

あなたはお話
はな

しする時
とき

、ことばを使
つか

いま
すね。でも、ことばを出

だ

すだけで生
い

き物
もの

を作
つく

れますか？神
かみさま

様だけが、人
ひと

や物
もの

を生
い

きたものにすることができるのです。なぜ
なら、いのちはすべて神

かみさま

様からくるものだ
からです。神

かみさま

様は、わたしたちを、ぜん
まいや電

で ん ち

池で動
うご

くおもちゃのようにはつく
られませんでした。この神

かみさま

様が、すべて
のものを生

い

かし続
つづ

けているのです。

聖
せいれい

霊なる神
かみさま

様は、よく“助
たす

け主
ぬし

” とか “ な
ぐさめ主

ぬし

”と呼
よ

ばれています。この神
かみさま

様は、
いつでもどこでもいることができ、わたし
たちと、いつも一

いっしょ

緒にいることができます。
この聖

せいれい

霊は、わたしたちの心
こころ

（思
おも

い）に
語
かた

りかけてくれたり、いろんな方
ほうほう

法で助
たす

け
てくださいます。わたしたちが親

しんせつ

切で、い
つも本

ほんとう

当のことを言
い

うように助
たす

けてくださ
るのです。また、サタンが悪

わる

いことをさせ
ようと誘

ゆうわく

惑しても、「やらない！」と言
い

える
ように、わたしたちを助

たす

けます。聖
せいれい

霊なる
神
かみさま

様は、すばらしい友
とも

だちであり、たす
け主

ぬし

なのです。

考
かんが

えてみよう：あなたは絵
え

をかくとき、何
なに

を使
つか

いますか？クッキーを作
つく

るときは、何
なに

が必
ひつよう

要でしょう？人
にんげん

間はだれでも、ことば
を出

だ

しただけで絵
え

をかいたり、クッキーを
作
つく

ることはできませんね。でも、イエス様
さま

は言
こと ば

葉だけで、何
なん

でもお造
つく

りになるのです。
あなたがいけないことをしたり、怒

おこ

った
り、めそめそしたくなっても、それをがま
んしてイエス様

さま

を喜
よろこ

ばせることをするとき、
それは、聖

せいれい

霊があなたを助
たす

けているので



5

す。神
かみさま

様に従
したが

うことが、わたしたちを幸
しあわ

せ
にすることを、聖

せいれい

霊は知
し

っています。です
から、いつも聖

せいれい

霊の声
こえ

に耳
みみ

をすませ、従
したが

いましょう。

木
も く よ う び

曜日

くらい 夜
よ ぞ ら

空
を 見

み あ
上 げ

ると、 何
なに

が 見
み

え
ますか？わたした
ちが見

み
ることので

きる月
つき

や星
ほし

や太
たいよう

陽
は、イエス様

さま
がつく

られたたくさんの太
たいよう

陽
や他

た せ か い
世界の中

なか
のほんの一

い ち ぶ
部にすぎないっ

て知
し

ってましたか？

もちろん、神
かみさま

様は他
た せ か い

世界をただ美
うつく

しくお
つくりになって、からっぽにしておきたかっ
たのではありません。人

ひと

がその星
ほし

で幸
しあわ

せ
にくらせるように、おつくりになったので
す。神

かみさま

様は、自
じ ぶ ん

分で考
かんが

えたりお話
はな

しがで
きて、神

かみさま

様を愛
あい

し、ともだちになってくれ
る人

ひと

たちがほしかったのです。

神
かみさま

様は、その仕
し ご と

事を手
て つ だ

伝わせるために、
何
なんびゃくまん

百万もの天
て ん し

使をおつくりになりました。

その天
て ん し

使のうち
のひとりは、神

かみさま

様
の特

とくべつ

別な仕
し ご と

事をし
たり、ほかの天

て ん し

使
たちのリーダーに
なるはずでした。
そ の 天

て ん し

使 は、 ほ
かの天

て ん し

使よりも背
せ

が高
たか

く、美
うつく

しくて頭
あたま

もよかったのです。こ
の天

て ん し

使は、名
な ま え

前をルシファーと言
い

いまし
た。

ルシファーは、神
かみさま

様の特
とくべつ

別なお手
て つ だ

伝い
をしたり、神

かみさま

様と仲
なか

のよい友
とも

だちである
ことを、とても喜

よろこ

んでいました。時
とき

には、
神
かみさま

様のおつかいで他
た せ か い

世界に行
おこな

ったり、ま
た、コワイヤーのリーダーでもありました。
ルシファーの歌

うたごえ

声のなんと美
うつく

しかったこ
と！！ほかの天

て ん し

使たちは、ルシファーのこと
が大

だ い す

好きで、ルシファーにたのまれたこと
は何

なん

でも喜
よろこ

んでしました。

天
てんごく

国の天
て ん し

使たちと他
た せ か い

世界の人
ひとびと

々は、ひ
とつの大

おお

きな楽
たの

しい家
か ぞ く

族のようなものでし
た。天

て ん し

使たちも人
ひとびと

々も、みんなおたがい
を愛

あい

し、楽
たの

しくくらしていました。だれも
ねたんだり、いじわるしたり、わがままを
しようと思

おも

いもしませんでした。

考
かんが

えてみよう：あなたは、神
かみさま

様がつくら
れたほかの世

せかい

界へ行
い

って、そこの人
ひとびと

と々会
あ

いたいですか。神
かみさま

様の家
かぞ く

族の一
いちいん

員になっ
たら、そんな夢

ゆめ

もかないますよ!!

金
き ん よ う び

曜日

神
か み

様
さま

がつくら
れ た 天

て ん し
使

や ほ か の 世
せ か い

界 の
人
ひとびと

々は、まったく罪
つみ

がなく、しあわせで
した。

どうして、わたし
たちのこの世

せ か い

界で

© Amazing Facts
Used by Permission

Betty Lukens felts
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は、不
ふ こ う

幸な人
ひと

がこんなにたくさんいるの
か、考

かんが

えたことがありますか？どうしてみ
んな、けんかしたり、殺

ころ

しあったり、おた
がいに恐

おそ

ろしいことをするのでしょう？考
かんが

え
てみましょう。

神
かみさま

様が天
て ん し

使や人
ひと

をつくられたとき、それ
ぞれが自

じ ゆ う

由に選
えら

べるようにつくってくださ
いました。神

かみさま

様は、わたしたちが、自
じ ぶ ん

分
から神

かみさま

様を愛
あい

ししたがうのをお喜
よろこ

びになる
のであって、無

む り

理やりにさせたりはしませ
ん。もし、わたしたちに選

えら

ぶ自
じ ゆ う

由がなかっ
たら、本

ほんとう

当に自
じ ゆ う

由とはいえませんね。

神
かみさま

様は、何
なん

でも、ものごとがおこる前
まえ

から知
し

っておられますか？もちろん、ご存
ぞん

じです。ずっとむかし、神
かみさま

様がたくさんの
世
せ か い

界や天
て ん し

使やにんげんをつくり始
はじ

めたこ
ろ、だれかが、神

かみさま

様を愛
あい

さなくなり、従
したが

わなくなることを、神
かみさま

様はご存
ぞん

じでした。
そのとき、もし神

かみさま

様が、「その人
ひと

をつくる
のはやめよう。そして、このことはだれに
も言

い

わないことにしよう。」とおっしゃって
いたらどうでしょう。そんな神

かみさま

様を信
しん

じるこ
とはできないですよね。神

かみさま

様は、わたし
たちを本

ほんとう

当に自
じ ゆ う

由につくってくださいまし
た。うれしいですね。自

じ ぶ ん

分で選
えら

べるってう
れしいことです。来

らいしゅう

週は、ひとつのまちがっ
た選

えら

びによって、天
てんごく

国とこの地
ちきゅう

球の幸
こうふく

福
がこわされてしまったお話

はなし

をします。

でも、よい知
し

らせがあります。神
かみさま

様は、
これから起

お

こる将
しょうらい

来のこともぜんぶご存
ぞん

じ
です。そしてもうすぐ、悲

かな

しみや不
ふ こ う

幸はす
べてなくなると、神

かみさま

様は約
やくそく

束してくださっ
ています。そしてそのあとは、もう二

に ど

度と
悪
あく

をもちこむ人
ひと

はあらわれないと、神
かみさま

様は

ご存
ぞん

じなのです。この地
ちきゅう

球はまた、完
かんぜん

全
で美

うつく

しいすがたになって、そこに住
す

む人
ひと

た
ちは、いつまでも幸

しあわ

せにくらすのです。こ
のことを考

かんが

えると、あなたもうれしくなりま
せんか？

考
かんが

えてみよう：“三
さんみいったい

位一体”の神
かみさま

様のみっ
つの名

なま え

前が言
い

えますか？神
かみ

の子
こ

とよばれる
イエス様

さま

は、何
なに

をしましたか？聖
せいれい

霊の神
かみさま

様
は、どのようにわたしたちを助

たす

けてくださ
いますか？あなたも、神

かみさま

様のすばらしい
家
かぞく

族になれることをうれしく思
おも

いますか？イ
エス様

さま

に、かんしゃのお祈
いの

りをしたいです
ね。

もっともっともっと学学学
まなまなまな

ぼう！ぼう！ぼう！

★詩
し へ ん

編 139:1‒12 
★箴

しんげん

言 8:22‒36
★人

じんるい

類のあけぼの上
じょうかん

巻 p.1‒3
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「えっ、赤
あか

ちゃん？わたしたちに赤
あか

ちゃんが生
う

まれるの？」お母
かあ

さんの目
め

は、うれしさでかがやきました。
お医

いしゃ
者さまは、なんてすばらしいことを教

おし

えてくださったのでしょう！赤
あか

ちゃんが生
う

ま
れる！お父

とう
さんに話

はな
すのが、待

ま
ちどおしく

てたまりません。

お父
とう

さんが仕
し ご と

事から帰
かえ

ってく
ると、お母

かあ

さんのうれしそうな
顔
かお

を見
み

て、何
なに

か特
とくべつ

別なことがお
きたことが、すぐわかりました。

「今
き ょ う

日、何
なに

があったかわかる？」とお母
かあ

さんは言
い

いました。

「何
なに

があったの？」とお父
とう

さんはたずね
ました。

「赤
あか

ちゃんが生
う

まれるのよ！」

今
こ ん ど

度はお父
とう

さんがこうふんして「それは、
すばらしい！」とさけび、お母

かあ

さんをぎゅっ
と抱

だ

きしめました。「想
そうぞう

像できる？はじめ
ての赤

あか

ちゃんだ！わたしたちは本
ほんとう

当の家
か ぞ く

族
になるんだね！」

「そうね。」お母
かあ

さんがうな
ずきました。「もう、待

ま

ち
きれないほどうれしいん
だけど、赤

あか

ちゃんが生
う

まれるまでに準
じゅんび

備し
なければならないも

のが、山
やま

ほどあるわ。赤
あか

ちゃんにはいろ
いろ必

ひつよう

要ですものね！」

ふたりはすぐにけいかくを立
た

てはじめま
した。じゅんびにおわれて、月

つ き ひ

日はどんど
んとぶようにすぎていきました。

まず、あかちゃんのためのと
くべつなへやをよういしました。
かべを白

しろ

くぬり、そのふちをき
れいなかべがみでかざりまし
た。お母

かあ

さんは、あかちゃんの
ふとんを作

つく

るために、ぬのをかいました。
おばあちゃんからは、あかちゃんようのベッ
ドをいただきました。

おみせで買
か

うものもありま
した。あかちゃんにはおむつ
やおしりふきが必

ひつよう

要です。そのほかにも、
ベビーパウダー、シャンプー、あかちゃん
ベッドのシーツやねまきも必

ひつよう

要です。それ
から、あかちゃん用

よう

のおふろやタオルな
ど、たくさんのものを買

か

いました。お友
とも

だ
ちからは、お洋

ようふく

服やもうふ、おもちゃなど
をいただきました。なにもかもが、うれし
くてしかたがありません。

お母
かあ

さんは、定
て い き て き

期的にお医
い し ゃ

者さまのとこ
ろに行

い

きましたが、ときどきお医
い し ゃ

者さまは、
あかちゃんの心

しんぞう

臓の音
おと

を聞
き

かせてくれま
した。ちいさなトントントンという音

おと

が聞
き

こえます。それで、あかちゃんが順
じゅんちょう

調に

「そうね。」お
ずきました。「もう、
きれないほどうれしいん
だけど、

お話しひろば 

素
す ば

晴らしい贈
お く

り物
も の

― パート１
パティー・リン・ガスリー
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大
おお

きくなっているのがわかりました。

ある日
ひ

、お父
とう

さんが「あかちゃんの名
な

まえを決
き

めなくては」といいました。

「そうですね」おかあさんも賛
さんせい

成しまし
た。

それから、名
な

まえの本
ほん

を買
か

ってきていろ
いろな名

な

まえを書
か

き出
だ

しました。すてきな
名
な

まえがたくさんありました。その中
なか

から
どれをえらぶか、お父

とう

さんもお母
かあ

さんもと
ても迷

まよ

いました。そして、やっと決
き

まりま
した。「ローレル・アンと呼

よ

びましょう」

じゅんびがととのったら、あとはローレ
ル・アンがうまれるのをまつばかりです。
ついに、お医

い し ゃ

者さまがうまれるとおっしゃっ
ていた日

ひ

がやってきました。でも、その日
ひ

ローレル・アンはでてきませんでした。次
つぎ

の日
ひ

もまた次
つぎ

の日
ひ

もローレル・アンは生
う

ま
れません。

（つづく）
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日
に ち よ う び

曜日

規
き

則
そく

がとっても大
だいじ

事だってこと知
し

っ
ていますか？規

き そ く
則ってとってもとっ

てもありがたいんです。手
て ま

巻きのおもちゃ
や車

くるま
、コンピューター、私

わたし
たちの体

からだ
ですら、

規
き そ く

則がなければ作
さ ど う

動しないんです。では、
一
ひと

つだけ例
たと

えをあげましょう。

信
しんごう

号が赤
あか

の時
とき

は止
と

まらなけ
ればいけないっていう規

き そ く

則が
ありますね。もしみんなが、い
つでも破

やぶ

りたい時
とき

にその規
き そ く

則
をやぶることができたとしたら、

どうなるでしょうか。どれだけの車
くるま

がぶ
つかり合

あ

って、交
こ う つ う じ こ

通事故を起
お

こしてしまう
か想

そうぞう

像できますか？またどれだけの人
ひと

が、
大
おお

ケガをしたり死
し

んでしまったりすることで
しょう。

賢
かしこ

い人
ひと

たちが良
よ

い規
き そ く

則を作
つく

ってくれる
おかげで、私

わたし

たちは守
まも

られ、安
あんぜん

全でいら
れるのです。ふだん私

わたし

たちは、いろいろ
な規

き そ く

則を守
まも

っていても、あまりそれらの

規
き そ く

則のことは考
かんが

えていません。交
こ う つ う き そ く

通規則
を守

まも

っている運
うんてんしゅ

転手は、パトカーを見
み

て
も何

なに

もこわくはありません。お巡
まわ

りさんは、
私
わたし

たちが安
あんぜん

全でいられるように手
て だ す

助けして
くれていることを、かえって喜

よろこ

ぶべきです。

神
かみさま

様が造
つく

られたものは数
かぞ

えきれないほ
どありますが、それらすべて、規

き そ く

則によっ
て動

うご

いているのです。もしそうでなかった
ら、世

せかいじゅう

界中のすべてのものが、めちゃくちゃ
になってしまうでしょう。

考
かんが

えてみよう：植
しょくぶつ

物や
動
どうぶつ

物は、どれも自
じどうてき

動的に
神
かみさま

様の規
きそく

則に従
したが

っているの
です。リンゴの木

き

が規
きそ く

則に逆
さか

らって、リン
ゴの代

か

わりにイチゴを実
みの

らせることがある
でしょうか？もちろんないですよね。植

しょくぶつ

物
はそれぞれ、神

かみさま

様に決
き

められた通
とお

りの働
はたら

きをするのです。ネコが子
こい ぬ

犬を産
う

むでしょ
うか？いいえ、ネコは子

こ

ネコを産
う

むので
す。植

しょくぶつ

物や動
どうぶつ

物は、どれも神
かみさま

様が作
つく

られ
た規

きそく

則に従
したが

っているのです。他
ほか

にも何
なに

か良
よ

い規
きそ く

則を思
おも

いうかべることができますか？

ルシファーの悲
かな

しい選
えら

び
かなかな

第
だい

2 章
しょう

子供のための日々の
聖書研究ガイド

「律
りっぽう

法を守
まも

る者
もの

はさいわいである」。

箴
しんげん

言 29 章
しょう

18 節
せつ

暗暗暗
あんしょうせいくあんしょうせいくあんしょうせいく

唱聖句唱聖句唱聖句
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太
たいよう

陽や月
つき

や星
ほし

のためには、どんな規
きそ く

則が
作
つく

られたでしょうか？神
かみさま

様は人
ひと

のためにも
規
きそく

則を作
つく

られましたか？その規
きそく

則に、何
なに

か
言
い

うことができますか？

月
げ つ よ う び

曜日

植
し ょ く

物
ぶつ

と動
どうぶつ

物と人
にんげん

間は、互
たが

いに似
に

て
いることろがあるでしょうか？どれ

も水
みず

が必
ひつよう

要でしょうか？食
た

べ物
もの

は？新
しんせん

鮮
な空

く う き
気は？日

にっこう
光は？そう、どれも必

ひつよう
要で

す。でも植
しょくぶつ

物と動
どうぶつ

物ではずいぶ
ん違

ちが
いますよね？動

どうぶつ
物にでき

ることを、植
しょくぶつ

物ができないこ
とがあります。

また、動
どうぶつ

物たちは、人
にんげん

間のように話
はな

し
たり考

かんが

えたりはできません。ビーバーは木
き

や石
いし

でダムをつくることはできますが、車
くるま

を運
うんてん

転したことがあるでしょうか？鳥
とり

は飛
と

べますが、飛
ひ こ う き

行機をつくることはできます
か？宇

うちゅうせん

宙船はつくれますか？動
どうぶつ

物はたい
てい、神

かみさま

様がその動
どうぶつ

物に与
あた

えられた規
き そ く

則
に自

じ ど う て き

動的に従
したが

って生
い

きています。これを
本
ほんのう

能と呼
よ

びます。動
どうぶつ

物は私
わたし

たちのように
考
かんが

えたり、計
けいかく

画を立
た

てたり、選
えら

んだりしま
せん。

選
えら

ぶ力
ちから

は、神
かみさま

様が人
にんげん

間に与
あた

えた特
とくべつ

別な
贈
おく

り物
もの

なんです。人
にんげん

間は話
はな

したり考
かんが

えたり、
計
けいかく

画したり、選
えら

んだりすることができます。
私
わたし

たちは、植
しょくぶつ

物とも、他
た

の動
どうぶつ

物とも違
ちが

い
ます。神

かみさま

様が私
わたし

たちに与
あた

えてくださったい
ろんな規

き そ く

則を私
わたし

たちが学
まな

び、従
したが

うことを、
神
かみさま

様は望
のぞ

んでおられます。なぜなら、そう
すれば私

わたし

たちが幸
しあわ

せになることを、神
かみさま

様

はご存
ぞ ん じ

知だからです。私
わたし

たちを愛
あい

しておら
れる神

かみさま

様が、私
わたし

たちを不
ふ こ う

幸にしようとして
何
なに

かを求
もと

めるようなことは、絶
ぜったい

対にありま
せん。

私
わたし

たちは、神
かみさま

様を愛
あい

し信
しんらい

頼しているか
ら従

したが

いたいのです。神
かみさま

様が私
わたし

たちを無
む り

理
やり従

したが

わせようとすることは、決
けっ

してあり
ません。そんなことをしたら、私

わたし

たちは
神
かみさま

様をこわがるようになるはずです。

神
かみさま

様の規
き そ く

則はなんと呼
よ

ばれています
か？十

じっかい

戒と呼
よ

ばれています。十
じっかい

戒は、出
しゅつ

エジプト記
き

20：3 ～ 17 にあります。では
そこを読

よ

んでみましょう！

考
かんが

えてみよう：どうして私
わたし

たちは、神
かみさま

様
が人

にんげん

間のために規
きそ く

則をつくったことを喜
よろこ

ぶ
ことができるのでしょうか。もしわたしたち
に規

きそ く

則がなかったならこの世
せか い

界はどんな
風
ふう

になるのでしょう。みんなが好
す

き勝
かっ て

手に
殺
ころ

したり、盗
ぬす

んだり、ウソをついてだまし
たりできる世

せかい

界に、あなたは住
す

みたいと思
おも

いますか？

火
か よ う び

曜日

あなたは、天
て ん し

使たちも選
えら

ぶことが
できるように造

つく
られたと思

おも
います

か？もちろん、その通
とお

りです。

神
かみさま

様の特
とくべつ

別な助
たす

け手
て

（お手
て つ だ

伝いをす
る者

もの

）にするために、またとっても仲
なか

の
良
よ

いお友
ともだち

達になるために造
つく

られた美
うつく

しい
天
て ん し

使の名
な ま え

前を知
し

っていますか？それはル
シファーです。その名

な ま え

前は「光
ひかり

の使
し し ゃ

者」

そこを
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という意
い み

味です。ルシファーは、天
てん

で最
もっと

も
重
じゅうよう

要で最
もっと

も美
うつく

しい天
て ん し

使でした。また、す
ばらしい声

こえ

で歌
うた

うことができ、天
てん

の聖
せ い か た い

歌隊
の指

し き し ゃ

揮者でもありました。

すべての天
て ん し

使たち、また神
かみさま

様がお造
つく

り
になった他

た せ か い

世界の人
ひとびと

々の誰
だれ

もが、最
さいこう

高に
幸
しあわ

せでした。ルシファーもとても幸
しあわ

せでし
た。彼

かれ

は、神
かみさま

様の特
とくべつ

別な使
し し ゃ

者であること
が好

す

きでしたし、神
かみさま

様の近
ちか

くにいることが
大
だ い す

好きでした。

ところが、とて
も悲

かな

しいことが
起
お

こりました。
ルシファーは、
自
じ ぶ ん

分がどんなに
美
うつく

しく特
とくべつ

別であ
るかを考

かんが

えるよ
うになりました。
少
すこ

しずつ、自
じ ぶ ん

分
の出

で き

来ることや
力
ちから

を得
と く い

意に思
おも

う
ようになりまし
た。さらに自

じ ぶ ん

分の
ことばかり考

かんが

えるようになると、神
かみさま

様の愛
あい

と知
ち え

恵についてはあまり考
かんが

えなくなってい
きました。

ルシファーは、第
だいいち

一の戒
いまし

めに従
したが

ってい
ませんでした。彼

かれ

は、天
て ん し

使として造
つく

られた
のですが、それ以

いじょう

上の存
そんざい

在になりたいと
思
おも

いました。彼
かれ

は神
かみ

になりたかったので
す。

父
ちち

なる神
かみさま

様と子
こ

なる神
かみさま

様（キリスト）が、
この世

せ か い

界とそこに住
す

む人
にんげん

間を造
つく

る計
けいかく

画
を立

た

てられたときに、ルシファーは御
み こ

子

（キリスト）をねたみ始
はじ

めました。当
とうぜん

然、
自
じ ぶ ん

分も計
けいかく

画に加
くわ

わると考
かんが

えていたからでし
たが、それはとても愚

おろ

かなことでした。彼
かれ

は天
て ん し

使として造
つく

られたのですから、神
かみ

に
なれるわけはないのです。

ルシファーには、神
かみさま

様のような創
そうぞう

造（星
ほし

や生
い

き物
もの

などをつくること）の力
ちから

はありま
せんでした。つまり、私

わたし

たちと同
おな

じ、造
つく

ら
れた者

もの

だったのです。父
ちち

なる神
かみさま

様と子
こ

な
る 神

かみさま

様、 そして
聖
せいれい

霊なる神
かみさま

様だ
けに、創

そうぞう

造の力
ちから

があります。そ
して、創

そうぞう

造のと
きにいつも言

こ と ば

葉
を語

かた

られたのが
子
こ

なる神
かみさま

様、つ
まり御

み こ

子キリス
トでした。だか
ら、 彼

かれ

は 私
わたし

た
ちの造

つく

り主
ぬし

と呼
よ

ばれているので
す。彼

かれ

が、ルシ
ファーを含

ふく

む、一
ひ と り

人ひとりの天
て ん し

使を造
つく

られ
ました。

考
かんが

えてみよう：ルシファーには不
ふしあわ

幸せに
なる理

りゆ う

由がなにかありましたか？彼
かれ

は自
じぶ ん

分
を不

ふこ う

幸にするどんな考
かんが

えを選
えら

んだのでしょ
うか？いばることやわがままやねたむ（う
らやむ）ことは、私

わたし

たちを不
ふこう

幸にしますか？
私
わたし

たちがそのような考
かんが

えを選
えら

ぶとき、他
た

の
人
ひと

たちを幸
しあわ

せにしますか？それとも不
ふこ う

幸に
しますか？

かみさま あい ふく ひ と りかみさま あい ふく ひ と り

I
Thou shalt have no other gods before Me.

II
Thou shalt not make unto thee any graven 

image, or any likeness of any thing that is in 
heaven above, or that is in the earth beneath, 
or that is in the water under the earth. Thou 

shalt not bow down thyself to them, nor serve 
them: for I the Lord thy God am a jealous God, 

visiting the iniquity of the fathers upon the 
children unto the third and fourth generation 

of them that hate Me. And shewing mercy unto 
thousands of them that love Me, and keep My 

commandments.

III
Thou shalt not take the name of the Lord thy 

God in vain; for the Lord will not hold him 
guiltless that taketh His name in vain.

IV
Remember the Sabbath day, to keep it holy. 

Six days shalt thou labour, and do all thy work: 
But the seventh day is the Sabbath of the Lord 
thy God: in it thou shalt not do any work, thou, 
nor thy son, nor thy daughter, thy manservant, 

nor thy maidservant, nor thy cattle, nor thy 
stranger that is within thy gates: For in six days 
the Lord made heaven and earth, the sea, and 
all that in them is, and rested the seventh day: 
wherefore the Lord blessed the Sabbath day, 

and hallowed it.

V
Honour thy father and thy mother: 

that thy days may be long upon the land
which the Lord thy God giveth thee.

VI
Thou shalt not kill.

VII
Thou shalt not commit adultery.

VIII
Thou shalt not steal.

IX
Thou shalt not bear false witness

against thy neighbour.

X
Thou shalt not covet thy neighbour’s house, 

thou shalt not covet thy neighbour’s wife,
nor his manservant, nor his maidservant,
nor his ox, nor his donkey, nor any thing 

that is thy neighbour’s.
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水
す い よ う び

曜日

ルシファーが自
じ ぶ ん か っ て

分勝手に考
かんが

え、ね
たむようになってから、も

ちろん、もう前
まえ

のよう
に 幸

しあわ
せではなく

なっていまし
た。 彼

かれ
は

神
かみさま

様につい
て、 本

ほんとう
当 で

は な い 事
こと

を
他
ほか

の 天
て ん し

使 たち
に話

はな
し始

はじ
めました。

ある日
ひ か れ

彼は「なぜ規
き そ く

則に
従
したが

わなければならないのだろう」と言
い

いま
した。

規
き そ く

則？天
て ん し

使たちは、自
じ ぶ ん

分たちが規
き そ く

則に
従
したが

っているとさえ思
おも

っていませんでした。
彼
かれ

らは最
さいこう

高に幸
しあわ

せでしたし、心
こころ

から神
かみさま

様
を愛

あい

していました。

またルシファーは「自
じ ぶ ん

分たち天
て ん し

使に
規
き そ く

則はいらない」と言
い

うようになりました。
「規

き そ く

則がなければもっと幸
しあわ

せになるはず
だ。私

わたし

たちは完
かんぜん

全なのだから」と言
い

うわ
けです。

最
さいしょ

初、天
て ん し

使たちはどう考
かんが

えていいか分
わ

かりませんでした。これまでずっと、ルシ
ファーを愛

あい

し、信
しんらい

頼し、あこがれていまし
た。彼

かれ

が言
い

っていることは正
ただ

しいように聞
き

こえましたが、何
なに

かがおかしいと思
おも

われま
した。ルシファーは、これまでと同

おな

じよう
に神

かみ

を愛
あい

していると言
い

いましたが、自
じ ぶ ん

分の
計
けいかく

画は神
かみさま

様よりも素
す ば

晴らしいと言
い

い張
は

った

のです。

それから神
かみさま

様に向
む

かって、自
じ ぶ ん

分は忠
ちゅうじつ

実
に従

したが

いたいのだけど、 他
ほか

のたくさんの
天
て ん し

使たちが文
も ん く

句を言
い

っているかのように
話
はな

し始
はじ

めました。

神
かみさま

様は、ルシファーの考
かんが

えや、
彼
かれ

のやっていたことを、
ちゃんと知

し

ってお
られたのでしょ
う か。 もち ろ
ん、ご 存

ぞ ん じ

知で
した。そのこと

が、どんなに悲
かな

しかったことでしょ
う。辛

しんぼうづよ

抱強く、また優
やさ

し
く、神

かみさま

様はルシファーのひどいやり
方
かた

を止
や

めさせようとしました。

実
じつ

は、ルシファーも自
じ ぶ ん

分が正
ただ

しくない考
かんが

えを選
えら

んだことを知
し

っていました。自
じ ぶ ん

分が
もう幸

しあわ

せでなくなっていたことも分
わ

かって
いました。そしてもう少

すこ

しで、ルシファー
は考

かんが

え直
なお

して、ごめんなさいと言
い

うところ
でした－もう少

すこ

しで。けれども、自
じ ぶ ん

分がう
そをついていたことを天

て ん し

使たちの前
まえ

で認
みと

めるのは恥
は

ずかしいと思
おも

いました。うぬぼ
れて「自

じ ぶ ん

分が誰
だれ

よりもえらいという気
き も

持ち」
が強

つよ

すぎたからです。

考
かんが

えてみよう：自
じぶん

分が悪
わる

いのに、意
い じ

地を
張
は

ってしまって、ごめんなさいと言
い

えなかっ
たことがありますか？反

はんこう

抗したり、誰
だれ

かを
傷
きず

つけてしまったとき、すぐにどうするべき
ですか？

Betty Lukens felts
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木
も く よ う び

曜日

何
な ん

百
びゃく

、何
なんぜんまん

千万もの天
て ん し

使たちの一
ひとり

人
ひとりが、神

かみさま
様に従

したが
うか、それ

ともルシファーに従
したが

うかを選
えら

ぶことになり
ました。神

かみさま
様は誰

だれ
かを、無

む り
理やりに従

したが
わ

せようとすることは絶
ぜったい

対にないということ
を、いつも覚

おぼ
えていて下

くだ
さい。半

はんぶんいじょう
分以上

の天
てんし

使たちが神
かみさま

様
に従

したが
うことを選

えら
び

ましたが、 ルシ
ファーに従

したが
うこ

とを選
えら

んだ天
て ん し

使
も多

おお
くいました。

むかし、天
てんごく

国
において、神

かみさま

様
の天

て ん し

使たちとルシ
ファーの天

て ん し

使たちとの間
あいだ

で闘
たたか

いがあった
と、聖

せいしょ

書に書
か

かれています。それは、と
てもとても悲

かな

しい出
で き ご と

来事であったに違
ちが

いあ
りません！

とうとう、ルシファーに従
したが

うことを選
えら

んだ
天
て ん し

使たちは、天
てんごく

国から出
で

て行
い

かなくては
いけないと神

かみさま

様が言
い

われました。そして、
ルシファーの名

な ま え

前はサタンに変
か

えられたの
です。

ルシファーは、自
じ ぶ ん

分が天
てんごく

国の支
し は い し ゃ

配者
になろうと思

おも

っていました。そんな彼
かれ

が、
天
てんごく

国を追
お

い出
だ

されることになりました。
自
じ ぶ ん

分が間
ま ち が

違った道
みち

を選
えら

んでしまったため
に、幸

しあわ

せではなくなったことを知
し

っていま
した。また、彼

かれ

のうそを信
しん

じることにした
何
なんぜん

千、何
なんまん

万という天
て ん し

使たちも、もう幸
しあわ

せで

はありませんでした。

ルシファーのうそを信
しん

じ込
こ

んで、天
てんごく

国を
でることになった天

て ん し

使たちの、怒
いか

り狂
くる

った
悲
かな

しそうな様
よ う す

子を想
そうぞう

像できますか？天
てんごく

国で
は最

さいこう

高に幸
しあわ

せだったのに、もうそこにはい
られなくなったのです。

ルシファーの約
やくそく

束したことはどれもこれ
もその通

とお

りにはなりませんでした。ようや
く、彼

かれ

にだまされたことが分
わ

かったので
す。だまされた天

て ん し

使たち
は、 天

てんごく

国 に 戻
もど

り
たいと思

おも

いまし
た。 サタンも戻

もど

りたいと思
おも

いまし
た。そして自

じ ぶ ん

分た
ちが、 戻

もど

れるよ
うに神

かみさま

様に願
ねが

い
求
もと

めたのでした。
自
じ ぶ ん

分がうそをつい
たことも認

みと

めました。そして自
じ ぶ ん

分が一
いちばん

番の
天
て ん し

使ではなくても、神
かみさま

様に喜
よろこ

んで従
したが

うと
約
やくそく

束したのです。

サタンと彼
かれ

の天
て ん し

使たちが心
こころ

から悪
わる

かった
と思

おも

っていたのかどうか、神
かみさま

様は知
し

ってお
られたのでしょうか。もちろん、ご存

ぞ ん じ

知で
した。神

かみさま

様は、サタンの心
こころ

が本
ほんとう

当には変
か

わっていないことを知
し

っておられました。

自
じ ぶ ん

分たちの願
ねが

いがかなわないことを
知
し

ったサタンと彼
かれ

の天
て ん し

使たちは、神
かみさま

様を
傷
きず

つけるために出
で き

来るだけのことをしよう
と決

けっしん

心しました。

考
かんが

えてみよう：自
じぶん

分たちが悪
わる

かったとサ
タンが言

い

ったときに、彼
かれ

が心
こころ

から誤
あやま

ってい

©Amazing Facts, Used by permission
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なかったことをあなただったらどうやって分
わ

かりますか？子
こ

どもたちはこれまでに、た
だ単

たん

に罰
ばつ

を受
う

けたくないから謝
あやま

ったとい
うことがあるでしょうか。私

わたし

たちが本
ほんとう

当に
謝
あやま

っているかどうか神
かみさま

様がご存
ぞん

じであるこ
とをあなたはどう思

おも

いますか？私
わたし

たちのお
父
とう

さんやお母
かあ

さんは、どうして分
わ

かるので
しょうか？

金
き ん よ う び

曜日

御
み

子
こ

（キリスト）が新
あたら

しい世
せかい

界とそ
こに住

す
む特

とくべつ
別な人

ひとびと
々を創

そうぞう
造する

ことになっていたので、サタンは彼
かれ

をねた
みました。神

かみさま
様を傷

きず
つける一

いちばん
番いい方

ほうほう
法

は、彼
かれ

がちょうど天
てん

でやったようにめちゃ
くちゃにすることだと考

かんが
えました。そうす

れば、この世
せ か い

界は自
じ ぶ ん

分のものになると。
そうすれば、彼

かれ
と彼

かれ
の天

て ん し
使たちは世

せ か い
界の

支
しはいしゃ

配者になることができ、そうすることが
神
かみさま

様を傷
きず

つけ、悲
かな

しませると考
かんが

えたのでし
た。

彼
かれ

が悪
あ く て ん し

天使たちにその計
けいかく

画を話
はな

したと
き、彼

かれ

らはできるだけのことをやって彼
かれ

を
手
て つ だ

伝うと約
やくそく

束しました。

ルシファーは、なんて意
い じ わ る

地悪で残
ざんこく

酷な
者
もの

になったのでしょう！すでに彼
かれ

は、多
おお

く
の不

ふ こ う

幸を生
う

み出
だ

していたのです。

考
かんが

えてみよう：罪
つみ

とは神
かみさま

様の律
りっぽう

法に従
したが

わ
ないことを選

えら

ぶことです。罪
つみ

はルシファー
の選

えら

びにより天
てんごく

国で始
はじ

まりましたね？どの
規
きそ く

則にルシファーは従
したが

わなかったのです

か？一
いちばんめ

番目の規
き そ く

則はどうですか？彼
かれ

は、
神
かみさま

様と同
おな

じくらい自
じぶん

分を偉
えら

い者
もの

にしようとし
ましたか？神

かみさま

様のやり方
かた

よりも自
じぶ ん

分のやり
方
かた

のほうがいいと考
かんが

えたのです。彼
かれ

はうそ
をつきましたか？神

かみさま

様から天
てん し

使たちの愛
あい

を
奪
うば

おうとしましたか？もし私
わたし

たちが安
あんぜん

全で
幸
しあわ

せでありたいなら、いつでも神
かみさま

様の律
りっぽう

法
に従
したが

えるように助
たす

けてくださいとお願
ねが

いしま
しょう。

もっともっともっと学学学
まなまなまなまなまなまな

ぼう！ぼう！ぼう！

★イザヤ 14:12-15

★エゼキエル 28:2-10,12-19

★人
じんるい

類のあけぼの上
じょうかん

巻 p.3-15

★あがないの歴
れ き し

史 p.19-25
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前回のあらすじ：お父
とう

さんとお母
かあ

さんは赤
あか

ちゃ
んが生

う

まれるのをわくわくしながら待
ま

っていまし
た、けれども、ローレル・アンはお医

い し ゃ

者さんがこ
の日

ひ

に生
う

まれるでしょうと言
い

った日
ひ

には生
う

まれてき
ませんでした。次

つぎ

の日
ひ

も、またその次
つぎ

の日
ひ

も！

予
よ

定
てい

通
どお

りに生
う

まれてこなかったロー
レル・アンを待

ま
っているのは、と

てもつらいことでした。でもようやく、生
う

まれてくると思
おも

われていた日
ひ

から12 日
にちご

後
に、ローレル・アンは生

う
まれたのでした。

かわいい赤
あか

ちゃんを迎
むか

えるために、お父
とう

さんはお母
かあ

さんのすぐそばにいました。お
ばあちゃんもジョアンおばさんも一

いっしょ
緒でし

た。

たくさんのお友
とも

だちも、その知
し

らせを待
ま

っていました。みんなが
赤
あか

ちゃんのことを知
し

りたがってい
ました。多

おお

くの人
ひと

がローレル・ア
ンを見

み

に来
き

たり、電
で ん わ

話をかけてき
たり、手

て が み

紙やカードを送
おく

りました。
その人

ひと

たちは、「どのくらいの重
おも

さなの？」とか「名
な ま え

前はなに？」、
「誰

だれ

に似
に

ているの？髪
かみ

の毛
け

は生
は

えているの？何
なにいろ

色？」
というようなことを質

しつもん

問し
ました。

おうちでは、ローレル・アンが生
う

まれる前
まえ

とはすべてが変
か

わりました。生
う

ま

れたばかりの赤
あか

ちゃんは、眠
ねむ

ること、ミル
クを飲

の

むこと、泣
な

くこと以
い が い

外、あまり大
たい

し
たことはできません。赤

あか

ちゃんは目
め

もあま
り良

よ

くないのです。もちろん、お父
とう

さんと
お母

かあ

さんは、きちんとローレル・アンの
世
せ わ

話をしました。彼
かのじょ

女をとてもかわいがり、
彼
かのじょ

女のために何
なん

でもやってあげました。

お父
とう

さんはしょっちゅう、ローレル・ア
ンを優

やさ

しく抱
だ

っこしました。時
とき

には彼
かのじょ

女の
目
め

をのぞきこみ、歌
うた

ってあげるのでした。

　お母
かあ

さんはこの大
たいせつ

切な赤
あか

ちゃんを腕
うで

に抱
だ

きながら、心
こころ

は幸
しあわ

せでいっぱいにな
りました。あまりに幸

しあわ

せなので、この子
こ

は
本
ほんとう

当に自
じ ぶ ん

分たちの赤
あか

ちゃんだろうかと
思
おも

うこともありました。わが子
こ

にはい
つも神

かみ

を愛
あい

し、信
しんらい

頼し、その素
す ば

晴
らしい律

りっぽう

法に従
したが

うことを教
おし

えます
と、神

かみさま

様に約
やくそく

束しました。

赤
あか

ちゃんは、いつまでも赤
あか

ちゃんのままではいません。
ローレル・アンも他

ほか

の赤
あか

ちゃ
んたちと同

おな

じように、またあ
なたもそうであったよう
に、すぐに大

おお

きくなりま
した。しかも、生

う

まれた
赤
あか

ちゃんは、ローレル・ア
ンだけではありませんでした。

彼
かのじょ

女の後
あと

に三
さんにん

人、かわいい赤
あか

ちゃんが生
う

だちも、その知
し

っていました。みんなが
りたがってい

がローレル・ア
をかけてき
りました。

たちは、「どのくらいの重
おも

はなに？」、

おうちでは、ローレル・アンが生
う

う

本当に自分たちの
思
おも

うこともありました。わが
つも神

かみ

を愛
あい

らしい律
りっぽう

法
と、神

かみさま

様に約
やくそく

赤
あか

ちゃんは、いつまでも
ちゃんのままではいません。
ローレル・アンも
んたちと

なたもそうであったよう
に、すぐに
した。しかも、

赤
あか

ちゃんは、ローレル・ア
ンだけではありませんでした。

彼
かのじょ

女の後
あと

に三
さんにん

人、かわいい

お話
はな

しひろば 

素
す ば

晴らしい贈
お く

り物
も の

― パート 2
パティー・リン・ガスリー
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まれました。2 番
ば ん め

目はウィリアムと名
な

づけ
られました。つぎにメリッサ、最

さ い ご

後にリトル・
ジャネルが生

う

まれました。どの子
こ

もローレ
ル・アンと同

おな

じくらいかわいがられていま
す。

ウィリアムとジャネルは、赤
あ か げ

毛でそばか
すがあります。ローレル・アンとメリッサは、
濃
こ

い色
いろ

の髪
かみ

の毛
け

をしています。一
ひ と り ひ と り

人一人
がいろんな面

めん

で違
ちが

っていて、それがかえっ
て面

おもしろ

白いのです。みんながお互
たが

いを大
たいせつ

切
に思

おも

っています。彼
かれ

らは一
いっしょ

緒に遊
あそ

び、共
とも

にいろんなことを学
まな

びながら、成
せいちょう

長してい
きました。なんて幸

しあわ

せな家
か ぞ く

族なんでしょう！

アダムとエバ以
い が い

外の全
すべ

ての人
ひと

は、赤
あか

ちゃ
んとして生

う

まれてきました。あなたも、赤
あか

ちゃんだったころがありましたね。あなた
のお父

とう

さんもお母
かあ

さんも、おじいちゃんも
おばあちゃんも、赤

あか

ちゃんだったころがあ
りました。そして、たとえ双

ふ た ご

子として生
う

ま
れてきた人

ひと

でも、自
じ ぶ ん

分と全
まった

く同
おな

じ人
にんげん

間は、
どこにもいないのです。ですから、赤

あか

ちゃ
んはみんな特

とくべつ

別なのです。あなたも特
とくべつ

別
な人

にんげん

間です。

神
かみさま

様は私
わたし

たちみんなを愛
あい

しておられま
す。私

わたし

たちが何
なにもの

者なのか、どこで生
う

まれ
たのか、どこに住

す

んでいるのか、どれだ
けお金

か ね も

持ちか、どれだけ貧
まず

しいかは問
もんだい

題
ではないのです。神

かみさま

様は一
ひ と り

人ひとりを同
おな

じように愛
あい

しておられ、一
ひ と り

人ひとりが、と
ても特

とくべつ

別な存
そんざい

在なんです。私
わたし

もあなたも
特
とくべつ

別です。私
わたし

たちひとりひとりが本
ほんとう

当に
特
とくべつ

別なのです。
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日
に ち よ う び

曜日

これまで、私
わたし

たちのすばらしい神
かみさま

様
について学

まな
んできました。また、

かつては天
てんごく

国で、もっとも美
うつく

しく、力
ちから

ある
天
て ん し

使であったのに、神
かみさま

様の律
りっぽう

法に逆
さか

らっ
てサタンとなった、ルシファーについても
学
まな

んできました。

神
かみさま

様をねたむようになったルシファー
は、 神

かみさま

様 が 実
じつ

は 愛
あい

の お 方
かた

で は なく、
不
ふ こ う へ い

公平な神
かみ

であると、天
て ん し

使たちに信
しん

じ込
こ

ませようとしました。

しかしついに、サタンを信
しん

じることにし
た天

て ん し

使たちも、彼
かれ

にだまされていたことを
知
し

るようになります。

神
かみさま

様 は 愛
あい

で あり、 私
わたし

たち を
幸
こうふく

福にすることしか

なさいません。ただし、私
わたし

たちを無
む り

理やり
従
したが

わせるようなことは、決
けっ

してなさいませ
ん。

今
こんしゅう

週は、神
かみさま

様がどのようにして、この
美
うつく

しい世
せ か い

界をつくられたかについて学
まな

び
ます。それは、ずっと前

まえ

から、つまりルシ
ファーがまだ天

てんごく

国にいるときから計
けいかく

画され
ていました。

聖
せいしょ

書の最
さいしょ

初の書
しょ

である創
そ う せ い き

世記の、最
さいしょ

初
の２節

せつ

を読
よ

んでみましょう。創
そ う せ い き

世記１：１，

２。

創
そ う せ い き

世記の最
さいしょ

初のところに、 私
わたし

たちの
世
せ か い

界がどのように始
はじ

まったかが書
か

かれてい
ます。

第
だ い い ち に ち め

一日目の前
まえ

、そこには、からっぽの

すばらしい創
そうぞう

造のみわざ
そうぞうそうぞう

第
だい

3 章
しょう

子供のための日々の
聖書研究ガイド

「はじめに神
かみ

は、天
てん

と地
ち

とを創
そうぞう

造された」。

創
そうせいき

世記１章
しょう

１節
せつ

暗暗暗
あんしょうせいくあんしょうせいくあんしょうせいく

唱聖句唱聖句唱聖句

神 様 は 愛 で あり、 私 たち を
幸
こうふく

福にすることしか
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暗
くら

やみしかありませんでした。そのような
ところに、神

かみさま

様は、私
わたし

たちの世
せ か い

界をつくら
れたのでした。最

さいしょ

初は、地
ちきゅうぜんたい

球全体が、水
みず

でおおわれていました。神
かみさま

様の霊
れい

が、す
べてのものを、愛情ぶかく見

み ま も

守っていまし
た。そこで、神

かみさま

様は何
なん

と言
い

われましたか？
３～５節

せつ

を読
よ

んでみましょう。

突
とつぜん

然、光
ひかり

が現
あらわ

れます。これで、完
かんぜん

全な
暗
くら

やみではなくなりました。第
だ い い ち に ち め

一日目に、
光
ひかり

と闇
やみ

とが分
わ

けられました。今
こんにち

日、この日
ひ

は日
に ち よ う び

曜日と呼
よ

ばれていますね。

一
いちにち

日の始
はじ

まりは朝
あさ

のように思
おも

われます
が、聖

せいしょ

書によると、夕
ゆうがた

方、太
たいよう

陽が沈
しず

むと
きに一

いちにち

日が始
はじ

まります。次
つぎ

の日
ひ

も、太
たいよう

陽
が沈

しず

むときに始
はじ

まります。朝
あさ

、太
たいよう

陽が昇
のぼ

る
ときではありません。

考
かんが

えてみよう：私
わたし

たちの体
からだ

は、朝
あさ

、目
め

を覚
さ

まして、昼
ひる

の明
あか

るい時
じ か ん

間に活
かつどう

動する
ためには、夜

よる

の暗
くら

い間
あいだ

に睡
すいみん

眠をとって休
やす

む必
ひつよう

要があることを、神
かみさま

様はご存
ぞん じ

知でした
か？お父

とう

さんとお母
かあ

さんは、私
わたし

たちが、昼
ひる

の間
あいだ

にたくさんのエネルギーを必
ひつよう

要とする
ことを知

し

っているので、夜
よる

になったら早
はや

く
寝
ね

なさいと言
い

うのです。両
りょうしん

親の言
い

うことに
従
したが

うなら、私
わたし

たちは毎
まいにち

日、元
げ ん き

気に楽
たの

しく
過
す

ごすことができるでしょう。一
いちにち

日を楽
たの

しく
活
かっぱつ

発に過
す

ごすのと、悲
かな

しい思
おも

いでだらだら
過
す

ごすのと、どちらがいいですか？

月
げ つ よ う び

曜日

第
だ い

一
いちにちめ

日目が終
お

わるころ、私
わたし

たちの
世
せ か い

界はどんな姿
すがた

をしていました
か？まだ、ぶあつい水

みず
におおわれた状

じょうたい
態

でしたね。

第
だ い に に ち め

二日目は、何
なん

と呼
よ

ばれていますか？
月
げ つ よ う び

曜日ですね。月
げ つ よ う び

曜日に、神
かみさま

様は何
なに

をな
さいましたか？創

そ う せ い き

世記１：６～８で、神
かみさま

様
は何

なん

と言
い

われましたか？

神
かみさま

様は、ここでも言
こ と ば

葉を発
はっ

しておられ
るだけです。私

わたし

たちの世
せ か い

界は、まだ水
みず

に
おおわれていましたが、ほかにも何

なに

かが
現
あらわ

れました。それは何
なん

でしたか。空
そら

です。
神
かみさま

様が、青
あおぞら

空と空
く う き

気をおつくりになりまし
た。また、青

あお

い海
うみ

もつくられました。

私
わたし

たちが健
けんこう

康で幸
こうふく

福になるために必
ひつよう

要
なものを、神

かみさま

様はすべてご存
ぞ ん じ

知でした。
さらに神

かみさま

様は、ほかのことも考
かんが

えておられ
ました。私

わたし

たち人
にんげん

間だけでなく、間
ま

もなく
つくられる、すべての物

もの

の必
ひつよう

要について
も、考

かんが

えておられたのでした。

神
かみさま

様がつくろうとしておられたすべての
物
もの

は、前
まえ

もって、注
ちゅうい

意ぶかく計
けいかく

画されてい
ました。神

かみさま

様は、どんな小
ちい

さなことも、お
ろそかになさいませんでした。すべての
生
い

き物
もの

は、空
く う き

気を必
ひつよう

要とするように、つく
られようとしていました。

すべての生
い

き物
もの

は、水
みず

も必
ひつよう

要とするよう
に、つくられようとしていました。水

みず

の中
なか

で泳
およ

ぐのも楽
たの

しいことではありますが、水
みず
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がつくられるのは、もっと大
たいせつ

切な理
り ゆ う

由が
あったからでした。生

い

きるために、私
わたし

たち
は水

みず

をたくさん飲
の

まなくてはいけません。

考
かんが

えてみよう：毎
まいにちそと

日外に出
で

て、きれいな
空
くうき

気を吸
す

っていますか？夜
よる

の間
あいだ

も、窓
まど

を開
あ

けて、きれいで新
しんせん

鮮な空
くう き

気を部
へ や

屋に入
い

れ
ていますか？私

わたし

たちは、毎
まいにち

日どれだけの水
みず

を飲
の

んでいますか？体
からだ

を健
けんこう

康にたもつため
に、私

わたし

たちは、食
しょくじ

事と食
しょくじ

事の間
あいだ

にたくさん
の水

みず

を飲
の

む必
ひつよう

要があります。食
しょくじ

事と食
しょくじ

事
の間
あいだ

に必
ひつよう

要なのは、ジュースやソーダで
はなく、きれいなお水

みず

なのです。

火
か よ う び

曜日

最
さ い

初
しょ

の二
ふつかかん

日間で、神
かみさま

様は何
なに

をおつ
くりになりましたか？まず神

かみさま
様は、

私
わたし

たちの世
せかい

界を水
みず

でおおわれました。そ
れから光

ひかり
と空

く う き
気がつくられました。さて、

三
み っ か め

日目になりました。その日
ひ

は今
いま

の何
なんようび

曜日
ですか。火

か よ う び
曜日ですね。

神
かみさま

様は、さらに何
なに

か言
い

おうとしておられ
ました。その日

ひ

には、何
なん

と言
い

われましたか？
（創

そ う せ い き

世記１：９、10）。

水
みず

の中
なか

から陸
りく

が現
あらわ

れるようすを、その
場
ば

で見
み

ていたかったとは思
おも

いませんか？い
つしか、広

ひろ

い陸
り く ち

地ができていました。

陸
り く ち

地にも、いろんな湖
みずうみ

や川
かわ

や、泉
いずみ

があ
りました。海

うみ

のそばには、美
うつく

しい砂
すなはま

浜が
あったかもしれません。しかし、あたりは
まだ、茶

ちゃいろ

色の山
やま

や丘
おか

や谷
たに

ばかりでした。

その日
ひ

の仕
し ご と

事は、まだ終
お

わっていませ
んでした。草

くさ

や木
き

や花
はな

はまだなく、茶
ちゃいろ

色
い地

じ め ん

面しかありませんでした。そこで神
かみさま

様

は、ふたたび何
なに

か言
い

われました。何
なん

と言
い

われましたか？11、12 節
せつ

を読
よ

んでくださ
い。

わくわくするような話
はなし

ですね。いつし
か茶

ちゃいろ

色い地
じ め ん

面が、とても美
うつく

しい、緑
みどり

の草
くさ

におおわれていたのです。それは、冬
ふゆ

に
なると、茶

ちゃいろ

色くなって枯
か

れてしまうような
草
くさ

ではありませんでした。ありとあらゆる
種
しゅるい

類の緑
みどり

におおわれた草
そうげん

原が、そよ風
かぜ

に
ゆられて波

なみ

うっていました。

花
はな

もたくさん咲
さ

いていました。神
かみさま

様がお
つくりになった花

はな

は、私
わたし

たちの想
そうぞう

像をはる
かにこえるほど、美

うつく

しいものばかりでした。
赤
あか

い花
はな

、黄
き い ろ

色い花
はな

、青
あお

い花
はな

、他
ほか

にもあり
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とあらゆる色
いろ

や形
かたち

の花
はな

が咲
さ

いていました。
花
はな

の香
かお

りも、すばらしいものでした。

木
き

もたくさん生
は

えていました。ありとあ
らゆる形

かたち

や大
おお

きさの木
き

があり、葉
は

っぱも、
形
かたち

や大
おお

きさ、緑
みどり

の明
あか

るさがどれも異
こと

なっ
ていました。たくさんの、異

こと

なった種
しゅるい

類の
果
くだもの

物を実
みの

らせる木
き

もありました。どれもみ
なおいしそうです。あなたは、どれだけ
の種

しゅるい

類の果
くだもの

物をあげることができますか？
神
かみさま

様はその日
ひ

、たくさんの種
しゅるい

類の果
くだもの

物を
つくられました。

ナッツは好
す

きですか？ナッツの木
き

も、あ
りとあらゆる種

しゅるい

類のものがありました。

イチゴは好
す

きですか？いろんな種
しゅるい

類の
イチゴの茂

しげ

みが、いたるところにありまし
た。甘

あま

いにおいのする、赤
あか

や緑
みどり

やむらさ
きのブドウを実

みの

らせている美
うつく

しいつるも、
いたるところにありました。

茶
ちゃいろ

色く枯
か

れた葉
は

っぱや、枯
か

れてみにくく
なった枝

えだ

は、ひとつもありませんでした。
雑
ざっそう

草や、とげのある草
く さ き

木もありませんで
した。そんなすばらしい世

せ か い

界を、想
そうぞう

像す
ることができますか？

その日
ひ

、神
かみさま

様が、これらの美
うつく

しいもの

をどうやっておつくりになったのか、くわし
くは分

わ

かりません。もしかしたら、映
え い が

画を
早
はやおく

送りで見
み

るように、植
う

えられた種
たね

があっ
という間

ま

に芽
め

を出
だ

し、どんどん成
せいちょう

長して
いったのかもしれません。いずれにしても、
神
かみさま

様が創
そうぞう

造なさるようすを見
み

ることができ
たら、きっとすばらしかったでしょうね。

考
かんが

えてみよう：私
わたし

たちの体
からだ

を強
つよ

くし、
健
けんこう

康にたもつために、神
かみさま

様がおつくりに
なったすばらしい食

た

べ物
もの

を、あなたは喜
よろこ

ん
で食

た

べていますか？サタンは、あなたの体
からだ

を傷
きず

つけて病
びょうき

気にするような食
た

べ物
もの

を、あ
なたに食

た

べさせようとしています。体
からだ

に悪
わる

い食
た

べ物
もの

とは、どういったものですか？ 体
からだ

によい食
た

べ物
もの

を、いつも選
えら

んで食
た

べるよう
にしましょう。今

こんど

度お店
みせ

に行
い

ったら、どれく
らいの種

しゅるい

類の果
くだもの

物や野
やさ い

菜があるか、数
かぞ

え
てみましょう。

水
す い よ う び

曜日

第
だ い

四
よ っ か め

日目になりました。その日
ひ

は
何
なんようび

曜日でしたか？水
すいようび

曜日ですね。

すでに、見
み

た目
め

は美
うつく

しい世
せ か い

界になって
いました。夜

よる

になると空
そら

は暗
くら

くなり、昼
ひる

に
なると明

あか

るくなりました。その日
ひ

の夜
よる

が始
はじ

まると、神
かみさま

様は、ある特
とくべつ

別なことをなさい
ました。神

かみさま

様が言
こ と ば

葉を発
はっ

すると、何
なに

が起
お

こりましたか？創
そ う せ い き

世記１：14 ～ 19 を読
よ

ん
でください。

その日
ひ

の夜
よる

、大
おお

きな銀
ぎんいろ

色の月
つき

が、空
そら

に
浮
うか

びあがりました。さらに、ダイヤモンド
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のようにキラキラ光
ひか

る、数
かぞ

えきれないほど
の星

ほし

が、空
そら

にちりばめられました。

朝
あさ

になると、大
おお

きな暖
あたた

かい太
たいよう

陽が、東
ひがし

の丘
おか

の間
あいだ

から顔
かお

を出
だ

しました。ゆっくりと
空
そら

をのぼっていき、それからゆっくりと西
にし

のほうにおりていき、丘
おか

の後
うし

ろにかくれて
見
み

えなくなりました。特
とく

に、太
たいよう

陽が昇
のぼ

って
くるときと沈

しず

むときは、空
そら

をごうかな美
うつく

し
い色

いろ

に染
そ

めてくれました。

神
かみさま

様はただ、一
いちにち

日の終
お

わりに暗
くら

やみで
世
せ か い

界をおおって、「もう寝
ね

なさい」と言
い

い、
毎
まいあさ

朝その暗
くら

やみのおおいをはずして「さ
あ起

お

きなさい」と言
い

うことができたはずで
す。しかし、そうはなさらないで、私

わたし

たち
が、美

うつく

しい夕
ゆ う や

焼けと朝
あ さ ひ

日を楽
たの

しめるように
してくださいました。

考
かんが

えてみよう：月
つき

の光
ひかり

はどこから来
き

てい
るか、知

し

っていますか？太
たいよう

陽からですね。
月
つき

そのものに、光
ひかり

はありません。聖
せいしょ

書は、
イエス様

さま

が世
よ

の光
ひかり

であると教
おし

えています。
ヨハネ８：12。私

わたし

たちも光
ひかり

であると、聖
せいしょ

書
は教

おし

えています。マタイ５：14、16。ちょ

うど月
つき

のように、私
わたし

たちも、自
じぶん じ し ん

分自身の光
ひかり

をもっていません。しかし、イエス様
さま

が心
こころ

の中
なか

に住
す

んでくださるような選
えら

びをすると
き、私

わたし

たちは、イエス様
さま

の光
ひかり

を輝
かがや

かすこと
ができるようになるのです。主

しゅ

の助
たす

けによっ
て、私

わたし

たちは、イエス様
さま

のようになること
で、光

ひかり

を輝
かがや

かすのです。あなたも、イエ
ス様

さま

の光
ひかり

になりたいですか？もしそうなら、
そのことをイエス様

さま

に伝
つた

えましょう。そうす
れば、必

かなら

ず助
たす

けが与
あた

えられ、明
あか

るく輝
かがや

くこ
とができるようになります。

木
も く よ う び

曜日

第
だ い

四
よ っ か め

日目が終
お

わるまでに、私
わたし

たちの
世
せかい

界は、美
うつく

しいものであふれてい
ました。けれども、水

みず
の流

なが
れる音

おと
、そよ

風
かぜ

に揺
ゆ

れる木
き

の葉
は

や草
くさ

の音
おといがい

以外に、音
おと

を
立
た

てるものはなく、とても静
しず

かな世
せかい

界でし
た。

第
だ い い つ か め

五日目に、神
かみさま

様はふたたび言
こ と ば

葉を
発
はっ

せられました。何
なん

と言
い

われましたか？
創
そ う せ い き

世記１：20 ～ 23 を読
よ

んでください。

とつぜん、すばらしい音
おと

が、あちらこ
ちらから聞

き

こえてきました。ありとあらゆ
る種

しゅるい

類の鳥
とり

たちが、美
うつく

しい声
こえ

で神
かみさま

様をた

をどうやっておつくりになったのか、くわし
くは分

わ

かりません。もしかしたら、映
え い が

画を
早
はやおく

送りで見
み

るように、植
う

えられた種
たね

があっ
という間

ま

に芽
め

を出
だ

し、どんどん成
せいちょう

長して
いったのかもしれません。いずれにしても、
神
かみさま

様が創
そうぞう

造なさるようすを見
み

ることができ
たら、きっとすばらしかったでしょうね。

考
かんが

えてみよう：私
わたし

たちの体
からだ

を強
つよ

くし、
健
けんこう

康にたもつために、神
かみさま

様がおつくりに
なったすばらしい食

た

べ物
もの

を、あなたは喜
よろこ

ん
で食

た

べていますか？サタンは、あなたの体
からだ

を傷
きず

つけて病
びょうき

気にするような食
た

べ物
もの

を、あ
なたに食

た

べさせようとしています。体
からだ

に悪
わる

い食
た

べ物
もの

とは、どういったものですか？ 体
からだ

によい食
た

べ物
もの

を、いつも選
えら

んで食
た

べるよう
にしましょう。今

こんど

度お店
みせ

に行
い

ったら、どれく
らいの種

しゅるい

類の果
くだもの

物や野
やさ い

菜があるか、数
かぞ

え
てみましょう。

水
す い よ う び

曜日

第
だ い

四
よ っ か め

日目になりました。その日
ひ

は
何
なんようび

曜日でしたか？水
すいようび

曜日ですね。

すでに、見
み

た目
め

は美
うつく

しい世
せ か い

界になって
いました。夜

よる

になると空
そら

は暗
くら

くなり、昼
ひる

に
なると明

あか

るくなりました。その日
ひ

の夜
よる

が始
はじ

まると、神
かみさま

様は、ある特
とくべつ

別なことをなさい
ました。神

かみさま

様が言
こ と ば

葉を発
はっ

すると、何
なに

が起
お

こりましたか？創
そ う せ い き

世記１：14 ～ 19 を読
よ

ん
でください。

その日
ひ

の夜
よる

、大
おお

きな銀
ぎんいろ

色の月
つき

が、空
そら

に
浮
うか

びあがりました。さらに、ダイヤモンド
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たえています。鳥
とり

たちの色
いろ

も、赤
あか

、青
あお

、
黄
き い ろ

色、紫
むらさき

、オレンジ色
いろ

と、実
じつ

にさまざまで
した。

背
せ

の高
たか

い鳥
とり

もいました。小
ちい

さな鳥
とり

もいま
した。空

そらたか

高く飛
と

ぶ鳥
とり

もいれば、地
じ め ん

面の上
うえ

を走
はし

りまわる鳥
とり

もいました。さっそく、木
き

の上
うえ

に巣
す

をつくり始
はじ

める鳥
とり

もいました。鳥
とり

たちはみんな仲
な か よ

良しで、おどおどして怖
こわ

がっている鳥
とり

は一
い ち わ

羽もいませんでした。

神
かみさま

様はその日
ひ

、他
ほか

にどんなものをつくら
れましたか？水

みず

の生
い

き物
もの

がつくられました。
とつぜん、湖

みずうみ

や川
かわ

には、あらゆる形
かたち

や大
おお

きさや色
いろ

の生
い

き物
もの

があふれました。大
おお

き
いものもいれば、とても小

ちい

さいものもいま
した。美

うつく

しい花
はな

のように見
み

えるものもいま
した。水

みず

の深
ふか

いところに住
す

むものもいれ
ば、時

とき

には水
すいめん

面をジャンプして泳
およ

ぐものも

いました。

神
かみさま

様がつくられた生
い

き物
もの

は、とてもす
ばらしくて、興

きょうみぶか

味深いものばかりでした。
これらの生

い

き物
もの

については、どんなに学
まな

んでも、学
まな

び尽
つ

くして飽
あ

きることはあり
ません。第

だ い い つ か め

五日目は、何
な ん よ う び

曜日でしたか？
木
も く よ う び

曜日ですね。

考
かんが

えてみよう：少
すく

なくとも十
じゅっしゅるい

種類の鳥
とり

と、
十
じゅうしゅるい

種類の水
みず

の生
い

き物
もの

をあげてみてくださ
い。あなたがあげた生

い

き物
もの

について、何
なに

か知
し

っていることはありますか？

金
き ん よ う び

曜日

来
ら い

週
しゅう

の学
まな

びでは、一
いっしゅうかん

週間かけて、
もっとも興

きょうみぶか
味深い、第

だいろくにちめ
六日目につ

いて勉
べんきょう

強します。

考
かんが

えてみよう：第
だいいちにちめ

一日目から第
だいい つ か め

五日目ま
で、それぞれの日

ひ

に何
なに

が起
お

こったか、思
おも

い出
だ

すことができますか？第
だい い つ か め

五日目にさま
ざまな生

い

き物
もの

がつくられましたが、その日
ひ

までに、生
い

き物
もの

に必
ひつよう

要なすべてのものが、
世
せかい

界に備
そな

わっていましたか？

もっともっともっと学学学
まなまなまなまなまなまな

ぼう！ぼう！ぼう！

★創
そうせいき

世記 1:1-23

★詩
し へ ん

編 33:6-9; ヨハネ 1:1-3

★人
じんるい

類のあけぼの上
じょうかん

巻 p.17

★あがないの歴
れ き し

史 p.26
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「お父
とう

さん、見
み

て。」台
だいどころ

所の窓
まど

の
外
そと

にかけてある鳥
とり

のエサ入
い

れ
を指

ゆび
さして、ウィリアムが言

い
いました。「エ

サ入
い

れのまわりに、１、２、３、４、５、・・・
８羽

わ
のヒワ（鳥

とり
の種

しゅるい
類）がいるよ。」

毎
まいあさ

朝、ウィリアムが朝
ちょうしょく

食を食
た

べている
間
あいだ

、ヒワたちも、外
そと

にかかっているエサ
入
い

れから、種
たね

をついばんでいました。鳥
とり

た ち は、 エ サ 入
い

れの両
りょうがわ

側にあると
まり木

ぎ

にまいおり
て、エサ入

い

れの小
ちい

さな穴
あな

にくちばし
を突

つ

っ込
こ

むのでし
た。ところが、穴

あな

はとまり木
ぎ

よりも下
した

にあるので、鳥
とり

たちは、くちばしをけん命
めい

に下
した

のほうに伸
の

ばさなくてはいけませんで
した。時

とき

には、とまり木
き

に逆
さか

さにぶら下
さ

が
りながら、種

たね

をついばんでいるものもいま
した。

ウィリアムは黄
き い ろ

色が大
だ い す

好きでした。冬
ふゆ

に
なると、ヒワたちは灰

はいいろ

色の羽
う も う

毛をまとい
ましたが、夏

なつ

になると、鳥
とり

たちの羽
う も う

毛は
黄
き い ろ

色くなり、さらに黒
くろ

と白
しろ

のしまもようが
混
ま

じっていました。ウィリアムは、次
つぎ

から
次
つぎ

へとエサ入
い

れめがけて飛
と

んでくるヒワた
ちを眺

なが

めるのが大
だ い す

好きでした。

ところがある朝
あさ

、１羽
わ

のヒワだけ、よう
すが少

すこ

し変
へん

でした。そのヒワは、エサ入
い

れをひとり占
じ

めしようとしていました。他
ほか

のヒワたちが近
ちか

づいてくると、そのヒワは、
怒
おこ

ったように羽
はね

をバタバタさせて、彼
かれ

らを
追
お

い払
はら

おうとしました。ところが、１羽
わ

を
追
お

い払
はら

っている間
あいだ

に、別
べつ

のヒワがとまり木
ぎ

にまいおりて、エサを食
た

べ始
はじ

めます。いち
どは、 頭

あたま

をくるり
と回

まわ

して、１羽
わ

の
ヒワの背

せ な か

中を、く
ちばしでつついた
ことがありました。

「なんというおバ
カさんだ！」 他

ほか

の
ヒワをみんな追

お

い払
はら

おうとけん命
めい

になって
いるわがままな鳥

とり

を見
み

て、ウィリアムは笑
わら

いました。

お父
とう

さんも、そのようすを見
み

ていました。
ウィリアムに向

む

かって、「あの鳥
とり

は、まるで
ガキ大

だいしょうき

将気どりだな」と言
い

いました。「エ
サ入

い

れをひとり占
じ

めするために、他
ほか

の鳥
とり

たちを怖
こわ

がらせようとしている。」

それからお父
とう

さんは、ウィリアムにある
質
しつもん

問をしました。「神
かみさま

様はいつ、最
さいしょ

初の鳥
とり

をつくられたのかな？」ウィリアムは自
じ し ん

信
たっぷりに、「創

そうぞう

造の第
だ い い つ か め

五日目」と答
こた

えま
した。

お話
はな

しひろば 

ぼくが先
さ き

パティー・リン・ガスリー

お はら
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「その通
とお

り、よく覚
おぼ

えていたね」と言
い

って、
お父

とう

さんはにっこりしました。「その時
とき

、
鳥
とり

たちの中
なか

に、あのような、いじわるでわ
がままなガキ大

だいしょう

将がいたと思
おも

うかい？」

ウィリアムは、首
くび

を横
よこ

にふりました。あ
のような鳥

とり

は、絶
ぜったい

対にいなかったはずだ
と、彼

かれ

は思
おも

いました。

「あのガキ大
だいしょう

将は、どうしてあんなに
自
じ ぶ ん か っ て

分勝手な行
こうどう

動をとっているのだろう
か？」と、お父

とう

さんが尋
たず

ねました。

ウィリアムは、しばらく考
かんが

えてから、「罪
つみ

のためでしょう？」と言
い

いました。お父
とう

さ
んは、うなずきました。

「罪
つみ

がこの世
よ

に入
はい

ってきてから、すべて
が変

か

わってしまったんだ。人
にんげん

間も、動
どうぶつ

物も、
鳥
とり

たちも、植
しょくぶつ

物も、また天
て ん き

気でさえも、こ
とごとく変

か

わってしまった。でも、神
かみさま

様の
愛
あい

だけは、変
か

わらなかった。」話
はなし

をしなが
らも、お父

とう

さんは、ガキ大
たいしょう

将の鳥
とり

を見
み

つ
めていました。それから、ウィリアムのほ
うを向

む

いて、「お前
まえ

の知
し

っている子
こ ど も

供たち
の中

なか

にも、時
ときどき

々あんなばかなふるまいを
する人

ひと

がいるかい？」と尋
たず

ねました。「ぼ
くがいちばん先

さき

だ、と言
い

って、何
なんにん

人かで
押
お

し合
あ

ってけんかになったり、自
じ ど う し ゃ

動車のい
ちばんいい座

ざ せ き

席や、いちばん大
おお

きいデザー
トをとり合

あ

ったりすることがあるかもしれ
ないね。」

ウィリアムがニヤッと笑
わら

うと、お父
とう

さんも
にっこりしました。お父

とう

さんは、つづけて
言
い

いました。「罪
つみ

がこの世
よ

に入
はい

って以
い ら い

来、
私
わたし

たちのだれもが、生
う

まれつき自
じぶんちゅうしん

分中心
であることを、覚

おぼ

えておく必
ひつよう

要がある。ほ

とんどの場
ば あ い

合、私
わたし

たちのだれもが、自
じ ぶ ん

分
が先

さき

だ、と思
おも

ってしまうようになっている。
だから、自

じ ぶ ん

分よりもまず他
ほか

の人
ひと

のことを考
かんが

えてあげる、無
む が

我の愛
あい

を学
まな

ぶ必
ひつよう

要がある
んだ。」

ウィリアムは、あのガキ大
だいしょう

将の鳥
とり

を見
み

な
がら、「お父

とう

さんもお母
かあ

さんも、そのよう
な無

む が

我の愛
あい

を教
おし

えてくれるので、ぼくはう
れしいよ」と言

い

いました。彼
かれ

は、心
こころ

から、「ぼ
くは、あんな愚

おろ

かでいじわるな人
にんげん

間には
なりたくない」と思

おも

ったのでした。
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すばらしい創
そうぞう

造の完
かんせい

成

第
だい

4 章
しょう

子供のための日々の
聖書研究ガイド

日
に ち よ う び

曜日

先
せ ん

週
しゅう

は、神
かみさま

様が世
せ か い

界をおつくりに
なったときの、最

さいしょ
初の五

いつかかん
日間でな

されたことについて学
まな

びました。さて、い
よいよ第

だいむいかめ
六日目です。その日

ひ
は、今

いま
では

何
なん

と呼
よ

ばれていますか？

金
き ん よ う び

曜日までに、私
わたし

たちの世
せ か い

界は、すで
に美

うつく

しいものになっていまし
た。 けれども、 神

かみさま

様 の 創
そうぞう

造
の み わ ざ

は、まだ 完
かんせい

成してい
ませんでした。次

つぎ

に、
何
なに

が起
お

こったと思
おも

いま
すか？創

そ う せ い き

世記１：24、

25 を読
よ

んでください。

ありとあらゆる種
しゅるい

類
の動

どうぶつ

物たちがつくられ
ました。どの 種

しゅるい

類 の
動
どうぶつ

物も、２匹
ひき

づつつく
られました。

もし私
わたし

たちがその場
ば

にい
たとしたら、大

おお

きな長
なが

い鼻
はな

をゆらしながら楽
たの

しそうに
歩
ある

きまわる、最
さいしょ

初の象
ぞう

に
出
で あ

会ったことでしょう。木
き

の葉
は

や草
くさ

や、も
しかしたら、サトウキビを食

た

べていたか
もしれません。これら２頭

とう

の象
ぞう

は、池
いけ

に
行
い

って水
みず

を飲
の

んでから、おたがいに水
みず

を
かけ合

あ

って遊
あそ

んだかもしれませんね。喜
よろこ

んで、あなたを背
せ な か

中に乗
の

せてくれたことで
しょう。

黒
くろ

と白
しろ

のしまもようが美
うつく

しいシマウマも
いたことでしょう。

キャッキャッと声
こえ

を
あげながら、木

き

から木
き

へと飛
と

びうつって遊
あそ

ん
でいる、ゆかいなサ
ルもいたことでしょう。

長
なが

い首
くび

のキリンは、
背
せ

の高
たか

い木
き

の葉
は

を、も
ぐもぐと食

た

べていたこ
とでしょう。

「あなたのみ手
て

はわたしを造
つく

り、

わたしを形
かたち

づくりました」。

詩
し へ ん

編１１９編
へん

７３節
せつ

暗暗暗
あんしょうせいくあんしょうせいくあんしょうせいく

唱聖句唱聖句唱聖句
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りっぱなたてがみの雄
おす

ライオンと、美
うつく

し
い雌

めす

ライオンは、あなたと友
とも

だちになろう
と近

ちか

づいてきたことでしょう。

犬
いぬ

と猫
ねこ

は、仲
な か よ

良くおにごっこをして遊
あそ

ん
でいたかもしれません。

美
うつく

しい２頭
とう

の馬
うま

たちは、かけっこをし
ながら、果

は

てしない大
だいそうげん

草原を飛
と

ぶように
駆
か

けていたことでしょう。

トラたちは、やわらかい草
くさ

の上
うえ

でねっこ
ろがっていたかもしれません。シカや羊

ひつじ

たちは仲
な か よ

良く草
くさ

を食
た

べ、決
けっ

してけんかに
なることはありません。ライオンに出

で あ

会っ
てもこわがることはなく、かえってじゃれ
合
あ

っていたかもしれません。

動
どうぶつ

物たちは、人
にんげん

間のように深
ふか

く考
かんが

えたり、
計
けいかく

画を立
た

てたりすることはできませんが、
人
にんげん

間を愛
あい

し、助
たす

けることができるようにつ
くられました。動

どうぶつ

物たちは、人
にんげん

間をこわが
るようにつくられていませんでした。それ
は、神

かみさま

様のみ心
こころ

ではなかったのです。

考
かんが

えてみよう：ほかに、どんな動
どうぶつ

物の
名
な

をあげることができますか？そのころの
動
どうぶつ

物たちは、今
いま

の動
どうぶつ

物たちと、どのように
違
ちが

っていましたか？神
かみさま

様がおつくりになっ
た動

どうぶつ

物たちを、私
わたし

たちはどのように扱
あつか

うべ

きですか？人
にんげん

間が動
どうぶつ

物を殺
ころ

して食
た

べるよう
になることを、神

かみさま

様は望
のぞ

んでおられたと思
おも

いますか？もちろん、そうではありませんで
した。

月
げ つ よ う び

曜日

さて、神
かみさま

様が人
にんげん

間をおつくりになる
用
ようい

意が、すっかりととのいました。
創
そうぞう

造の最
さ い ご

後の仕
し あ

上げとなる、特
とくべつ

別な仕
しごと

事
です。

エデンの園
その

と呼
よ

ばれる美
うつく

しい場
ば し ょ

所に、
神
かみさま

様は、人
にんげん

間のための特
とくべつ

別な住
す

まいをつ
くられました。世

せ か い

界で最
さいしょ

初の住
す

まいです。

それは、私
わたし

たちがこれまで見
み

たこともな
いような、すばらしいものでした。木

き

でつ
くられたものでも、レンガでつくられたも
のでも、ブロックでつくられたものでもあ
りませんでした。やわらかい草

くさ

が、その
住
す

まいの床
ゆか

で、美
うつく

しいつるが壁
かべ

でした。

雨
あめ

が降
ふ

ることはなかったので、屋
や ね

根は
必
ひつよう

要ありませんでした。暑
あつ

すぎることも、
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寒
さむ

すぎることも、決
けっ

してありませんでした。
いつでも、ちょうどいい気

き こ う

候でした。夜
よる

、
ふとんをかぶる必

ひつよう

要もありませんでした。
美
うつく

しい香
かお

りと色
いろ

どりの花
はな

も、
いたるところにありました。
つるにはおいしい果

くだもの

物がなっ
ていて、手

て

を伸
の

ばせばすぐに、
とれるようになっていました。

神
かみさま

様 が す べ てを 計
けいかく

画 な
さったので、どれをとっても、
想
そうぞういじょう

像以上の美
うつく

しさであったに
違
ちが

いありません。それは、どんな王
おうさま

様が
住
す

んでいた宮
きゅうでん

殿よりも、はるかに美
うつく

しい住
す

まいでした。創
そ う せ い き

世記２：８～９には、神
かみさま

様
が園

その

におかれた、特
とくべつ

別な２本
ほん

の木
き

の名
な

が
書
か

かれています。どちらも、とても重
じゅうよう

要な
木
き

でした。何
なん

という名
な ま え

前の木
き

でしたか？

考
かんが

えてみよう：あなたは、住
す

まいがあ
ることをうれしく思

おも

いますか？あなたの住
す

んでいる家
いえ

は、何
なん

でできていますか？もし
も、イエス様

さま

が家
かぞ く

族の一
いちいん

員であられるなら、
どんな家

いえ

に住
す

んでいても、幸
こうふく

福な家
か て い

庭を
きずくことができます。あなたは、自

じぶ ん

分の
家
かて い

庭を幸
こうふく

福なものにするために、どんなこ
とをしていますか？

火
か よ う び

曜日

創
そ う

造
ぞう

の第
だいいちにちめ

一日目から、特
とく

に神
かみさま

様は、
あるふたりの人

ひと
たちのために、こ

の世
せかい

界を準
じゅんび

備しておられました。それぞれ

の日
ひ

に、神
かみさま

様が言
こ と ば

葉を発
はっ

せられると、ご
計
けいかく

画どおりのことが起
お

こりました。それぞ
れの日

ひ
の終

お
わりに、神

かみさま
様は、おつくりに

なったものをご覧
らん

になって、
とても喜

よろこ
ばれました。そして、

大
たいへん

変よろしい、と言
い

われたの
でした。

神
かみさま

様が言
こ と ば

葉を発
はっ

せられる
と、私

わたし

たちが生
い

きるのに必
ひつよう

要
な、いろいろなものが現

あらわ

れま
した。土

つち

や水
みず

や太
たいよう

陽や空
く う き

気
は、どれも私

わたし

たちを健
けんこう

康にたもつために
協
きょうりょく

力 するよう、神
かみさま

様が計
けいかく

画なさったので
した。

私
わたし

たちは、眠
ねむ

るために、暗
くら

い時
じ か ん た い

間帯
が必

ひつよう

要です。私
わたし

たちは、土
つち

からとれる食
た

べ物
もの

が必
ひつよう

要です。新
しんせん

鮮な空
く う き

気も、水
みず

も、
日
にっこう

光も必
ひつよう

要です。第
だ い よ っ か め

四日目が終
お

わるまで
に、神

かみさま

様は、生
い

き物
もの

に必
ひつよう

要なすべてのも
のをつくられました。

人
じんるいさいしょ

類最初の両
りょうしん

親のために、すべての
準
じゅんび

備がととのっていました。彼
かれ

らは、どの
ような姿

すがた

かたちをしていましたか？創
そ う せ い き

世記
１：26 ～ 27 を読

よ

んでみましょう。「神
かみ

のかたちに」とは、どういう意
い み

味ですか？
神
かみさま

様に似
に

せてつくられた、ということです
ね。だれか、見

み

かけもやることも、お父
とう

さんかお母
かあ

さんにそっくりな子
こ ど も

供を知
し

って
いますか？

神
かみさま

様こそが、私
わたし

たちを創
そうぞう

造なさった、
天
てん

のお父
とう

さんです。私
わたし

たちは、神
かみさま

様のす
べてを理

り か い

解することはできません。しか
し、私

わたし

たちは、見
み

かけも行
こうどう

動も思
おも

いも、



28

神
かみさま

様に似
に

ることができるのです。私
わたし

たちも、
聖
せ い て ん し

天使たちのように、神
かみさま

様の律
りっぽう

法を愛
あい

し、
従
したが

うことができるのです。神
かみさま

様のかわいい、
幸
こうふく

福な子
こ ど も

供になれるのです。

考
かんが

えてみよう：神
かみさま

様は、土
つち

から何
なに

をつ
くられましたか？なぜ、睡

すいみん

眠や水
みず

や日
にっこう

光、
新
しんせん

鮮な空
くう き

気や自
しぜん

然の食
た

べ物
もの

が、そんなに
も大

たいせつ

切なのでしょうか？あなたは、夜
よる

じゅう
ぶんに眠

ねむ

り、新
しんせん

鮮な空
くう き

気と水
みず

をとりいれ、
日
にっこう

光にあたっていますか？神
かみさま

様が私
わたし

たちの
ために用

よう い

意なさった食
た

べ物
もの

を選
えら

んでいま
すか？それとも、時

とき

には体
からだ

に悪
わる

い食
た

べ物
もの

を選
えら

ぶことがありますか？神
かみさま

様は、どうす
れば幸

こうふく

福で健
けんこう

康になれるかを教
おし

えておら
れますが、あなたはそのことを喜

よろこ

んでいま
すか？

水
す い よ う び

曜日

神
か み

様
さま

は、人
にんげん

間を、ほかの動
どうぶつ

物たち
のような存

そんざい
在にしようと計

けいかく
画して

おられましたか？いいえ。人
にんげん

間は、ほか
の動

どうぶつ
物たちとはまったく違

ちが
った存

そんざい
在とな

るように、計
けいかく

画されていました。人
にんげん

間は、

神
かみさま

様が創
そうぞう

造なさったすべての生
い

き物
もの

の中
なか

で、もっともすばらしいものとなるのでした。

また、この地
ちきゅう

球の人
にんげん

間は、これまで
神
かみさま

様がおつくりになった、他
た せ か い

世界のどの
存
そんざい

在とも、違
ちが

うものにつくられようとしてい
ました。私

わたし

たち人
にんげん

間は、神
かみさま

様にとって、と
ても特

とくべつ

別な者
もの

なのです。どちらかと言
い

えば、
天
て ん し

使たちと同
おな

じくらい特
とくべつ

別なのです。私
わたし

た
ち人

にんげん

間は、自
じ ぶ ん

分で考
かんが

え、計
けいかく

画し、愛
あい

し、
選
えら

ぶことのできる者
もの

となるのでした。私
わたし

た
ち人

にんげん

間について、聖
せいしょ

書は何
なん

と言
い

っていま
すか？（詩

し へ ん

篇８：４、５；139：14）。

神
かみさま

様は、すべての動
どうぶつ

物たちを、地
ち

か
ら出

だ

させられました。人
にんげん

間も、同
おな

じよう
な方

ほうほう

法でつくろうとしておられましたか？
創
そ う せ い き

世記２：７を読
よ

んでください。人
にんげん

間の
場
ば あ い

合、ただ言
こ と ば

葉を語
かた

ってつくるということ
はなさいませんでした。神

かみさま

様はかがまれ
て、土

つち

のちりをとって、最
さいしょ

初の人
にんげん

間の体
からだ

を
ていねいに形

かたち

づくられたのでした。

体
からだ

のどの部
ぶ ぶ ん

分も、完
かんぜん

全でした。脳
のう

は考
かんが

えをめぐらす用
よ う い

意ができ、目
め

は見
み

る用
よ う い

意
が、耳

みみ

は聞
き

く用
よ う い

意が、口
くち

は食
た

べ物
もの

を味
あじ

わ
う用

よ う い

意が、肺
はい

は呼
こきゅう

吸する用
よ う い

意が、心
しんぞう

臓
は鼓

こ ど う

動する用
よ う い

意が、そしてすべての部
ぶ ぶ ん

分
は動

うご

き出
だ

す用
よ う い

意ができました。それから

かみさまかみさま そうぞうそうぞう いい ものもの なかなか
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神
かみさま

様は、アダムをていねい
に抱

だ

きかかえて、彼
かれ

のうち
に息

いき

を吹
ふ

き入
い

れました。す
るとたちまち、彼

かれ

の心
しんぞう

臓は
鼓
こ ど う

動を始
はじ

めました。たちまちのうちに、す
べてが完

かんぜん

全に動
うご

き出
だ

したのでした。

考
かんが

えてみよう：どの動
どうぶつ

物も、その本
ほんのう

能に
したがって飲

の

み食
く

いし、それぞれの活
かつどう

動
をします。しかし人

にんげん

間は、健
けんこう

康で幸
こうふく

福に
生
い

きるために必
ひつよう

要なことを、学
まな

ばなくては
いけません。神

かみさま

様はそのために、私
わたし

たち
に両
りょうしん

親を与
あた

えてくださいました。サタンは、
私
わたし

たちが健
けんこう

康で幸
こうふく

福になることを望
のぞ

んでい
ますか？いいえ。しかし、お父

とう

さんとお母
かあ

さんは、私
わたし

たちが健
けんこう

康で幸
こうふく

福になることを
望
のぞ

んでいます。そして神
かみさま

様も、そのように
望
のぞ

んでおられるのです。

木
も く よ う び

曜日

目
め

をあけたアダムの目
め

に、最
さいしょ

初にう
つったのは、だれ

のお顔
かお

でしたか？それは、
身
み

をかがめて彼
かれ

を抱
だ

きかか
えておられる、神

かみさま
様の愛

あいじょう
情

ぶかいお顔
かお

でした。

アダムに美
うつく

しい住
す

まいを
お見

み

せになった神
かみさま

様は、ど
れほどうれしかったことで
しょう。世

せ か い

界が彼
かれ

を王
おうさま

様とし
て迎

むか

える準
じゅんび

備は、すべてと
とのっていました。まさにア

ダムは、王
おうさま

様にふさわしい姿
すがた

をしていまし
た。彼

かれ

は背
せ

が高
たか

く、ハンサムで、たいへ
ん賢

かしこ

い人
ひと

でした。彼
かれ

が、どれだけ大
おお

きかっ
たか知

し

っていますか？今
こんにち

日の大
おお

きい人
ひと

の、
２倍

ばい

の背
せ た け

丈がありました。

神
かみさま

様はまず、アダムに何
なに

をするよう言
い

わ
れましたか？（創

そ う せ い き

世記２：19、20）。いろ
んな種

しゅるい

類の動
どうぶつ

物たちを見
み

たアダムは、す
ぐに、その動

どうぶつ

物にふさわしい名
な ま え

前が浮
う

か
んできました。ところが、動

どうぶつ

物たちの名
な ま え

前
をつけていくうちに、どの動

どうぶつ

物にも、自
じ ぶ ん

分
にそっくりの仲

な か ま

間がいることに気
き

づきまし
た。そして、いつの間

ま

にか、自
じ ぶ ん

分にもそ
のような仲

な か ま

間がいるのだろうかと思
おも

いめぐ
らしていました。

ついに、最
さ い ご

後の動
どうぶつ

物の名
な ま え

前をつけまし
たが、自

じ ぶ ん

分のような姿
すがた

かたちをした生
い

き
物
もの

は見
み あ

当たりません。どの動
どうぶつ

物も人
ひと

なつっ
こくて、アダムの心

こころ

を楽
たの

しませてくれまし
たが、なんだか少

すこ

しさびしくなりました。
自
じ ぶ ん

分と同
おな

じ人
にんげん

間と、いつも一
いっしょ

緒にいること
ができたら、どんなにすばらしいだろうと
思
おも

ったのでした。

もちろん神
かみさま

様は、アダム
の心

こころ

の動
うご

きをよくご存
ぞ ん じ

知
でした。そのようなアダ
ムをご覧

らん

になって、神
かみさま

様
は、にっこりなさったので
す。実

じつ

は、アダムのため
に、びっくりするような贈

おく

り物
もの

を考
かんが

えておられたので
した。そしてその贈

おく

り物
もの

が、創
そうぞう

造の最
さ い ご

後の仕
し あ

上げ
となるのでした。その贈

おく

り
Little Folk Visuals
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物
もの

をつくっておられる間
あいだ

、神
かみさま

様は、アダム
を深

ふか

く眠
ねむ

らせました。アダムが眠
ねむ

っている
間
あいだ

に何
なに

が起
お

こったか、読
よ

んでみましょう。
創
そ う せ い き

世記２：21、22。

アダムが目
め

を覚
さ

ましたとき、彼
かれ

はふたた
び、自

じ ぶ ん

分と同
おな

じ人
にんげん

間がほかにいたら、ど
んなにかすばらしいだろうと考

かんが

えたかもし
れません。そうしたら、その人

ひと

と話
はなし

をす
ることができるのに。すると突

とつぜん

然、神
かみさま

様
が、とても美

うつく

しい人
ひと

を連
つ

れて、こちらに来
こ

られるのが見
み

えました。彼
かれ

と同
おな

じように、
彼
かのじょ

女も、やわらかい光
ひかり

の衣
ころも

を着
き

ています。
彼
かのじょ

女は背
せ

が高
たか

く、まるで女
じょおうさま

王様のように見
み

えました。アダムはすぐに立
た

ち上
あ

がりまし
た。彼

かのじょ

女は、彼
かれ

よりも、ほんの少
すこ

し背
せ

が
低
ひく

いだけでした。

次
つぎ

に、23 節
せつ

を読
よ

んでください。アダ
ムは何

なん

と言
い

いましたか？それは、世
せ か い

界で
最
さいしょ

初の結
けっこんしき

婚式でした。彼
かれ

らが夫
ふ う ふ

婦となっ
たとき、神

かみさま

様は何
なん

と言
い

われましたか？（24

節
せつ

）。

夫
おっと

は妻
つま

のものであり、妻
つま

は夫
おっと

のものであ
ります。神

かみさま

様は、彼
かれ

らが生
い

きているかぎり、
お互

たが

いのことを思
おも

い、互
たが

いに愛
あい

し合
あ

うこと
を望

のぞ

んでおられます。

アダムは彼
かれ

の妻
つま

に、何
なん

という名
な ま え

前をつ
けましたか？（創

そ う せ い き

世記３：20）。アダムと
エバが、この世

せ か い

界の王
おうさま

様、女
じょおうさま

王様とな
り、最

さいしょ

初の家
か ぞ く

族をつくることが、神
かみさま

様のご
計
けいかく

画でした。

考
かんが

えてみよう：私
わたし

たちの世
せか い

界では、動
どうぶつ

物

も人
にんげん

間も、最
さいしょ

初は赤
あか

ん坊
ぼう

です。神
かみさま

様はなぜ、
最
さいしょ

初の動
どうぶつ

物と人
にんげん

間を、はじめから大
おと な

人と
してつくられたのですか？もし最

さいしょ

初に赤
あか

ん
坊
ぼう

がつくられたとしたら、一
いったい

体だれが、お
びただしい数

かず

の動
どうぶつ

物と、人
にんげん

間の赤
あか

ん坊
ぼう

の
世
せ わ

話をすることになったのでしょう？神
かみさま

様の
なさることは、すべてが最

さいぜん

善ですね。

金
き ん よ う び

曜日

第
だ い

六
む い か め

日目が終
お

わるまでに、神
かみさま

様は、
世
せかいじゅう

界中のすべてのものをおつくり
になりました。さらに、創

そうぞう
造の仕

しごと
事をする

必
ひつよう

要はありませんでした。

では、一
いっしゅうかん

週間は何
なんにち

日ありますか？７
な ぬ か

日
ですね。第

だ い な ぬ か

七日は、何
なん

と呼
よ

ばれています
か？実

じつ

は、安
あんそくにち

息日と呼
よ

ばれているのです。
来
らいしゅう

週は、なぜ安
あんそくにち

息日が、もっとも大
たいせつ

切な
日
ひ

であるかを勉
べんきょう

強します。

考
かんが

えてみよう：神
かみさま

様がこの世
せか い

界をつくっ
ておられる間

あいだ

、自
じぶん

分もその場
ば

にいて、その
ようすを見

み

ていたと想
そうぞう

像してください。そ
れぞれの日

ひ

に、どんな光
こうけい

景を見
み

ることがで
きたでしょうか？もっとも見

み

ていておもしろ
いのは、どの日

ひ

だったと思
おも

いますか？

もっともっともっと学学学
まなまなまなまなまなまな

ぼう！ぼう！ぼう！

★創
そうせいき

世記 1:24-2:1;2:7 

★詩
し へ ん

編 8:4,5

★人
じんるい

類のあけぼの上
じょうかん

巻 p.17-27

★あがないの歴
れ き し

史 p.26-29
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「今
き

日
ょう

は、ぜひともパンを焼
や

かな
くてはいけないわ。」最

さ い ご
後のパ

ンを切
き

りながら、お母
かあ

さんが言
い

いました。

「お母
かあ

さん、私
わたし

もお手
て つ だ

伝いしていい？」
とジャネルが尋

たず

ねました。

お母
かあ

さんはにっこりして、「ええ、いい
わよ」と言

い

いました。

ジャネルは目
め

を輝
かがや

か
せて、「よかった！私

わたし

、
パン作

づく

り大
だ い す

好き」と言
い

いました。パンの生
き じ

地
でどんな形

かたち

のものをつ
くろうかしら、などと
考
かんが

えると、なんだかわ
くわくしてきます。

「小
こ む ぎ

麦を粉
こな

にしている間
あいだ

、ほかの材
ざいりょう

料を、
ぜんぶミキサーに入

い

れてしまいましょう。」
パンづくりに必

ひつよう

要な道
ど う ぐ

具や材
ざいりょう

料を台
だいどころ

所の
カウンターにおきながら、お母

かあ

さんが言
い

い
ました。

ジャネルは水
み ず さ

差しを手
て

にもって、それに、
ぬるま湯

ゆ

を入
い

れました。それから注
ちゅうい

意ぶ
かく、ぬるま湯

ゆ

をボウルに注
そそ

ぎました。次
つぎ

に、お母
かあ

さんといっしょに、油
あぶら

とはちみつ
と塩

しお

とイーストの量
りょう

をはかりました。「どの
材
ざいりょう

料も、きっちり正
せいかく

確にはかることが大
たいせつ

切
よ」と、お母

かあ

さんが言
い

いました。

小
こ む ぎ

麦が粉
こな

になったところで、ジャネル
はその粉

こな

をボウルに移
うつ

しました。お母
かあ

さ
んが機

き か い

械のスイッチを入
い

れると、彼
かのじょ

女の
指
し じ

示にしたがって、ジャネルは少
すこ

しずつ、
生
き じ

地がちょうどいい具
ぐ あ い

合になるまで粉
こな

を加
くわ

えていきました。

機
き か い

械が生
き じ

地をこねている間
あいだ

、お母
かあ

さん
はパンを焼

や

くためのペンをカウンターの上
うえ

に並
なら

べ、ジャネルは
足
あしだい

台を用
よ う い

意しました。

生
き じ

地 ができ上
あ

がる
と、お母

かあ

さんは、それ
をボウルからとりだし
ました。そして、少

すこ

し
だけ生

き じ

地をつまみとり、それをジャネルに
手
て わ た

渡してくれました。

彼
かのじょ

女は、嬉
うれ

しそうに、「ありがとう、お
母
かあ

さん」と言
い

って、その生
き じ

地を受
う

けとり
ました。パン作

づく

りが大
だ い す

好きなジャネルは、
小
ちい

さな手
て

で、生
き じ

地をいろんな形
かたち

にすること
ができました。それをたたいたり、伸

の

ばし
たり、丸

まる

めたり、平
ひら

たくしたりしていました。
生
き じ

地で遊
あそ

ぶのは、とても楽
たの

しいことでした。

生
き じ

地を焼
や

く用
よ う い

意ができると、ジャネルは、
自
じ ぶ ん

分がつくったいろんな形
かたち

のものを、食
しょく

パ
ンの生

き じ

地の上
うえ

にそっとのせました。それ
らはまるで、プレゼントの包

つつ

みの上
うえ

にある、
飾
かざ

りのように見
み

えました。それから彼
かのじょ

女は、

お話
はな

しひろば 

小
ち い

さなパン屋
や

さん
パティー・リン・ガスリー
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お母
かあ

さんといっしょに、生
き じ

地をのせたペン
を、注

ちゅうい

意ぶかくオーブンに入
い

れました。し
ばらくすると、おいしそうなパンの香

かお

りが、
家
いえ

じゅうに広
ひろ

がりました。

パンを焼
や

いている間
あいだ

、お母
かあ

さんが、「ジャ
ネル、パンをつくるのに使

つか

った材
ざいりょう

料を、
ぜんぶ思

おも

い出
だ

せるかしら？」と尋
たず

ねました。
ジャネルは、一

ひと

つひとつ思
おも

い出
だ

しながら
答
こた

えました。

「よくできました」と言
い

って、お母
かあ

さんは
にっこりしました。それからお母

かあ

さんは、
別
べつ

の質
しつもん

問をしました。「粉
こな

やイーストや、
そのほかの材

ざいりょう

料がなくても、パンを作
つく

るこ
とはできるかしら？」

ジャネルは、「いいえ」と笑
わら

いながら答
こた

えました。「パンを作
つく

るには、そのための
材
ざいりょう

料と道
ど う ぐ

具がなくてはいけないわ。」

お母
かあ

さんが、さらに尋
たず

ねます。「じゃあ、
この世

せ か い

界に、何
なん

の材
ざいりょう

料もなしにでき上
あ

がっ
た物

もの

ってあるかしら？」ジャネルはしばら
く考

かんが

えてから、首
くび

をよこにふりながら、「な
いわ」と答

こた

えました。

「今
こ ん ど

度は、もっとすばらしいことについ
て考

かんが

えてみましょう」とお母
かあ

さんが言
い

いま
した。「神

かみさま

様がこの世
せ か い

界をおつくりになっ
たとき、何

なに

を使
つか

って、世
せかいじゅう

界中のいろいろ
なものをつくられたのかしら？」

ジャネルは、聖
せいしょ

書の最
さいしょ

初のところに書
か

かれてあったことを思
おも

い出
だ

して、「私
わたし

たち
の世

せ か い

界をおつくりになったとき、神
かみさま

様は何
なに

も使
つか

わなかったんじゃないかしら？」と、
逆
ぎゃく

にお母
かあ

さんに尋
たず

ねました。

おかあさんは、「その通
とお

りよ」と言
い

っ
て、ジャネルに向

む

かってにっこりしました。
「神

かみさま

様は、私
わたし

たちが想
そうぞう

像もできないほど、
すばらしい、力

ちからづよ

強いお方
かた

なのよ。そして、
神
かみさま

様の愛
あい

も、私
わたし

たちの想
そうぞう

像をはるかにこ
えているの。」

「そんなにも力
ちからづよ

強くて、なんでもできる
神
かみさま

様が、私
わたし

たちを愛
あい

してくださっているこ
とを思

おも

うと、幸
しあわ

せな気
き も

持ちになるわ。」

「お母
かあ

さんもよ。」
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日
に ち よ う び

曜日

先
せ ん

週
しゅう

は、 神
かみさま

様 が、 私
わたし

たちの 世
せ か い

界
をつくり終

お
えられたところまで学

まな

びました。世
せ か い

界を創
そうぞう

造するにあたって、
神
かみさま

様がどれほど綿
めんみつ

密な計
けいかく

画
を立

た
てられたか、覚

おぼ
えて

いますか？それぞれの
日
ひ

が終
お

わるころに
は、すべてが計

けいかく
画

どおりに行
おこな

われて
い て、 次

つぎ
の 日

ひ
の

仕
し ご と

事にうつる準
じゅんび

備
ができていました。

地
じ め ん

面 は、 植
しょくぶつ

物 を は
やす用

よ う い

意ができました。水
みず

は、魚
さかな

を住
す

まわせる用
よ う い

意ができま
した。空

くうちゅう

中は、鳥
とり

たちを飛
と

びまわらせる
用
よ う い

意ができました。また、すべての生
い

き
物
もの

に必
ひつよう

要な食
た

べ物
もの

の用
よ う い

意もできました。

それに加
くわ

えて、神
かみさま

様は、人
にんげん

間のために
特
とくべつ

別な美
うつく

しい園
その

をつくられました。そこ
に、人

ひと

を住
す

まわせようと計
けいかく

画なさったので
した。園

その

の名
な ま え

前を知
し

っていますか？エデ
ンの園

その

といいました。

そして最
さ い ご

後のさいごに、神
かみさま

様はアダム
をおつくりになり、それからエ

バをおつくりになりました。
彼
かれ

らは、 人
じんるいさいしょ

類 最 初 の
夫
ふ う ふ

婦となりました。

神
かみさま

様ご自
じ し ん

身が彼
かれ

らを 結
けっこん

婚 させ て、
結
け っ こ ん い わ

婚 祝 いとして、
彼
かれ

らにこの 美
うつく

しい
世
せ か い

界をお与
あた

えになりま
した。アダムは、この

世
せ か い

界の王
おうさま

様となるのでした。
しかし神

かみさま

様は、彼
かれ

らのために、もう
ひとつおくりものを用

よ う い

意しておられました。
それは、何

なん

だったのでしょう？

みず せ か い

1
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6
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3
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神
かみさま

様からの特
とくべつ

別なおくりもの

第
だい

5 章
しょう

なおくりものなおくりもの 子供のための日々の
聖書研究ガイド

くわ かみさま にんげん

「安
あんそくにち

息日を覚
おぼ

えて、これを聖
せい

とせよ。六
む い か

日のあいだ働
はたら

いてあな

たのすべてのわざをせよ。七
な ぬ か め

日目はあなたの神
かみ

、主
しゅ

の安
あんそく

息であ

るから、なんのわざをもしてはならない。あなたもあなたのむ

すこ、娘
むすめ

、しもべ、はしため、家
か ち く

畜、またあなたの門
もん

のうちに

いる他
た こ く

国の人
ひと

もそうである」。出
しゅつ

エジプト記
き

20 章
しょう

８－ 10 節
せつ

暗暗暗
あんしょうせいくあんしょうせいくあんしょうせいく

唱聖句唱聖句唱聖句
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考
かんが

えてみよう：神
かみさま

様が、それぞれの日
ひ

に
何
なに

をおつくりになったか、思
おも

い出
だ

してみま
しょう。ずっと前

まえ

から、神
かみさま

様が綿
めんみつ

密にたて
ておられた計

けいかく

画が完
かんせい

成し、アダムとエバは、
とても幸

しあわ

せでした。

月
げ つ よ う び

曜日

金
き ん

曜
ようび

日の夕
ゆうがた

方で、六
む い か め

日目が終
お

わりま
した。金

きんようび
曜日の次

つぎ
の日

ひ
は何

なん
です

か？安
あんそくにち

息日です。

週
しゅう

ごとにめぐってくる安
あんそくにち

息日は、神
かみさま

様が
六
む い か か ん

日間でこの世
せ か い

界をおつくりになったこと
を思

おも

い出
だ

させるための、特
とくべつ

別な日
ひ

となる
のでした。

神
かみさま

様の創
そうぞう

造のわざが完
かんせい

成した、あの
金
き ん よ う び

曜日の夕
ゆうがた

方について、聖
せいしょ

書から読
よ

んで
みましょう。創

そ う せ い き

世記２：１～３。私
わたし

たちが
仕
し ご と

事をしたあとは疲
つか

れるように、神
かみさま

様も、
疲
つか

れたから休
やす

まれた
のでしょうか？い い
え、違

ちが

います。神
かみさま

様
が休

やす

まれたというの
は、創

そうぞう

造のわざを終
お

えられた、またはや
められたという意

い み

味
で す。 計

けいかく

画 して い
たすべての働

はたら

きが、
完
かんせい

成したからです。

安
あんそくにち

息日は、いつも、
金
き ん よ う び

曜日の日
にちぼつ

没〔太
たいよう

陽
が沈

しず

む時
じ こ く

刻〕から始
はじ

まります。そしていつも、土
ど よ う び

曜日の日
にちぼつ

没で
終
お

わります。

い つ で も 私
わたし

た ち が
安
あんそくにち

息日を守
まも

ることを覚
おぼ

える
ならば、神

かみさま

様が私
わたし

たちの
世
せ か い

界をつくられたこと、し
かも六

む い か か ん

日間でつくられたこ
とを、決

けっ

して忘
わす

れないは
ずでした。

安
あんそくにち

息日には、ちょうど神
かみさま

様が創
そうぞう

造のわざ
を終

お

えて休
やす

まれたように、私
わたし

たちも、ほか
の日

ひ

にしている仕
し ご と

事を休
やす

むべきです。

安
あんそくにち

息日の用
よ う い

意をととのえるために、私
わたし

た
ちは、ほかにどのようなことをしますか？
安
あんそくにち

息日のために、家
いえ

の中
なか

と外
そと

をきれい
にしますか？お母

かあ

さんが安
あんそくにち

息日の特
とくべつ

別な
料
りょうり

理を作
つく

るときに、お手
て つ だ

伝いをしますか？
教
きょうかい

会に着
き

ていく服
ふく

は、きれいに洗
せん

たくさ
れていますか？暗

あんしょうせいく

唱聖句は覚
おぼ

えましたか？
献
けんきん

金の準
じゅんび

備はできていますか？

考
かんが

えてみよう：世
せかい

界
にあるもので、何

なに

かア
ダムとエバがつくった
ものはありますか？い
いえ。人

にんげん

間は、無
む

か
ら有

ゆう

をつくりだす〔何
なに

もないところに何
なに

かを
生
う

み出
だ

す〕ことはで
きません。もちろん、
生
い

き物
もの

をつくりだすこ
ともできません。それ
ができるのは、神

かみさま

様
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だけです。安
あんそくにち

息日の備
そな

えとして、あなたが
することを、思

おも

い出
だ

してみてください。

火
か よ う び

曜日

ふたたび、創
そうせいき

世記２：１～３を読
よ

ん
でみましょう。神

かみさま
様は、アダムと

エバに向
む

かって、次
つぎ

の日
ひ

は安
あんそくにち

息日である
と言

い
われました。安

あんそくにち
息日は、彼

かれ
らにとって、

もっとも楽
たの

しい日
ひ

となるはずでした。神
かみさま

様
にとっても、もっとも大

たいせつ
切な日

ひ
となるので

した。神
かみさま

様は、安
あんそくにち

息日の間
あいだ

、ずっと彼
かれ

ら
とともに過

す
ごそうとしておられました。アダ

ムとエバは、わくわくしました。これ以
いじょう

上
すばらしいことがあるでしょうか？

安
あんそくにち

息日は、ほかの日
ひ

にやらねばならな
いことをしない休

やす

みの日
ひ

になるのだと、
神
かみさま

様は言
い

われました。安
あんそくにち

息日のたびに、
私
わたし

たちの神
かみさま

様が、六
む い か か ん

日間でこの世
せ か い

界をつ
くられたことを思

おも

い出
だ

すことになっていま
した。

安
あんそくにち

息日には、神
かみさま

様がおつくりになった、
いろいろなすばらしいものを楽

たの

しみ、さら
に学

まな

ぶようにと、神
かみさま

様は望
のぞ

んでおられます。
そしてその日

ひ

は、私
わたし

たちが、特
とくべつ

別な賛
さ ん び

美
と礼

れいはい

拝をささげることになっています。

神
かみさま

様はいつも、私
わたし

たちとともにおられま
すか？もちろんですね。しかし安

あんそくにち

息日には、
私
わたし

たちといっしょに、とても特
とくべつ

別なことを
なさりたいのです。それは、家

か ぞ く

族がともに
過
す

ごす日
ひ

であります。また教
きょうかい

会の人
ひと

たちと
いっしょに、特

とくべつ

別な礼
れいはい

拝をささげる日
ひ

でも
あります。

安
あんそくにち

息日には、ほかにも、私
わたし

たちのでき
る特

とくべつ

別なことがたくさんあります。

考
かんが

えてみよう：あなたは、安
あんそくにち

息日に何
なに

を
することが好

す

きですか？休
やす

みの日
ひ

だからと
いって、ゴロゴロ寝

ね

てばかりいるのは正
ただ

し
いことでしょうか？

水
す い よ う び

曜日

美
う つ く

しい夕
ゆ う や

焼けを見
み

るのは、好
す

きで
すか？おそらく、きらいな人

ひと
はい

ませんね。最
さいしょ

初の金
きんようび

曜日の夕
ゆうがた

方、アダム
とエバは、最

さいしょ
初の夕

ゆうや
焼けを見

み
ました。

その日
ひ

の夕
ゆうがた

方、太
たいよう

陽がゆっくり西
にし

に沈
しず

むのを見
み

た彼
かれ

らは、さまざまな色
いろ

に変
か

わっ
ていく空

そら

に感
かんどう

動しました。それは、信
しん

じら
れないほど美

うつく

しい光
こうけい

景でした。

最
さいしょ

初の金
き ん よ う び

曜日の夕
ゆうがた

方、太
たいよう

陽が沈
しず

んで
安
あんそくにち

息日が始
はじ

まると、天
て ん し

使たちも他
た せ か い

世界の
人
ひと

たちも、美
うつく

しい地
ちきゅう

球の誕
たんじょう

生を祝
いわ

いまし
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た。（ヨブ 38：４～７）。

みんなでささげた賛
さ ん び

美の調
しら

べは、どれ
ほどすばらしかったことでしょう！みんな、
とても幸

こうふく

福でした。鳥
とり

たちも、大
だいがっしょう

合唱に
加
くわ

わり、さえずり歌
うた

ったことでしょう。つく
られたすべてのものが、偉

い だ い

大な愛
あい

の神
かみさま

様
を賛

さ ん び

美し、礼
れいはい

拝したのでした。

考
かんが

えてみよう：金
きんようび

曜日の夕
ゆうがた

方には、家
かぞく

族
そろって、何

なに

か特
とくべつ

別なことをしますか？
神
かみさま

様は、アダムとエバとともにおられたよ
うに、あなたの家

かぞ く

族ともいっしょにいたい
と望

のぞ

んでおられるのです。

木
も く よ う び

曜日

アダムとエバは、私
わたし

たちのように疲
つか

れたりはしませんでしたが、人
ひと

は、
丈
じょうぶ

夫で健
けんこう

康な体
からだ

をたもつために、眠
ねむ

りを
必
ひつよう

要としました。夜
よる

の暗
くら

い時
じ か ん

間は、眠
ねむ

る
のにもっともふさわしいですね。

金
き ん よ う び

曜日の夜
よる

、寝
ね

る前
まえ

に、ふたりは池
いけ

の
そばで、カエルの鳴

な

き声
ごえ

をきいていたか
もしれません。

そこではホタルが飛
と

びかって、かすか
な美

うつく

しい光
ひかり

を放
はな

っていたかもしれません。
銀
ぎんいろ

色にかがやく月
つき

や、数
かぞ

えきれないほど
の星

ほし

も見
み

えていたことでしょう。

もしかしたら、どこからか、
ナイチンゲール〔サヨナキド
リ〕の歌

うたごえ

声が聞
き

こえてきた

かもしれません。

眠
ねむ

っているアダ
ムとエバを、だれ
が見

み ま も

守っていたと思
おも

いますか？
神
かみさま

様は、眠
ねむ

ることのないお方
かた

ですよね。
天
て ん し

使たちもまた、つねに神
かみさま

様の子
こ ど も

供たち
を見

み ま も

守っているのです。

次
つぎ

の朝
あさ

、目
め

を覚
さ

ましたアダムとエバは、
その日

ひ

が安
あ ん そ く び

息日であることを思
おも

い出
だ

したこ
とでしょう。またこの日

ひ

、神
かみさま

様は、一
いちにち

日じゅ
う彼

かれ

らといっしょにいてくださると約
やくそく

束な
さっていました。

朝
ちょうしょく

食の用
よ う い

意も、すでにできていました。
たくさんのおいしい食

た

べ物
もの

が、彼
かれ

らのため
に用

よ う い

意されていました。神
かみさま

様が彼
かれ

らのた
めにつくられた食

た

べ物
もの

は、種
しゅるい

類がひじょう
に多

おお

かったので、全
ぜ ん ぶ

部を味
あじ

わうには何
なんにち

日
も、あるいは何

なんしゅうかん

週間もかかりました。

間
ま

もなくして、だれかが近
ちか

づいて来
く

る
音
おと

を聞
き

いたアダムとエバは、急
いそ

いでその
方
かた

に会
あ

いに出
で

ていきました。そのお方
かた

と
は、彼

かれ

らをおつくりになった神
かみさま

様であり、
ふたりとも、自

じ ぶ ん

分が誕
たんじょう

生したとき最
さいしょ

初に見
み

たものは、そのお方
かた

の優
やさ

しいお顔
かお

でありま
した。

その最
さいしょ

初の安
あんそくにち

息日には、美
うつく

しい園
その

が
彼
かれ

らの教
きょうかい

会でした。そこでの礼
れいはい

拝には、
天
て ん し

使の合
がっしょうたい

唱隊が参
さ ん か

加していたことでしょ
う。安

あんそくにちがっこう

息日学校の先
せんせい

生は、神
かみさま

様ご自
じ し ん

身で
ありました。

園
その

をめぐり歩
ある

いて、いろんな動
どうぶつ

物たち
をかわいがった彼

かれ

らは、神
かみさま

様に尋
たず

ねたい
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質
しつもん

問がたくさんありまし
た。何

な ん ど

度もなんども、ふ
たりは、神

かみさま

様のすばらし
い創

そうぞう

造のみわざに感
かんしゃ

謝し
ました。その後

あと

も、彼
かれ

ら
にとって、安

あんそくにち

息日は一
いちばん

番
のお気

き

に入
い

りの日
ひ

となる
のでした。

考
かんが

えてみよう：アダムと
エバにとって、その日

ひ

が
もっとも特

とくべつ

別な日
ひ

となっ
た理

りゆ う

由は、何
なん

だったと思
おも

いますか？

金
き ん よ う び

曜日

安
あ ん

息
そくにち

日は、一
いっしゅうかん

週間でいちばん楽
たの

し
い日

ひ
ですよね。私

わたし
たちは、どうやっ

て安
あんそくにち

息日をきよく守
まも

るのでしょうか？お父
とう

さんとお母
かあ

さんがほかの日
ひ

にやっているこ
とで、安

あんそくにち
息日にやらないことがありますか？

いくつかあげることができますか？（仕
しごと

事
に行

い
く、そうじ、洗

せん
たく、料

りょうり
理、買

か
い物

もの
、

草
くさか

刈り、修
しゅうり

理、新
しんぶん

聞を読
よ

む、ニュースをきく、
などなど）。

子
こ ど も

供たちはどうですか？私
わたし

たちがほかの
日
ひ

にやることで、安
あんそくにち

息日にやらないことが
ありますか？（学

がっこう

校に行
い

く、ゲームをして
遊
あそ

ぶ、世
よ

の中
なか

の本
ほん

を読
よ

む、テレビを見
み

る、
ラジオをきく、などなど）。

神
かみさま

様は、いつでも私
わたし

たちを愛
あい

しておられ
ますか？そのとおりですね。では、いつで

も私
わたし

たちといっしょに
おられますか？はい、
そのとおりです。けれ
ども安

あんそくにち

息日には、もっ
と時

じ か ん

間をとって神
かみさま

様と
いっしょに過

す

ごすこと
を選

えら

ぶならば、もっと
特
とくべつ

別な方
ほうほう

法で私
わたし

たち
といっしょにいてくだ
さいます。 そ の日

ひ

に
は、 私

わたし

たちに、 特
とくべつ

別
な祝

しゅくふく

福を与
あた

えようと望
のぞ

んでおられるのです。

考
かんが

えてみよう：安
あんそくにち

息日を特
とくべつ

別な日
ひ

とする
ために、あなたは何

なに

か特
とくべつ

別なことをしてい
ますか？

もっともっともっと学学学
まなまなまな

ぼう！ぼう！ぼう！

★創
そうせいき

世記 2:1-3

★出
しゅつ

エジプト記
き

20:8

★イザヤ 58:13,14;66:22,23

★ 人
じんるい

類 の あ け ぼ の 上
じょうかん

巻 p.22-

24;29-36

Little Folk Visuals
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ウィリアムは、ホッピング・スティッ
クでジャンプして遊

あそ
ぶのが大

だ い す
好き

でした。ジャンプしながら、彼
かれ

は、「１、２、
３、・・・」というぐあいに、声

こえ
を出

だ
して

回
かいすう

数を数
かぞ

えます。時
とき

には、300 まで
数
かぞ

えられることもあります。だいぶ、
じょうずにとべるようになったウィリ
アムは、ホッピング・スティックで、
さらにいろんなわざに挑

ちょうせん
戦するよう

になりました。それがとても楽
たの

しくて、
彼
かれ

はある日
ひ

、いちどもやったことのな
いわざに挑

ちょうせん
戦することにしました。

彼
かれ

は妹
いもうと

に、「ジャネル、あのフリス
ビーをぼくの前

まえ

においてくれないか
な」と頼

たの

みました。

ジャネルは、ウィリアムの１メートル
ほど前

まえ

に、フリスビーをおきました。ホッ
ピング・スティックにのったウィリア
ムは、そのフリスビーを見

み

すえまし
た。フリスビーのまん中

なか

に飛
と

び乗
の

ることができるでしょうか？いちど、
練
れんしゅう

習のためにジャンプしてから、い
よいよフリスビーのまん中

なか

をめざしてとび
はねました。

ところが、思
おも

ったようにはうまくいきませ
んでした。フリスビーは、床

ゆか

の上
うえ

をするす
るとすべってしまい、ウィリアムは後

うし

ろ向
む

きにころんでしまいました。かたいセメン

トの床
ゆか

に頭
あたま

を強
つよ

くぶつけた彼
かれ

は、ちょっと
だけ気

き

を失
うしな

ってしまいました。目
め

を覚
さ

まし
たとき、「お母

かあ

さん、早
はや

く来
き

てー」というジャ
ネルの叫

さけ

び声
こえ

が聞
き

こえました。

立
た

ちあがると、ウィリアムのひざ
はガタガタふるえていました。頭

あたま

は痛
いた

むし、ふらふらしました。手
て

で頭
あたま

の後
うし

ろをさわってみると、何
なに

かぬれたあたたかいものがありま
す。血

ち

が出
で

ていたのです。

お母
かあ

さんがかけつけて見
み

ると、
ウィリアムの頭

あたま

には、深
ふか

い傷
きず

ができ
ていました。すぐに氷

こおり

ぶくろを傷
きずぐち

口
に当

あ

てて、急
いそ

いで病
びょういん

院へ向
む

かいまし
た。

お医
い し ゃ

者さんに診
み

てもらうころには、血
ち

は止
と

まっていました。先
せんせい

生がにこ
にこしながら、「血

ち

はもう止
と

まって
いるから、傷

きずぐち

口を縫
ぬ

う必
ひつよう

要はない
ですよ」と言

い

われたので、ウィリ
アムはほっとしました。でも念

ねん

の
ため、ほかにも傷

きず

がないか、注
ちゅうい

意
ぶかく診

しんさつ

察してくださいました。

診
しんさつ

察を終
お

えた先
せんせい

生は、「もう心
しんぱい

配ないで
すよ」とおっしゃってから、「でももう、ホッ
ピング・スティックで危

あぶ

ないことはやらな
いでね」と最

さ い ご

後に言
い

われました。

お話
はな

しひろば 

ウィリアムとホッピング ・ スティック
パティー・リン・ガスリー

す。

ていました。すぐに
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家
いえ

にもどる自
じ ど う し ゃ

動車の中
なか

で、ウィリアムは、
ころんだ後

あと

に傷
きずぐち

口をさわったときの、な
まあたたかい血

ち

の感
かんしょく

触を思
おも

い出
だ

しました。
傷
きずぐち

口に巻
ま

いてある包
ほうたい

帯にそっとふれなが
ら、「血

ち

は、どうして止
と

まったの？」と、お
母
かあ

さんに尋
たず

ねました。

お母
かあ

さんは、「血
ち

は、空
く う き

気にふれたら固
かた

まるように、神
かみさま

様がつくられたからよ。じ
きに、血

ち

のかたまりはかさぶたになって、
傷
きずぐち

口を守
まも

ってくれるの」と説
せつめい

明してくださ
いました。「血

ち

が固
かた

まらないと、けがをし
たら、血

ち

が止
と

まらなくて死
し

んでしまうのよ。」

さらに、お母
かあ

さんは、「それだけではな
いわ。もし神

かみさま

様が、私
わたし

たちの脳
のう

にヘルメッ
トをかぶらせてくださらなかったら、さっ
きのウィリアムのように、はでにころぶと、
どうなってしまうでしょうね？」と質

しつもん

問をな
さいました。

おそらく、床
ゆか

に落
お

ちた卵
たまご

のようになって
しまうだろうと、ウィリアムは思

おも

いました。
そう考

かんが

えると、ぞっとしてしまいました。

家
いえ

に着
つ

いてから、ウィリアムは、ホッピ
ング・スティックをかたづけました。当

とうぶん

分
の間

あいだ

は、それに乗
の

って遊
あそ

ぶことはないだろ
うと思

おも

いました。先
せんせい

生の言
い

ったとおり、お
もしろいからといって、あまり危

あぶ

ないこと
をやるのは、よくないなと考

かんが

えました。

その日
ひ

の夕
ゆうれいはい

礼拝で、お父
とう

さんは、ウィリ
アムが守

まも

られたことを、神
かみさま

様に感
かんしゃ

謝しまし
た。夜

よる

ねる前
まえ

には、ウィリアムも、すばら
しい体

からだ

につくってくださったことを、神
かみさま

様
に感

かんしゃ

謝しました。
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日
に ち よ う び

曜日

神
か み

様
さま

は、アダムとエバに美
うつく

しい園
その

の家
いえ

をお見
み

せになった時
とき

、とて
も特

とくべつ
別な 2 本

ほん
の木

き
をお示

しめ
しになりました。

ひとつは、命
いのち

の木
き

と呼
よ

ばれました。彼
かれ

ら
がそれを食

た
べているかぎり、永

えいえん
遠に生

い
き

るのでした。もうひとつは、善
ぜんあく

悪を知
し

る木
き

でした。神
かみさま

様はその木
き

の実
み

を食
た

べてはな
らないと彼

かれ
らに注

ちゅうい
意しました。もし彼

かれ
ら

が食
た

べてしまったら、彼
かれ

らは神
かみさま

様に従
したが

わ
ない道

みち
を選

えら
んだことになり、彼

かれ
らを傷

きず
つ

けたがっていた敵
てき

に従
したが

う道
みち

を選
えら

ぶことに
なるのでした。そうして彼

かれ
らは死

し
ぬことに

なるのでした。

それから神
かみさま

様は、かつて天
てん

で起
おこ

った
悲
かな

しい物
ものがたり

語を彼
かれ

らにお語
かた

りになりました。
神
かみさま

様は、ルシファーのことや、どうして彼
かれ

と彼
かれ

のうそを信
しん

じることを選
えら

んだ天
て ん し

使たち
が天

てん

を去
さ

らなければならなかったかをお
語
かた

りになりました。ルシファーの名
な ま え

前は変
か

えられ、今
いま

や彼
かれ

はサタンと呼
よ

ばれるように
なったのでした。

サタンは、私
わたし

たちの世
せ か い

界をお造
つく

りになっ
た神

かみさま

様を憎
にく

んでいたので、その世
せ か い

界をだ
いなしにしてやろうと思

おも

っていました。彼
かれ

は、もしアダムとエバが神
かみさま

様に従
したが

わないよ
うに誘

ゆうわく

惑することができたら、アダムの代
か

わりに自
じ ぶ ん

分が私
わたし

たちの美
うつく

しい世
せ か い

界の王
おう

に
なれると考

かんが

えたのでした。

さて神
かみさま

様は、サタンが彼
かれ

らを誘
ゆうわく

惑でき
る場

ば し ょ

所は１つしかないことをお語
かた

りになっ
ていました。それは一

いったい

体どこだと思
おも

います
か？それは善

ぜんあく

悪を知
し

る木
き

のところです。

考
かんが

えてみよう：サタンがアダムとエバの
あとをどこでもついて来

く

ることを許
ゆる

さなかっ
た神

かみさま

様はなんと優
やさ

しいお方
かた

でしょう。善
ぜんあく

悪

とても悲
かな

しい一
いちにち

日
かなかな

第
だい

6 章
しょう

子供のための日々の
聖書研究ガイド

「神
かみ

はそのひとり子
ご

を賜
たま

わったほどに、この世
よ

を愛
あい

して

下
くだ

さった。それは御
み こ

子を信
しん

じる者
もの

がひとりも滅
ほろ

びないで、

永
えいえん

遠の命
いのち

を得
え

るためである」。ヨハネ 3 章
しょう

16 節
せつ

暗暗暗
あんしょうせいくあんしょうせいくあんしょうせいくあんしょうせいくあんしょうせいくあんしょうせいく

唱聖句唱聖句唱聖句
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を知
し

る木
き

に近
ちか

づくどんな理
りゆ う

由が彼
かれ

らにあっ
たでしょうか？彼

かれ

らは、他
ほか

の木
き

から彼
かれ

らの
必
ひつよう

要などんな果
くだもの

物でも取
と

ることができたの
でした。もし神

かみさま

様に従
したが

うことを選
えら

ぶならば、
永
えいえん

遠に安
あんぜん

全で幸
しあわ

せでいることができたので
した。

月
げ つ よ う び

曜日

神
か み

様
さま

がサタンについて知
し

らせてくだ
さったので、アダムとエバは、な

ぜ善
ぜんあく

悪を知
し

る木
き

から離
はな

れていることがそ
んなに大

たいせつ
切なのかが分

わ
かりました。そして

天
て ん し

使たちは、彼
かれ

らがお互
たが

いに離
はな

れないで
いるべきだと教

おし
えました。彼

かれ
らは神

かみさま
様に

従
したが

いたかったとあなたは思
おも

いますか？もち
ろん彼

かれ
らは従

したが
いたかったのです。そしてそ

うすることは、むずかしくなかったのでは
ないでしょうか？

彼
かれ

らは、幸
しあわ

せになるためのものをすべ
てもっていました。たりないものはひとつ
もありませんでした。彼

かれ

らは、自
じ ぶ ん

分たちの
園
その

の家
いえ

が大
だ い す

好きでした。彼
かれ

らは、神
かみさま

様が
造
つく

られたすばらしいものについてたくさん
学
まな

んでいました。

毎
まいにちゆうがた

日夕方になると、神
かみさま

様が彼
かれ

らをたず
ねてこられたことは、何

なに

よりもすばらしい
ことでした。彼

かれ

らは、その日
ひ

の出
で き ご と

来事を
神
かみさま

様にぜんぶ話
はな

したくて、その時
じ か ん

間を、も
う待

ま

ちきれないほど、とても楽
たの

しみにして
いました。ああ、神

かみさま

様と一
いっしょ

緒にすごすのは、
何
なん

とすばらしい時
じ か ん

間だったことでしょう！

一
い ち に ち い ち に ち

日 一 日 が 特
とくべつ

別 な 毎
まいにち

日 でし た が、

一
いっしゅうかん

週間の中
なか

でもっとも特
とくべつ

別な日
ひ

がありまし
た。どの日

ひ

だったと思
おも

いますか？もちろん、
それは安

あんそくにち

息日でした。安
あんそくにち

息日には、神
かみさま

様
と一

いちにちじゅう

日中いっしょにすごすことができたの
です。

考
かんが

えてみよう：神
かみさま

様の律
りっぽう

法〔規
き そ く

則〕の
１つは、私

わたし

たちの親
おや

に従
したが

うことです。な
ぜその律

りっぽう

法がそんなに大
たいせつ

切だと思
おも

います
か？私

わたし

たちのお父
とう

さんやお母
かあ

さんは、私
わたし

たちよりもいろんなことをよく知
し

っていま
すか？彼

かれ

らは私
わたし

たちを愛
あい

していますか？
不
ふふくじゅう

服従〔従
したが

わないこと〕を私
わたし

たちに誘
ゆうわく

惑し
てくるのは誰

だれ

ですか？サタンは私
わたし

たちを愛
あい

していますか？私
わたし

たちは、いつも自
じぶん

分の親
おや

に従
したが

うことを選
えら

ぶ必
ひつよう

要があるのではないで
しょうか？

火
か よ う び

曜日

アダムとエバが園
その

の家
いえ

を楽
たの

しんでい
たころ、サタンは何

なに
をしていたと

思
おも

いますか？彼
かれ

は、彼
かれ

らの幸
しあわ

せを台
だい

なし
にする方

ほうほう
法を計

けいかく
画して、待

ま
ちかまえていた

のです。サタンがどれくらい待
ま

たなければ
ならなかったかは、私

わたし
たちにはわかりませ

ん。ところがある日
ひ

、エバは園
その

で忙
いそが

しくし
ていたので、アダムからはぐれてしまいま
した。彼

かのじょ
女があたりを見

みまわ
回すと、アダムが

自
じぶん

分の近
ちか

くにはいないことに気
き

がつきまし
た。彼

かのじょ
女はすぐにどうするべきでしたか？

アダムがいるところへ行
い

くべきでした。し
かし彼

かのじょ
女はしばらく、ぐずぐずしていまし
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た。

するとエバは、神
かみさま

様が離
はな

れていなさい
と注

ちゅうい

意しておられた木
き

の、すぐ近
ちか

くに自
じ ぶ ん

分
がいることに気

き

がつきました。このような
とき、彼

かのじょ

女はどうすべきだったのでしょう？

彼
かのじょ

女は、急
いそ

いでそこから離
はな

れるべきだっ
たのに、そこに立

た

ちどまって、美
うつく

しい果
くだもの

物
をながめていました。それは本

ほんとう

当におい
しそうに見

み

えました。そんな果
くだもの

物がどうし
て人

ひと

を殺
ころ

すことができるのだろうと、彼
かのじょ

女
はふしぎに思

おも

いました。

突
とつぜん

然、おだやかで美
うつく

しい声
こえ

が、まるで
彼
かのじょ

女の考
かんが

えていたことを知
し

っていたかのよ
うに、質

しつもん

問をしてきました。それはアダム
の声

こえ

ではありませんでし
た。それは誰

だれ

の声
こえ

だっ
たのでしょうか？

考
かんが

えてみ よう：エバ
が最

さいしょ

初に選
えら

んだまちが
いは何

なん

だったのでしょう
か？私

わたし

たちが従
したが

わないよ
うに誘

ゆうわく

惑されたときは、
かえってすぐに従

したが

うべき
ではないでしょうか？どう
してそうすべきですか？
あなたならどうします
か？

水
す い よ う び

曜日

神
か み

様
さま

はアダムとエバに、サタンが彼
かれ

らを誘
ゆうわく

惑できる場
ば し ょ

所は世
せかいじゅう

界中で
たった１つしかないことをお語

かた
りになって

いました。その場
ば し ょ

所はどこでしたか？そし
て、エバはどこにいましたか？神

かみさま
様が近

ちか
く

に行
い

ってはいけないとお命
めい

じになった木
き

を、エバがながめて立
た

っていたとき、誰
だれ

が
彼
かのじょ

女に語
かた

りかけてきたと思
おも

いますか？そう
です。それはサタンだったのです。サタン
は一

いったい
体どんな格

かっこう
好をしていたと思

おも
います

か？創
そうせいき

世記 3：1を読
よ

んでみましょう。

私
わたし

たちは普
ふ つ う

通、へびのことをこわいと感
かん

じます。でも神
かみさま

様がへ
びをお造

つく

りになったと
きには、へびは神

かみさま

様
が創

そうぞう

造なさったすべて
の動

どうぶつ

物の中
なか

で一
いちばんかしこ

番賢
くて美

うつく

しかったので
す。へびには羽

はね

もあり
ました。動

どうぶつ

物は話
はな

すこ
とができないことをエ
バは知

し

っていました。
でも、この動

どうぶつ

物は話
はな

し
ているではありません
か。へびは何

なに

を質
しつもん

問
してきたのでしょうか？

（1 節
せつ

）。エバが答
こた

えた時
とき

、彼
かのじょ

女は何
なん

と言
い

いましたか？（2、3 節
せつ

）。

これはサタンのチャンスでした。彼
かれ

は次
つぎ

に何
なん

と言
い

いましたか？（4 節
せつ

）。これは、
神
かみさま

様が彼
かれ

らにうそをついたと言
い

っているこ
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とと同
おな

じことですね？神
かみさま

様は、食
た

べたら死
し

ぬでしょうとおっしゃいました。サタンは、
食
た

べても死
し

なないでしょうと言
い

いました。
エバは、どっちを信

しん

じようとしていたでしょ
うか？彼

かのじょ

女は、どちらかを選
えら

ばなくては
なりませんでした。彼

かのじょ

女は、話
はな

すへびを
信
しん

じるのでしょうか？それとも神
かみさま

様がおっ
しゃったことを信

しん

じるのでしょうか？彼
かのじょ

女は
選
えら

ばなくてはならなかったのです。

その次
つぎ

にサタンは何
なん

と言
い

ったでしょうか？
（5 節

せつ

）。それは、神
かみさま

様は彼
かれ

らを本
ほんとう

当は
愛
あい

しておられない、それから、神
かみさま

様はわ
がままであると言

い

っていることと同
おな

じことで
した。これも大

おお

きなうそですね。

考
かんが

えてみよう：エバは
いくつの間

ま ち が

違った選
えら

びを
してしまいましたか？その
間
ま ち が

違った選
えら

びがどんなも
のだったかを言

い

ってくださ
い。サタンは今

こんにち

日、どのよ
うに私

わたし

たちを誘
ゆうわく

惑してきま
すか？サタンは、どんなも
のをながめなさい、聞

き

きな
さい、あるいは食

た

べなさい
と私
わたし

たちを誘
ゆうわく

惑してきます
か？

木
も く よ う び

曜日

善
ぜ ん

悪
あく

を知
し

る木
き

にいたへびは、エバ
に語

かた
りかけながら、その木

き
の実

み

を食
た

べていました。「どれだけすばらしい

か見
み

てください」と、へびは彼
かのじょ

女に言
い

いま
した。「私

わたし
は、以

いぜん
前は話

はな
すことができませ

んでした。でもこの実
み

を食
た

べたので、今
いま

は
話
はな

せるようになりました。どうぞ、あなた
もいくつか食

た
べてみてください。おいしい

ですよ」

それは、まったく安
あんぜん

全のような気
き

がし
ました。その実

み

はへびを傷
きず

つけたわけで
もないし、むしろ今

いま

は、実
じっさい

際に話
はな

すこと
ができるようになっているようでした。エ
バはその実

み

を取
と

って、一
ひ と く ち た

口食べてみよう
と決

けっしん

心しました。それは本
ほんとう

当においしい
ものでした。彼

かのじょ

女は、アダムにもこの実
み

を分
わ

け与
あた

え、今
い ま お

起こった出
で き ご と

来事をぜんぶ
彼
かれ

に教
おし

えなければならないと思
おも

いました。
急
いそ

いで彼
かのじょ

女は、その実
み

をいくつか取
と

って、彼
かれ

をさがしに走
はし

って行
い

きま
した。

アダムは、エバの話
はなし

を聞
き

いたとき、何
なに

が起
お

こったのかを知
し

りまし
た。彼

かれ

は悲
かな

しみと恐
おそ

ろ
しさを感

かん

じました。サ
タンがへびを通

とお

してエ
バに語

かた

りかけたのだと
分
わ

かりました。そして、
彼
かのじょ

女がその実
み

を食
た

べた後
あと

どれだけすばら
しい気

き も

持ちになったかをいくら説
せつめい

明して
も、彼

かのじょ

女は死
し

ななければならないことが、
彼
かれ

には分
わ

かっていました。美
うつく

しいエバが
いなくなれば、彼

かれ

はどうやって幸
しあわ

せにな
れるでしょうか？しばらくまよっていました
が、そのあとすぐ、彼

かれ

は決
けっしん

心して、実
み

を
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一
ひ と く ち た

口食べました。

しばらくの間
あいだ

、彼
かれ

らはうきうきした気
き ぶ ん

分
になりました。ところがそのあとで、自

じ ぶ ん

分
たちの着

き

ていた柔
やわ

らかな光
ひかり

の服
ふく

が消
き

えて
いることに気

き

がつきました。つまり、彼
かれ

ら
は裸

はだか

になってしまったのです。

それから夕
ゆうがた

方になり、神
かみさま

様が訪
たず

ねて来
き

てくださる時
じ か ん

間になろうとしていることに、
彼
かれ

らは気
き

づきました。それまでは、いつ
も神

かみさま

様に会
あ

いたくてその時
じ か ん

間が待
ま

ちどお
しかったのですが、その日

ひ

は大
おお

あわてで、
自
じ ぶ ん

分たちをおおうための大
おお

きな葉
は

をさがし
ていました。やがて彼

かれ

らは、神
かみさま

様の足
あしおと

音
を聞

き

いたので、木
き

の間
あいだ

に隠
かく

れました。そ
れから「アダムよ、あなたはどこにいるの
か？」と呼

よ

びかける、神
かみさま

様のやさしい声
こえ

を聞
き

きました。

考
かんが

えてみよう：あなたは、何
なに

か悪
わる

いこと
をした後

あと

で、逃
に

げて隠
かく

れたことがあります
か？どうして隠

かく

れたのですか？あなたのお
父
とう

さんお母
かあ

さんはあなたをいつも見
み

つけま
すか？その次

つぎ

にどうなりますか？彼
かれ

らはそれ
でもなお、あなたを愛

あい

していますか？

金
き ん よ う び

曜日

アダムとエバは、彼
かれ

らの服
ふく

となった
葉
は

を着
き

て、ゆっくりと出
で

てきまし
た。彼

かれ
らは、裸

はだか
であることをはずかしく

思
おも

ったので隠
かく

れていたと、神
かみさま

様に話
はな

しま
した。

神
かみさま

様は悲
かな

しそうに、「食
た

べるなと、命
めい

じ
ておいた木

き

から、あなたは取
と

って食
た

べた

のか」とききました。もしかすると、彼
かれ

らはすでに起
お

こった出
で き ご と

来事について責
せ

め合
あ

っていたかもしれません。彼
かれ

らがど
のように答

こた

えたかを読
よ

んでみましょう。
（創

そ う せ い き

世記 3：12、 13）。

アダムはエバのせいにし、エバはへ
びのせいにしました。サタンは、彼

かれ

らが
神
かみさま

様に従
したが

わないように導
みちび

き、かわりに、
彼
かれ

に従
したが

うように導
みちび

きました。ですから今
いま

や、
サタンが天

てんごく

国で行
おこな

ったひどいことを神
かみさま

様と
神
かみさま

様の律
りっぽう

法のせいにしたように、アダムと
エバも自

じ ぶ ん

分の失
しっぱい

敗をひとのせいにしてい
たのでした。

悲
かな

しいことに、神
かみさま

様はアダムとエバに、
これからどうなるかを告

つ

げなければなりま
せんでした。彼

かれ

らは、美
うつく

しい園
その

の家
いえ

を出
で

なければなりませんでした。すべてが変
か

わってしまうのでした。植
しょくぶつ

物や動
どうぶつ

物たちで
さえも変

か

わるのでした。

あらゆる生
い

き物
もの

はさいごには死
し

んでし
まうのでした。そして、アダムとエバも死

し

ぬことになるのでした。しかし神
かみさま

様がサタ
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ンに許
ゆる

さなかったことが一
ひと

つありました。
神
かみさま

様は、サタンがアダムとエバから選
えら

ぶ
自
じ ゆ う

由をうばうことを許
ゆる

さなかったのです。

考
かんが

えてみよう：あなたが何
なに

か悪
わる

いことを
してしまったとき、それを誰

だれ

かのせいにし
ようとしたことがありますか？アダムとエバ
が愛

あい

する造
つく

り主
ぬし

に従
したが

わないことを選
えら

んだと
きから、子

こど も

供も大
お と な

人もみな、自
じぶ ん

分の罪
つみ

を
ひとのせいにしてきました。私

わたし

たちは生
う

ま
れつき、天

てんごく

国でのサタンと同
おな

じことをして
しまうのですね。しかし誰

だれ

も、私
わたし

たちに悪
わる

いことをむりやりさせることはできないので
す。私

わたし

たちはいつでも善
ぜん

と悪
あく

〔正
ただ

しいこと
と悪

わる

いこと〕を選
えら

ぶことができるのです。

もっともっともっと学学学
まなまなまな

ぼう！ぼう！ぼう！

★創
そうせいき

世記 2:8-17;3 章
しょう

★人
じんるい

類のあけぼの上
じょうかん

巻 p.37-52

★あがないの歴
れ き し

史 p.35-52
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ローリーおばさんのおん鳥
どり

が「コケコッコー」と鳴
な

いたころ、その色
いろ

あせた金
きんいろ

色の
羽
はね

が朝
あさひ

日の中
なか

できらきら輝
かがや

いて
いました。おばさんの家

いえ
の近

ちか
く

にある茂
しげ

みのそばの巣
す

で体
からだ

をう
ずめているお母

かあ
さん鳥

どり
は、生

う
ま

れて一
いっしゅうかん

週間しかたっていない 8 羽
わ

のひよこ
たちに、やさしくコッコッと呼

よ
びかけまし

た。ひよこたちのふわふわしたやわらかい
コートは、子

こねこ
猫の毛

け が わ
皮のようでした。淡

あわ
い

黄
き い ろ

色のひよこがいれば、茶
ちゃいろ

色のしましまと
斑
はんてん

点のついたソフトクリーム色
いろ

のひよこも
いました。

ひよこたちは、走
はし

るのがとても速
はや

いので
捕
つか

まえるのは大
たいへん

変です。その上
うえ

お母
かあ

さん
鳥
とり

は、自
じ ぶ ん

分のかわいいひよこを捕
つか

まえよう
とする人

ひと

を誰
だれ

でもつつきます。でも、もし
運
うん

よく捕
つか

まえる人
ひと

がいたら、ひよこは満
まんぞく

足
そうにその人

ひと

の手
て

の中
なか

にうずくまります。

ひよこたちが生
う

まれた年
とし

の、ある晴
は

れ
た夏

なつ

の日
ひ

のことでした。ローリーおばさん
は、裏

うらにわ

庭のほうがひどく騒
さわ

がしいのに気
き

づ
きました。彼

かのじょ

女は、何
なに

が起
お

こっているか
を見

み

に急
いそ

いで外
そと

に行
い

きました。

ニッコという彼
かのじょ

女の年
と し お

老いたシェパード
犬
けん

が、お母
かあ

さん鳥
どり

の首
くび

を捕
つか

まえていまし
た。そしておびえたひよこたちが、あちこ

ちに、ちりぢりばらばらになって
いました。

ローリーおばさんは急
いそ

いで、
ニッコの頭

あたま

をつかみました。ニッ
コがお母

かあ

さん鳥
どり

を離
はな

すまでニッ
コの口

くち

をこじ開
あ

けました。

お母
かあ

さん鳥
どり

にけがはありませんでした
が、ひよこたちは一

いったい

体どこにいったので
しょうか？ローリーおばさんはお母

かあ

さん鳥
どり

を安
あんぜん

全なところに置
お

いて、おびえたひよこ
たちをあちこちさがし始

はじ

めました。1 羽
わ

ず
つさがし出

だ

し、ようやく7 羽
わ み

見つけました。
ところが、1 羽

わ

だけ見
み

つかりません。その
1 羽

わ

はどこにいるのでしょう？ローリーおば
さんは、注

ちゅういぶか

意深くけんめいにさがしました
が、見

み

つけることができませんでした。

その 1 羽
わ

は死
し

んでしまったのでしょう
か？タカかヘビに捕

つか

まってしまったのでしょ
うか？ローリーおばさんには分

わ

かりません
でした。

ついに彼
かのじょ

女は、さがすのをあきらめな
ければなりませんでした。しかし迷

ま い ご

子のひ
よこのことを忘

わす

れることができませんでし
た。

次
つぎ

の日
ひ

も、ローリーおばさんは迷
ま い ご

子の
ひよこのことを考

かんが

えていました。彼
かのじょ

女は裏
うら

の部
へ や

屋でひざまずいてお祈
いの

りしました。「お

お話
はな

しひろば 

迷
ま い ご

子のひよこ
パティー・リン・ガスリー
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願
ねが

いです。愛
あい

する神
かみさま

様、あのひよこを見
み

つけられるように私
わたし

をお助
たす

けください。あ
なたは小

ちい

さなすずめでさえも気
き

に留
と

めら
れます。ですからあなたは、あのひよこ
がどこにいるのかをご存

ぞん

じであると、私
わたし

は
確
かくしん

信しています。あなたは、あのひよこを
見
み

つけられるように私
わたし

を助
たす

けることがおで
きになることを、私

わたし

は知
し

っています」。

ローリーおばさんが祈
いの

っていると、「ピ
ヨピヨ」という声

こえ

が聞
き

こえました。これは
あのひよこなのでしょうか？おばさんはお
祈
いの

りを終
お

えました。彼
かのじょ

女は外
そと

へ出
で

て行
い

っ
てもう一

い ち ど い え

度家の裏
うら

をくまなくさがしました。
「ピヨピヨ」。また同

おな

じ声
こえ

が聞
き

こえました。
でもその声

こえ

はどこから聞
き

こえてくるのでしょ
う？

その時
とき

、大
おお

きな植
しょくぶつ

物の葉
は

をかき分
わ

ける
と、地

じ め ん

面に穴
あな

があることに気
き

がつきました。

ふたたび、「ピヨピヨ」という声
こえ

が聞
き

こ
えてきました。その穴

あな

をのぞきこんで見
み

る
と、何

なに

か黄
き い ろ

色いものが見
み

えました。それ
は、あのいなくなっていたひよこだったの
です。

ローリーおばさんは感
かんげき

激しました。彼
かのじょ

女
はその穴

あな

に手
て

を伸
の

ばして、迷
ま い ご

子のひよこ
を優

やさ

しく取
と

り出
だ

しました。24 時
じ か ん い じ ょ う

間以上も
の間

あいだ

、そのひよこは水
みず

も食
た

べ物
もの

も無
な

しで
過
す

ごしたのでした。それは長
なが

い時
じ か ん

間でし
た。その小

ちい

さなひよこは彼
かのじょ

女の温
あたた

かな手
て

に心
こ こ ち

地よさそうにうずくまりましたが、いく
ぶんやせたように見

み

えました。しかし、そ
のひよこはきっと生

い

きのびるだろうと思
おも

い
ました。おばさんがそのひよこをお母

かあ

さん

鳥
どり

に返
かえ

そうとすると、彼
かのじょ

女の手
て

があまりに
も心

こ こ ち

地よくて、そこから出
で

たがりませんで
した。

家
いえ

に戻
もど

ったローリーおばさんは、天
てん

の
神
かみさま

様の小
ちい

さな動
どうぶつ

物へのやさしい守
まも

りに
感
かんしゃ

謝するために、再
ふたた

びひざまずきました。
さあ、私

わたし

たちも、神
かみさま

様のお守
まも

りに感
かんしゃ

謝しま
しょう。
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日
にちようび

曜日

アダムとエバがご自
じぶん

分の言
い

いつけに
そむいたので、神

かみさま
様はとても悲

かな
し

まれました。アダムとエバも悲
かな

しみました。
さらに、数

かぞ
えきれないほどの天

てんし
使たち、ま

た他
た せ か い

世界の人
ひとびと

々も悲
かな

しみ
ました。

サタンと、彼
かれ

に従
したが

うこと
を選

えら

んだ天
て ん し

使たちは、悲
かな

しんだでしょうか？いいえ。
これで、神

かみさま

様がアダムと
エバのためにつくられた
美
うつく

しい世
せ か い

界は、自
じ ぶ ん

分たち
のものになるだろうと、彼

かれ

らは期
き た い

待しました。

アダムとエバが命
いのち

の木
き

の実
み

を食
た

べて、これから
も罪

つみびと

人としてずっと生
い

き続
つづ

けることを、サタンは望
のぞ

みました。もしそ
うなったら、彼

かれ

も悪
あ く て ん し

天使らも、アダムとエ
バといっしょになって、命

いのち

の木
き

の実
み

にあり

つけるだろうと考
かんが

えたのでした。

しかし、そううまくはいきませんでした。
アダムとエバは、美

うつく

しい住
す

まいであった
エデンの園

その

を、出
で

て行
い

かなくてはなりませ
んでした。だれも命

いのち

の木
き

の実
み

を食
た

べるこ
とがないように、炎

ほのお

の剣
けん

をもったとても強
つよ

そうな天
て ん し

使が、エデンの園
その

と命
いのち

の木
き

に行
い

くための門
もん

に立
た

っ
て、番

ばん

をすること
になりました。

サタンに従
したが

うこ
とを選

えら

んだ人
ひと

たち
は、決

けっ

して幸
こうふく

福に
な れ な いことを、
神
かみさま

様はごぞんじで
した。すべてのも
のに命

いのち

を与
あた

えるこ
とのできる、ただ
ひとりのお方

かた

にそ
むくことを選

えら

んだ
彼
かれ

らを生
い

きながら
えさせるのは、彼

かれ

らのためにならないので
した。

ふたりの兄
きょうだい

弟の選
えら

んだ道
みちきょうだいきょうだい えら

第
だい

7 章
しょう

子供のための日々の
聖書研究ガイド

「信
しんこう

仰によって、アベルはカインよりもまさったいけに

えを神
かみ

にささげ、信
しんこう

仰によって義
ぎ

なる者
もの

と認
みと

められた」。

ヘブル人
ひと

への手
て が み

紙 11 章
しょう

４節
せつ

暗暗暗
あんしょうせいくあんしょうせいくあんしょうせいくあんしょうせいくあんしょうせいくあんしょうせいく

唱聖句唱聖句唱聖句
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考
かんが

えてみよう：神
かみさま

様にそむいてしまい、
彼
かれ

らがいつまでも幸
こうふく

福に生
い

きるようになる
ための申

もう

し分
ぶん

のない計
けいかく

画を台
だい

なしにして
もなお、神

かみさま

様はご自
じぶ ん

分の子
こ ど も

供
たちを愛

あい

しておられたと思
おも

いま
すか？もちろん、愛

あい

しておられま
した。明

あした

日は、彼
かれ

らがなおも神
かみさま

様
を愛

あい

し、信
しんらい

頼して従
したが

うことを選
えら

んで、サタ
ンから安

あんぜん

全に守
まも

られるようになる道
みち

がどう
やって開

ひら

かれたかを学
まな

びます。

月
げつようび

曜日

サタンに従
したが

うことを選
えら

ぶとどうなる
のかを、彼

かれ
らが少

すこ
しでも味

あじ
わうこ

とを、神
かみさま

様は望
のぞ

まれたと思
おも

いますか？　
いいえ、決

けっ
して望

のぞ
んではおられませんでし

た。

しかし、そうなってしまってから、彼
かれ

らは、
サタンがうそつきで残

ざんこく

酷な者
もの

であることを
知
し

ったのでした。すべてが変
か

わってしまう
ことを彼

かれ

らは知
し

りましたが、もう遅
おそ

すぎま
した。

美
うつく

しい光
ひかり

の衣
ころも

は消
き

え去
さ

りました。代
か

わ
りに、葉

は

をつづり合
あ

わせたものを体
からだ

に巻
ま

きましたが、それはそまつで、恥
は

ずかし
いかっこうでした。これまで、寒

さむ

いという
ことはいちどもありませんでしたが、まわ
りの空

く う き

気もすでに違
ちが

ってきていて、なん
だか肌

はださむ

寒く感
かん

じられました。神
かみさま

様は、彼
かれ

ら
のために何

なに

をなさいましたか？創
そ う せ い き

世記３：

21。

これから、彼
かれ

らはどうなってしまうの

かを、神
かみさま

様は悲
かな

しそうに話
はな

されました。
創
そ う せ い き

世記３： 14 ～ 19、また 23、24 節
せつ

を
読
よ

んでください。

神
かみさま

様がヘビに向
む

かって話
はな

されたとき、本
ほんとう

当はだれに
向
む

かって話
はな

しておられたのですか？サ
タンに向

む

かって話
はな

しておられたのでした。
ヘビは、サタンのことを人

ひとびと

々に思
おも

い出
だ

させ
る姿

すがた

に変
か

えられました。かつての美
うつく

しさは、
なくなっていました。羽

はね

もなくなり、人
ひと

か
らはきらわれ、こわがられる地

ち

をはう生
い

き
物
もの

となりました。

神
かみさま

様の言
こ と ば

葉を、サタンはひと言
こと

ももら
さず聞

き

いていたはずです。15 節
せつ

の言
こ と ば

葉
を聞

き

いたとき、サタンも、アダムとエバ
も、それがとても大

たいせつ

切な意
い み

味をもっている
と分

わ

かりました。神
かみさま

様は、何
なん

らかの方
ほうほう

法
で、この世

せ か い

界の人
にんげん

間を助
たす

ける計
けいかく

画をたて
ておられることを、彼

かれ

らは知
し

ったのでした。
「神

かみさま

様は、何
なに

をしようとしておられるのだ
ろう？」と彼

かれ

らは思
おも

いました。

明
あ し た

日は、最
さいしょ

初の天
て ん し

使や人
にんげん

間がつくられ
るずっと前

まえ

に、神
かみさま

様がたてられたすばらし
い計

けいかく

画について学
まな

びます。

考
かんが

えてみよう：ヘビを殺
ころ

すときは、どうし
ますか？頭

あたま

を切
き

りおとしますか、それとも、
しっぽを切

き

りおとしますか？創
そ う せ い き

世記３：15
において、神

かみさま

様は、たとえサタンがイエス
様
さま

に傷
きず

を負
お

わせても、最
さい ご

後にやっつけら
れて死

し

ぬのはサタンであると約
やくそく

束なさった
のでした。
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火
か よ う び

曜日

人
に ん

間
げん

が罪
つみ

を犯
おか

した後
あと

も、サタンで
はなく、神

かみさま
様に従

したが
うことを選

えら
べる

ようになるためには、どのようなことがな
されなければならないかを、神

かみさま
様はアダム

とエバに理
り か い

解してほしいと望
のぞ

まれました。
そこでアダムに、子

こひつじ
羊を連

つ
れてくるように

言
い

われたのでした。きっとアダムは、いち
ばんお気

き
に入

い
りの子

こひつじ
羊を連

つ
れてきたことで

しょう。

それから神
かみさま

様は、祭
さいだん

壇のつくり方
かた

を、ア
ダムに示

しめ

されました。いったい何
なに

が起
お

こる
のだろうと、アダムは思

おも

ったはずです。

次
つぎ

に神
かみさま

様は、連
つ

れてきたかわいい子
こひつじ

羊
を殺

ころ

すよう、アダムに言
い

われました。

殺
ころ

す？アダムはこれまで、生
い

き物
もの

が死
し

ぬ

のを見
み

たことがありませんでした。葉
は

っぱ
が枯

か

れて落
お

ちるのさえ、見
み

たことがありま
せんでした。きっとアダムとエバは、神

かみさま

様
の言

い

いつけに従
したが

いながら、泣
な

いていたこ
とでしょう。

彼
かれ

らは、死
し

んだ子
こひつじ

羊を祭
さいだん

壇の上
うえ

にのせ
ました。すると突

とつぜん

然、祭
さいだん

壇に火
ひ

がついて、
子
こひつじ

羊を焼
や

きつくしました。

神
かみさま

様はやさしく、彼
かれ

らは、祭
さいだん

壇で焼
や

か
れた子

こひつじ

羊のように、死
し

んで、永
えいえん

遠に滅
ほろ

び
る者

もの

となったことを告
つ

げられました。とこ
ろが、いつの日

ひ

か、ある特
とくべつ

別なお方
かた

が生
う

まれてきて、彼
かれ

らの身
み が

代わりとなって死
し

ぬ
ことが、彼

かれ

らに告
つ

げられたのです。

もし彼
かれ

らが神
かみさま

様の約
やくそく

束を信
しん

じるなら、も
し神

かみさま

様を愛
あい

し、信
しんらい

頼することを選
えら

ぶなら、
神
かみさま

様は、彼
かれ

らが律
りっぽう

法を守
まも

る手
て だ す

助けをして
くださるのでした。彼

かれ

らはいつか死
し

ななけ
ればなりませんが、いつの日

ひ

か、ふたた
びよみがえらせていただけるのでした。よ
みがえらせられるその時

とき

には、永
えいえん

遠にサ
タンから守

まも

られて、いつまでも神
かみさま

様ととも
に過

す

ごすのでした。

アダムとエバは、どれほどありがたいと
思
おも

ったことでしょう！ 今
いま

や彼
かれ

らは、創
そ う せ い き

世記
３：15 で言

い

われたことを理
り か い

解しました。
また、神

かみさま

様が言
い

われることは、いつでも
本
ほんとう

当であることも分
わ

かりました。神
かみさま

様の助
たす

けを借
か

りて、彼
かれ

らは従
したが

う決
けっしん

心をしました。

毎
まいにち

日、朝
あさ

と夕
ゆうがた

方に、子
こひつじ

羊をいけにえ
〔供

そな

えものとして神
かみ

にささげられる生
い

き物
もの

〕
としてささげなさいと、神

かみさま

様は言
い

われま
した。いけにえは、神

かみさま

様の約
やくそく

束を彼
かれ

らに
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思
おも

い起
お

こさせ、彼
かれ

らが神
かみさま

様の律
りっぽう

法に従
したが

う
選
えら

びをしたことを示
しめ

し、サタンから彼
かれ

らを
救
すく

ってくださる神
かみさま

様に信
しんらい

頼していることを
示
しめ

すのでした。

考
かんが

えてみよう：子
こひつじ

羊は、だれを表
あらわ

してい
ましたか？イエス様

さま

は、あなたのために
死
し

んでくださいましたか？あなたは、彼
かれ

に
信
しんらい

頼して従
したが

うことを選
えら

んでいますか？自
じぶ ん

分
の力
ちから

でそれができる人
ひと

は、だれもいません。
でも、イエス様

さま

が助
たす

けてくださるのです。
あなたは毎

まいにち

日、イエス様
さま

に助
たす

けを求
もと

めて
いますか？彼

かれ

は、あなたを助
たす

けてあげたい
と、望

のぞ

んでおられるのです。

水
すいようび

曜日

最
さ い

初
しょ

の赤
あか

ちゃんが生
う

まれたとき、ア
ダムとエバは、どれほど喜

よろこ
んだ

ことでしょう。もしかしたら、この子
こ

が、
自
じ ぶ ん

分たちをサタンから救
すく

う
ために、神

かみさま
様が送

おく
られると

約
やくそく

束なさった人
じんぶつ

物となるのか
もしれない。

最
さいしょ

初の赤
あか

ん坊
ぼう

は、カイン
と名

な

づけられました。次
つぎ

に生
う

まれた赤
あか

ん坊
ぼう

は、アベルと
名
な

づけられました。アダムと
エバは、どれほど注

ちゅうい

意ぶかく、子
こ ど も

供たち
に、従

したが

うことの大
たいせつ

切さを教
おし

えたことでしょう。
ふたりの息

む す こ

子たちは、動
どうぶつ

物の世
せ わ

話のしか
たや、作

さくもつ

物の育
そだ

てかたなどを学
まな

びました。
アベルは、羊

ひつじ

の世
せ わ

話をするのが大
だ い す

好きで

した。カインは、畑
はたけしごと

仕事が大
だ い す

好きでした。

ふたりとも、朝
あさ

と夕
ゆう

に子
こひつじ

羊がささげら
れるのを、いつも見

み

ていました。神
かみさま

様の
約
やくそく

束に信
しんらい

頼している者
もの

たちを、神
かみさま

様が喜
よろこ

んでおられるしるしとして、天
てん

からの火
ひ

が
いけにえを焼

や

くのも見
み

ていました。

もちろんサタンは、ありとあらゆるうそ
を並

なら

べて、彼
かれ

らをけん命
めい

に誘
ゆうわく

惑しようとし
ていたことでしょう。男

おとこ

の子
こ

たちが成
せいちょう

長し、
大
おお

きくなるにつれて、アベルは、神
かみさま

様を
愛
あい

し、信
しんらい

頼して従
したが

うようになっていきまし
た。ところがカインは、ちがう方

ほうこう

向に進
すす

ん
でいました。神

かみさま

様の祝
しゅくふく

福を感
かんしゃ

謝するので
はなく、彼

かれ

の両
りょうしん

親がエデンの園
その

でそむい
てから、すべてが変

か

わってしまったことを、
神
かみさま

様のせいにしていたのです。

どうして神
かみさま

様は、人
ひと

がこんなにも苦
く ろ う

労し
て、作

さくもつ

物を育
そだ

てなければならないようにし
たのだろう？ どうして神

かみさま

様は、とげのある、
イバラやアザミをつくったのだろう？ どうし
て動

どうぶつ

物たちは、人
ひと

になつかなくなったの
だろう？ なぜ？ どうして？ と
カインはあやしみました。

アダムとエバは、どのよ
うに罪

つみ

というものが起
お

こった
かを説

せつめい

明しました。天
てん

にお
いて、サタンが神

かみさま

様の律
りっぽう

法
にそむくことにしたときか

ら、罪
つみ

が始
はじ

まったことを、息
む す こ

子たちに教
おし

えました。神
かみさま

様について、サタンがつい
た恐

おそ

ろしいうそについても話
はな

しました。そ
して悲

かな

しげに、自
じ ぶ ん

分たちが間
ま ち が

違った選
えら

び
をしてしまったことも話

はな

しました。しかし、
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それでも、カインはサタン
の言

い

うことを聞
き

くことにした
のです。

考
かんが

えてみよう：何
なに

か悪
わる

いことが起
お

こった
ときに、だれかが神

かみさま

様のせいにするのを、
聞
き

いたことがありますか？いい人
ひと

たちでも
病
びょうき

気になったり、事
じ こ

故にあったりすること
はありますか？悪

わる

いことを起
お

こさせるのは
神
かみさま

様ですか、それともサタンですか？サタ
ンは私

わたし

たちの敵
てき

であることを、決
けっ

して忘
わす

れ
ないでください。けれども、もし私

わたし

たちが、
何
なに

が起
お

ころうとも、神
かみさま

様を愛
あい

し、信
しんらい

頼して
従
したが

うことを選
えら

ぶなら、最
さいご

後に神
かみさま

様は、ふた
たび私

わたし

たちに、幸
こうふく

福な住
す

まいを与
あた

えてくだ
さることでしょう。

木
もくようび

曜日

カインとアベルも大
おお

きくなり、自
じぶん

分
でいけにえをささげる年

とし
になりま

した。教
おし

えられたように祭
さいだん

壇をつくり、そ
れから犠

ぎ せ い
牲のささげ物

もの
をもってきました。

いけにえとして、何
なに

をささげるこ と に
なっていましたか？そう、生

う

まれて
間
ま

もない、健
けんこう

康な子
こひつじ

羊をささげる
ことになっていました。

人
ひと

は神
かみさま

様にそむいたために、
だれもが死

し

ななければならなくなったこと
を、いけにえはつねに思

おも

い出
だ

させること
になっていました。しかし、私

わたし

たちをこよ
なく愛

あい

しておられる神
かみさま

様は、人
にんげん

間をサタン
から救

すく

う計
けいかく

画をたてられたのでした。神
かみ

のみ子
こ

であられるイエス様
さま

が、いつの日
ひ

か、人
ひと

として
この世

せ か い

界に来
こ

られ、人
にんげん

間の
身
み が

代わりとして死
し

なれること
になりました。

アベルは、子
こひつじ

羊を連
つ

れてきました。とこ
ろが、子

こひつじ

羊をささげることがそれほど大
たいせつ

切
だと思

おも

わなかったカインは、自
じ ぶ ん

分の畑
はたけ

で
とれた作

さくもつ

物を、祭
さいだん

壇にもってきたのです。

天
てん

から降
ふ

ってきた火
ひ

は、アベルのささげ
物
もの

だけを焼
や

きつくしました。

神
かみさま

様が自
じ ぶ ん

分のささげ物
もの

を受
う

け入
い

れな
かったのは、まるでアベルのせいであっ
たかのように、カインは弟

おとうと

をにらみつけま
した。ささげ物

もの

が受
う

け入
い

れられなかったこ
とに腹

はら

を立
た

てた彼
かれ

は、しかめっつらをして、
どこかへ行

い

ってしまいました。

カイン が 間
ま ち が

違った道
みち

を選
えら

んだ ので、
神
かみさま

様は悲
かな

しくなりました。彼
かれ

のところに来
き

て、彼
かれ

とお話
はな

しもなさいました。創
そ う せ い き

世記４：

３～７を読
よ

んでください。

神
かみさま

様は、カインとアベルを、同
おな

じくらい
愛
あい

しておられました。もしもカインが従
したが

う
ことを選

えら

びさえすれば、アベルを祝
しゅくふく

福
なさったように、カインも祝

しゅくふく

福
なさったことでしょう。

もちろんサタンは、カインが
自
じ ぶ ん

分の罪
つみ

を悔
く

いる〔悪
わる

かったと
思
おも

う〕のではなく、自
じ ぶ ん じ し ん

分自身をかわいそう
に思

おも

うようになることを望
のぞ

みました。

カインは、どのような選
えら

びをしましたか？

壇壇をつくり、そをつくり、そ
をもってきました。をもってきました。

をささげるこ と に
生
う

まれて
をささげる

にそむいたために、
ななければならなくなったこと

思
おも

い出
だ

させること

神
愛
あい

しておられました。もしもカインが
ことを選

えら

びさえすれば、アベルを
なさったように、カインも
なさったことでしょう。

もちろんサタンは、カインが
自
じ ぶ ん

分の罪
つみ

思
おも

う〕のではなく、
に思

おも

うようになることを

それでも、カインはサタン
くことにした

何
なに

か悪
わる

いことが起
お

こった
神
かみさま

様のせいにするのを、
いたことがありますか？いい人

ひと

たちでも

のみ子
こ

であられるイエス
が、いつの
この世

せ か い

界
身
み が

代わりとして
になりました。

アベルは、子
こひつじ

羊を連
つ

ろが、子
こひつじ

羊をささげることがそれほど
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考
かんが

えてみよう：私
わたし

たちのだれもが、一
いちにち

日
に何

なん ど

度も、サタンの言
い

うことを聞
き

くか、そ
れとも神

かみさま

様の言
い

うことを聞
き

くか選
えら

んでいま
す。たとえ気

き

が向
む

かないときでも、神
かみさま

様は、
従
したが

うことができるように、私
わたし

たちを助
たす

けて
くださいます。そして、従

したが

ったなら、必
かなら

ず
幸
こうふく

福になれるのです。

金
きんようび

曜日

きっとカインは、神
かみさま

様から言
い

われた
ことについて、よく考

かんが
えてみたこ

とでしょう。けれども、自
じぶん

分が悪
わる

かったこ
とを認

みと
める代

か
わりに、これまでの自

じぶん
分の

考
かんが

えを優
ゆうせん

先させてしまったのです。やは
り、神

かみさま
様は不

ふこうへい
公平だと思

おも
いました。自

じぶん
分

に問
もんだい

題があるのは、神
かみさま

様のせいだと思
おも

い
ました。

それはまるで、天
てんごく

国で神
かみさま

様に逆
さか

らったと

きの、サタンのようではないでしょうか？
サタンは何

なに

よりも、神
かみさま

様についてのうそを、
私
わたし

たちに信
しん

じ込
こ

ませることを好
この

みます。

創
そ う せ い き

世記４：８を読
よ

んで、カインがどのよ
うな道

みち

を選
えら

んだかを見
み

てみましょう。

ああ、何
なに

という、悲
かな

しむべきことでしょう。
アダムとエバがそのことを知

し

ったとき、ど
のように感

かん

じたか想
そうぞう

像できますか？植
しょくぶつ

物が
枯
か

れ、動
どうぶつ

物が死
し

ぬのを見
み

るのは、とても
つらいことでした。ところが今

こんかい

回は、自
じ ぶ ん

分
たちの息

む す こ

子が殺
ころ

されてしまったのです。こ
れもまた、自

じ ぶ ん

分たちが神
かみさま

様にそむき、禁
きん

じられた木
き

の実
み

を食
た

べたために起
お

こったこ
とでした。

神
かみさま

様も、ひじょうに悲
かな

しまれました。そ
れから、もういちど、カインと話

はなし

をなさい
ました。９、10 節

せつ

を読
よ

んでください。カ
インの態

た い ど

度は、とても悪
わる

かったですね。
彼
かれ

は、自
じ ぶ ん

分が悪
わる

かったことを認
みと

めない
決
けっしん

心をしていました。しかし神
かみさま

様は、彼
かれ

がしたことを、すべてごぞんじでした。次
つぎ

に神
かみさま

様は、カインに何
なん

と言
い

われましたか。
（11、12 節

せつ

）。

カインはこわくなりましたが、それでも
悪
わる

かったとは思
おも

っていませんでした。代
か

わりに、自
じ ぶ ん

分の身
み

に起
お

こることについて、
文
も ん く

句を言
い

いました。しかし神
かみさま

様は、彼
かれ

が
殺
ころ

されないように守
まも

ってあげると約
やくそく

束なさ
いました。最

さ い ご

後に、カインはどうしました
か？（16 節

せつ

）。

考
かんが

えてみよう：カインは、幸
こうふく

福だったと
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思
おも

いますか？神
かみさま

様にそむくとき、私
わたし

たちは
幸
こうふく

福になれますか？いいえ。でも、サタン
は喜
よろこ

びます。神
かみさま

様にそむけば、私
わたし

たちは
不
ふこ う

幸になり、神
かみさま

様が悲
かな

しまれることを、彼
かれ

は知
し

っているからです。あなたは、だれに
従
したが

うことを選
えら

んでいますか？私
わたし

たちがお願
ねが

いすれば、神
かみさま

様は、いつでも正
ただ

しいことを
選
えら

ぶ手
てだ す

助けをしてくださいます。

もっともっともっと学学学
まなまなまな

ぼう！ぼう！ぼう！

★創
そうせいき

世記 4:1-16

★人
じんるい

類のあけぼの上
じょうかん

巻 p.53-74

★あがないの歴
れ き し

史 p.53-70
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ルースおばさんは、 子
こ ど も

供 のころ、
今
い ま す

住んでいるところから遠
とお

く離
はな

れ
た、いなかで育

そだ
ちました。そのいなかの

村
むら

では、ほとんどの人
ひと

たちが、とても貧
まず

し
い暮

く
らしをしています。食

た
べ物

もの
も、十

じゅうぶん
分

にありません。着
き

るものも足
た

りません。き
れいな飲

の
み水

みず
も、十

じゅうぶん
分ではありません。

ルースおばさんは、家
か ぞ く

族に会
あ

うために、
その故

ふるさと

郷の村
むら

をたずねる計
けいかく

画をたててい
ました。彼

かのじょ

女は、村
むら

の貧
まず

しい人
ひと

たちの
ために、何

なに

かを持
も

っていきたい
と思

おも

いました。でも、
何
なに

を 持
も

って いっ
たらよいでしょう
か？

彼
かのじょ

女は、村
むら

のお母
かあ

さんたちが、
赤
あか

ちゃんをくるんで寝
ね

かせるための、や
わらかくて暖

あたた

かい毛
も う ふ

布がなくて困
こま

っていた
のを思

おも

い出
だ

しました。でも、ルースおば
さんのところには、二

に

、三
さんまい

枚の毛
も う ふ

布しか
ありませんでした。これ以

いじょう

上、新
あたら

しい毛
も う ふ

布
を買

か

うお金
かね

もありません。もしかしたら、
だれかが助

たす

けてくれるかもしれない、と
彼
かのじょ

女は考
かんが

えました。そこで、友
とも

だちのリン
をたずねました。

友
とも

だちのリンに会
あ

うと、「赤
あか

ちゃん用
よう

の
毛
も う ふ

布は、あまっていないかしら？来
らいげつ

月、さ
とがえりをするときに、毛

も う ふ

布を何
なんまい

枚か持
も

っ

ていって、村
むら

の人
ひと

たちにあげたいと思
おも

って
いるの」と言

い

いました。

リンは、しばらく考
かんが

えて、うなずきながら、
「ええ、あるわよ」と答

こた

えました。「何
なんまい

枚
かしまってある物

もの

があるはずよ。探
さが

してお
くわ。」

ルースおばさんが去
さ

った後
あと

、リンは忙
いそが

し
かったので、その日

ひ

、毛
も う ふ

布を探
さが

すのを忘
わす

れてしまいました。

数
すうしゅうかん

週間が過
す

ぎて、ルース
おばさんから電

で ん わ

話
がかかってきまし

た。「リン、 今
こんばん

晩
いよいよ飛

ひ こ う き

行機で旅
た び だ

立
つことになっているの。空

くうこう

港
に行

い

く途
とちゅう

中、毛
も う ふ

布をとりにそちらへ
寄
よ

ってもいいかしら？」

リンは、あわてて毛
も う ふ

布を探
さが

し始
はじ

めまし
た。確

たし

かに、どこかにしまっておいたはず
です。ところが、毛

も う ふ

布は見
み

つかりませんで
した。その時

とき

、ほとんどの毛
も う ふ

布は、だい
ぶ前

まえ

にあげてしまったことを思
おも

い出
だ

しまし
た。残

のこ

しておいた数
すうまい

枚は、とても特
とくべつ

別な
ものでした。彼

かのじょ

女は、特
とくべつ

別な毛
も う ふ

布の一
いちまい

枚
を手

て

にとって、それをなでました。彼
かのじょ

女の
ことを思

おも

ってくれた親
しんせつ

切な人
ひと

たちが、わざ
わざ子

こ ど も

供たちのためにつくってくれた、や
わらかくて、かわいらしい毛

も う ふ

布でした。い

お話
はな

しひろば 

リンの毛
も う ふ

布
パティー・リン・ガスリー

村の貧しい人たちの
っていきたい

いました。でも、

のお母
かあ

さんたちが、
ちゃんをくるんで寝

ね

かせるための、や

れてしまいました。

数
すうしゅうかん

週間
おばさんから

た。「リン、
いよいよ

つことになっているの。
に行

い

く途
とちゅう

中、毛布
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つか自
じ ぶ ん

分に孫
まご

ができたら使
つか

おうと思
おも

って、
とっておいたのでした。

しばらくの間
あいだ

、リンは、どうしてよいか
分
わ

かりませんでした。それから彼
かのじょ

女は、
ほかの人

ひと

に親
しんせつ

切にするのは、イエス様
さま

に親
しんせつ

切にするのと同
おな

じことであるという、
聖
せいしょ

書の言
こ と ば

葉を思
おも

い出
だ

しました。イエス様
さま

がお生
う

まれになったとき、もし自
じ ぶ ん

分がその
場
ば

にいたら、喜
よろこ

んで自
じ ぶ ん

分の毛
も う ふ

布をさしあ
げたことでしょう。

ルースおばさんが、リンの家
いえ

の玄
げんかん

関を
たたきました。リンはにこにこしながら、
彼
かのじょ

女を迎
むか

え入
い

れました。「毛
も う ふ

布はここに
あるわよ」と言

い

って、ていねいに包
つつ

まれ
た数

すうまい

枚の毛
も う ふ

布を、ルースおばさんにてわ
たしました。「私

わたし

にとって、とても特
とくべつ

別な
毛
も う ふ

布だけど、新
あたら

しい主
ぬし

が見
み

つかって、そ
こで喜

よろこ

ばれたらうれしいわ。」

毛
も う ふ

布を腕
うで

にかかえながら、ルースおば
さんはにこにこして言

い

いました。「まあ、ど
うもありがとう。私

わたし

の故
ふるさと

郷の村
むら

にいるお母
かあ

さんたちが、きっと喜
よろこ

んでくれるわ。」リ
ンは、大

たいせつ

切にしていたこれらの毛
も う ふ

布を手
て

にすることは、もう二
に ど

度とないだろうと思
おも

いましたが、心
こころ

は喜
よろこ

びで満
み

たされていま
した。貧

まず

しい家
いえ

の赤
あか

ちゃんのために毛
も う ふ

布
をあげるのは、イエス様

さま

にさしあげるのと
同
おな

じことなのです。イエス様
さま

は、私
わたし

たちを
愛
あい

しておられるので、天
てん

のすばらしい住
す

ま
いを捨

す

てて、この世
せ か い

界で、貧
まず

しい無
むりょく

力な
赤
あか

ん坊
ぼう

となられたのです。彼
かのじょ

女の親
しんせつ

切は、
きっとイエス様

さま

を喜
よろこ

ばせたことでしょう。
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日
に ち よ う び

曜日

アダムとエバにはたくさんの子
こ ど も

供が
いましたが、聖

せいしょ
書に記

き ろ く
録されて

いる名
なまえ

前は３人
にん

だけです。カインとアベル
とセツの３人

にん
です。先

せんしゅう
週は、アダムとエバ

の最
さいしょ

初の息
むすこ

子であったカインが、とても
残
ざんねん

念な道
みち

を選
えら

んだことを学
まな

びました。カ
インと彼

かれ
の家

か ぞ く
族は、神

かみさま
様の必

ひつよう
要を感

かん
じな

かったので、サタンに従
したが

う
ことを選

えら
びました。創

そうせいき
世記

４：16 を読
よ

んでください。

アベルが死
し

んだ後
あと

、セ
ツが生

う

まれました。セツ
は、ほかのどの子

こ

どもたち
よりも、アダムに似

に

ていま
した。セツと彼

かれ

の子
こ ど も

供たち
が、神

かみさま

様を愛
あい

し、神
かみさま

様に
従
したが

うことを選
えら

んだので、ア
ダムとエバはどんなに嬉

うれ

し
かったことでしょう。もしか
したら、セツが、この世

せ か い

界

をサタンから救
すく

う特
とくべつ

別な人
じんぶつ

物になるので
はないかと、彼

かれ

らは期
き た い

待しました。エバは、
彼
かれ

について何
なん

と言
い

いましたか。25 節
せつ

。

セ ツと彼
かれ

の 子
こ ど も

供 たち は、 成
せいちょう

長 する
〔育

そだ

って大
おお

きくなる〕につれて、サタンの
うそを信

しん

じていた多
おお

くの人
ひと

たちに神
かみさま

様のこ
とを伝

つた

える、伝
でんどうしゃ

道者になっていきました。
ところが、彼

かれ

らの言
い

うことを聞
き

いた人
ひと

は、
ほとんどいませんでした。ほとんどの人

ひと

は、
ますます悪

わる

くなっていったのです。

神
かみさま

様がこの世
せ か い

界をおつく
りになってから、何

なんびゃくねん

百年も
の年

ねんげつ

月がたちました。セツ
が生

う

まれた時
とき

、アダムは
何
なんさい

歳でしたか？創
そ う せ い き

世記５：

３～５。あなたの知
し

り合
あ

い
に、だれか 100 歳

さい

の人
ひと

は
いますか？アダムは、900
年
ねんいじょう

以上も生
い

きたんですね。

神
かみさま

様がアダムとエバをお
つくりになったとき、彼

かれ

ら
の体

からだ

は完
かんぜん

全に健
けんこう

康な状
じょうたい

態

ノアの箱
はこぶねけんせつ

舟建設
はこぶねけんせつはこぶねけんせつ

第
だい

8 章
しょう

子供のための日々の
聖書研究ガイド

「信
しんこう

仰によって、ノアは・・・その家
か ぞ く

族を救
すく

うために

箱
はこぶね

舟を造
つく

」った。ヘブル人
びと

への手
て が み

紙 11 章
しょう

7 節
せつ

暗暗暗
あんしょうせいくあんしょうせいくあんしょうせいく

唱聖句唱聖句唱聖句
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で、罪
つみ

を犯
おか

しさえしなければ、永
えいえん

遠に生
い

きることになっていました。罪
つみ

を犯
おか

して
から千

せんねんいじょう

年以上たっても、彼
かれ

らの子
し そ ん

孫は、
何
なんびゃくねん

百年も生
い

きることができました。

考
かんが

えてみよう：神
かみさま

様を愛
あい

し、信
しんらい

頼し、従
したが

うことを選
えら

ぶなら、私
わたし

たちは、イエス様
さま

が
おいでになった後

あと

、彼
かれ

とともにいつまでも
生
い

きることができるようになります。私
わたし

たち
は、毎

まいにち

日どちらかの道
みち

を選
えら

んでいるのだ
ということを、決

けっ

して忘
わす

れないでください。
アベルやセツのようになることもできます
し、カインのように自

じぶ ん か っ て

分勝手な道
みち

を選
えら

ぶこ
ともできます。あなたは毎

まいにち

日、どの道
みち

を選
えら

んでいますか？

月
げ つ よ う び

曜日

セツの子
し そ ん

孫の中
なか

で、神
かみさま

様をとても
愛
あい

していた人
ひと

がいました。それは、
エノクという人

ひと
です。毎

まいにち
日、エノクは神

かみさま
様

と話
はなし

をし、その大
おお

きな愛
あい

について思
おも

いめ
ぐらしました。神

かみさま
様の律

りっぽう
法を学

まな
ぶために、

できるだけのことをしました。ほかの人
ひと

た
ちも、神

かみさま
様に従

したが
うようになるために、彼

かれ
ら

に神
かみさま

様の愛
あい

を示
しめ

そうと、できるだけのこと
をしました。しかし、生

い
き方

かた
を変

か
えようと

した人
ひと

は、ほとんどいませんでした。

ある日
ひ

、エノクが 365 歳
さい

のとき、神
かみさま

様は、
彼
かれ

を天
てんごく

国に移
うつ

されました。創
そ う せ い き

世記５：24。
すばらしいですね！エノクの気

き

が変
か

わって、
彼
かれ

がサタンに従
したが

うようになることは決
けっ

して
ないことを、神

かみさま

様はご存
ぞん

じだったのです。

ある人
ひと

たちは、エノクが天
てん

に移
うつ

されるの
をその目

め

で見
み

たにもかかわらず、サタンの
うそを信

しん

じつづけました。彼
かれ

らは、さまざ
まな偶

ぐうぞう

像を拝
おが

んでいました。さらに、彼
かれ

らは平
へ い き

気で、殺
ころ

したり、盗
ぬす

んだり、戦
せんそう

争を
したり、うそをついたり、よっぱらったり、
かけごとをしたり、ほかにも多

おお

くの悪
あ く じ

事を
働
はたら

いていたのです。

考
かんが

えてみよう：エノクは、イエス様
さま

がお
いでになるときに、生

い

きて主
しゅ

をむかえる良
よ

い人
ひとびと

々をあらわしています。神
かみさま

様を愛
あい

し、
信
しんらい

頼し、従
したが

うことを選
えら

んだ人
ひと

たちは、何
なに

が
起
お

こっても、エノクのように、イエス様
さま

といっ
しょに天

てんごく

国へ行
い

くのです。私
わたし

たちの多
おお

くも、
イエス様

さま

が来
こ

られるときに、生
い

きて主
しゅ

を
むかえるかもしれません。エノクのように、
天
てんごく

国までイエス様
さま

について行
い

くには、どう
すればよいのでしょう？

火
か よ う び

曜日

人
に ん

間
げん

がどんどん悪
わる

くなっていくのを
見
み

て、神
かみさま

様は、とても悲
かな

しまれま
した。ついに、あまりにもひどくなったので、
何
なに

かをしなければならない時
とき

がやってきま
した。

私
わたし

たちの美
うつく

しい世
せ か い

界がつくられてから、
1000 年

ねんいじょう

以上の年
ねんげつ

月がたっていました。
聖
せいれい

霊は、一
ひ と り

人ひとりの心
こころ

に何
な ん ど

度もなんども
語
かた

りかけていましたが、耳
みみ

をかたむけた
人
ひと

は、ほんのわずかでした。創
そ う せ い き

世記６：５、

11 ～ 13 に、当
と う じ

時の人
ひとびと

々の状
じょうたい

態が、どの
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ようなものであったかが書
か

かれています。
３節

せつ

のはじめの部
ぶ ぶ ん

分で、神
かみさま

様は何
なん

と言
い

っ
ておられますか？

17 節
せつ

を読
よ

んで、ついに神
かみさま

様が、どの
ような決

けつだん

断をくだされたかを理
り か い

解しましょ
う。神

かみさま

様は、たくさんの雨
あめ

を降
ふ

らせて、
世
せかいじゅう

界中を水
みず

でおおってしまうほどの洪
こうずい

水を
起
お

こそうとしておられました。その計
けいかく

画の
手
て つ だ

伝いをするために、選
えら

ばれた人
ひと

はだれ
でしたか？ノアという人

ひと

でした。

ノアはどのような人
じんぶつ

物でしたか？また
聖
せいしょ

書は、彼
かれ

について何
なん

と言
い

っていますか？
創
そ う せ い き

世記６：８、９。「ノアは神
かみ

とともに歩
あゆ

んだ」
と書

か

かれています。エノクについても、同
おな

じようなことが書
か

かれていましたね。

神
かみさま

様はノアに、何
なに

をするように命
めい

じら
れましたか？（14 節

せつ

）。そしてもちろん、
神
かみさま

様はどうやってそれをするかも教
おし

えて
おられました。必

ひつよう

要な材
ざいりょう

料を、すべて集
あつ

めなければいけませんでしたし、さらに、
手
て つ だ

伝いの人
ひと

たちをやとう必
ひつよう

要がありまし
た。

箱
はこぶね

舟が完
かんせい

成する、120 年
ねんまえ

前のことでし
た。建

けんせつ

設をすすめていくうちに、たくさん
の人

ひと

たちが、見
けんぶつ

物にやってくるようになり
ました。ノアは人

ひとびと

々に向
む

かって、来
く

る日
ひ

も
くる日

ひ

も、何
なんねん

年も、いつかやってくる洪
こうずい

水
について警

けいこく

告〔よくないことが起
お

こりそう
なので、気

き

をつけるよう告
つ

げ知
し

らせること〕
したのでした。（22 節

せつ

）。

箱
はこぶね

舟が完
かんせい

成するころには、世
せかいじゅう

界中の人
ひと

たちが、ノアの大
おお

きな船
ふね

について知
し

って
いました。そしてだれもが、洪

こうずい

水がやって
くるという彼

かれ

の警
けいこく

告について知
し

っていまし
た。ところが、ほとんどすべての人

ひと

が、彼
かれ

をばかにして笑
わら

ったのでした。ノアは気
き

が
狂
くる

っていると、彼
かれ

らは思
おも

ったのです。

考
かんが

えてみよう：エノクやノアのように「神
かみ

とともに歩
あゆ

む」とは、どういうことだと思
おも

い
ますか？今

こんにち

日の人
ひと

でも、それができるので
しょうか？子

こど も

供でも、できるでしょうか？で
は、どうすれば、それができるのでしょうか？

水
す い よ う び

曜日

120 年
ね ん ご

後に、箱
はこぶね

舟は完
かんせい

成しました。
しかし、それでもまだ、ノアは気

き
が

狂
くる

っていると、人
ひとびと

々は思
おも

っていました。そ
れまで、雨

あめ
は降

ふ
ったことがなかったのです。

人
ひとびと

々は、雨
あめ

がどんなものかも知
し

りませんで



60

した。先
せんせい

生と呼
よ

ばれている人
ひと

たちは、み
んなに向

む
かって、心

しんぱい
配しなくてもいいと言

い

いました。たとえ洪
こうずい

水がやってきたとして
も、ノアの箱

はこぶね
舟が浮

う
くことはないだろうと、

彼
かれ

らは考
かんが

えました。

しかし、大
だ い じ

事なのは、ノアが、神
かみさま

様か
ら言

い

われたとおりにすべてを行
おこな

っていたと
いうことです。彼

かれ

は、人
ひとびと

々の言
い

うことなど、
気
き

にしませんでした。ノアには信
しんこう

仰があり
ました。神

かみさま

様がなさろうとしていたことを、
すべて分

わ

かっていたわけではありませんで
したが、ノアと彼

かれ

の家
か ぞ く

族は神
かみさま

様
に信

しんらい

頼し、神
かみさま

様の言
い

われるこ
とに従

したが

っていました。ノアの
家
か ぞ く

族は、全
ぜ ん ぶ

部で何
なんにん

人でした
か？創

そ う せ い き

世記７：13。

何
なん

か月
げつ

も箱
はこぶね

舟の中
なか

で過
す

ごすことになる
ので、たくさんの食

た

べ物
もの

が必
ひつよう

要でした。し
かも、必

ひつよう

要な食
た

べ物
もの

は、自
じ ぶ ん

分たち家
か ぞ く

族の
分
ぶん

だけではないことを、ノアはよく分
わ

かっ
ていました。大

たいりょう

量の食
しょくりょう

糧を集
あつ

めてたくわえ
ているノアを見

み

て、彼
かれ

は頭
あたま

がおかしくなっ
たにちがいないと、人

ひとびと

々は思
おも

いました。
創
そ う せ い き

世記６：21。

そしてある日
ひ

、びっくりするようなこと
が起

お

こりました。あらゆる種
しゅるい

類の鳥
とり

たち
が、羽

は お と

音をひびかせて、箱
はこぶね

舟に向
む

かって
いっせいに飛

と

んでいく
ではありませんか。あ
る鳥

とり

は２羽
わ

ずつ、ま
た あ る 鳥

とり

は ７ 羽
わ

ず
つ、箱

はこぶね

舟に入
はい

ってい
きます。箱

はこぶね

舟の中
なか

で
は、ノアと息

む す こ

子たちが、

用
よ う い

意してあったかご
の中

なか

に、鳥
とり

たちを優
やさ

しく入
い

れていました。

しばらくすると、だ
れかが、「見

み

て、たい
へんだ！」と叫

さけ

びます。今
こ ん ど

度は、あらゆる
種
しゅるい

類の動
どうぶつ

物たちがやってきます。２匹
ひき

ず
つでやってくるものもいれば、７匹

ひき

ずつ
でやってくる動

どうぶつ

物もいます。おとなしく、
完
かんぜん

全な秩
ちつじょ

序をたもちながら、動
どうぶつ

物たちは、
箱
はこぶね

舟の入
いりぐち

口に向
む

かって歩
ある

いていきます。
まるで、だれかが案

あんない

内している
みたいです。船

ふね

の入
いりぐち

口からは、
ノアと息

む す こ

子たちが、動
どうぶつ

物たちの
ために用

よ う い

意されたへやに連
つ

れてい
きました。

そのようすを見
み

ていた人
ひとびと

々は、びっくり
しました。いったい、どういうことだろう？
洪
こうずい

水のときもそのあとも、鳥
とり

や動
どうぶつ

物たちが
生
い

きのびることができるように、天
て ん し

使たち
が彼

かれ

らを導
みちび

いていたことを、人
ひとびと

々は知
し

りま
せんでした。

考
かんが

えてみよう：もしもあなたがその場
ば

に
いたら、あなたには、神

かみさま

様を信
しん

じて従
したが

う
信
しんこう

仰と勇
ゆ う き

気があったと思
おも

いますか？ノア
は、手

ておく

遅れになる前
まえ

に、箱
はこぶね

舟に入
はい

ってくだ
さいと、人

ひとびと

々に呼
よ

びかけていました。けれ
ども、呼

よ

びかけに応
おう

じる人
ひと

は、ほとんどだ
れもいなかったのです。今

こんにち

日の私
わたし

たちは、
神
かみさま

様のために勇
ゆう き

気を出
だ

して、何
なに

をすること
ができるでしょうか？
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木
も く よ う び

曜日

動
ど う

物
ぶつ

たちが箱
はこぶね

舟に入
はい

っていくのを見
み

ていた人
ひとびと

々に向
む

かって、ノアは、
最
さ い ご

後の呼
よ

びかけをしたことでしょう。しか
し、箱

はこぶね
舟に入

はい
ることを選

えら
んだ人

ひと
は、ひとり

もいませんでした。

それから神
かみさま

様は、ノアとその家
か ぞ く

族に、
箱
はこぶね

舟に入
はい

りなさいと言
い

われました。創
そ う せ い き

世記

７：１。船
ふね

の扉
とびら

はあまりにも大
おお

きく、重
おも

た
くて、自

じ ぶ ん

分たちでは閉
と

じることができませ
んでした。とつぜん、稲

いなびかり

光よりも明
あか

るい光
ひかり

が現
あらわ

れました。光
ひか

り輝
かがや

く雲
くも

が近
ちか

づいてくる
と、扉

とびら

がゆっくりと閉
と

じたのです。人
ひとびと

々は、
そのようすをながめていました。（16 節

せつ

）。

人
ひとびと

々は、おたがいを見
み

ました。ある者
もの

は、
恐
おそ

れていました。もしかしたら、ノアのほ
うが正

ただ

しかったのかもしれない、との考
かんが

え
が頭

あたま

をもたげました。それでも、先
せんせい

生と
呼
よ

ばれている人
ひと

たちは、心
しんぱい

配す
る必

ひつよう

要はないと、言
い

いつづけ
ていました。

一
いちにち

日がたち、さらに一
いちにち

日が
たちました。一

いっしゅうかん

週間がたったころには、も
うだれも心

しんぱい

配してはいませんでした。得
と く い

意
になった人

ひとびと

々は、箱
はこぶね

舟のまわりに集
あつ

まって、
盛
せいだい

大なお祝
いわ

いまでひらきました。箱
はこぶね

舟の
中
なか

では、ノアと彼
かれ

の家
か ぞ く

族が、忍
にんたい

耐づよく
待
ま

っていました。それは彼
かれ

らにとって、つ
らい、がまんの時

とき

でした。外
そと

では、自
じ ぶ ん

分
たちをはやしたてる、人

ひとびと

々の笑
わら

い声
ごえ

や

叫
さけ

び 声
ごえ

が 聞
き

こえま
す。けれども彼

かれ

らは、
神
かみさま

様に信
しんらい

頼すること
にしました。

考
かんが

えてみよう：人
ひとびと

々にご自
じぶ ん

分を信
しん

じさせ
るために、神

かみさま

様にできることが、ほかに
もありましたか？いいえ。私

わたし

たちが神
かみさま

様の
律
りっぽう

法を愛
あい

し、それに信
しんらい

頼して従
したが

うことを決
き

めるときに、神
かみさま

様は、箱
はこぶね

舟の中
なか

のノアたち
を守

まも

られたように、私
わたし

たちを守
まも

ることがで
きるのです。もういちど、どんなことがあっ
ても、神

かみさま

様に信
しんらい

頼して従
したが

う決
けっしん

心をしましょ
う。神

かみさま

様は、私
わたし

たちを愛
あい

しておられるから
です。

金
き ん よ う び

曜日

ノアと彼
かれ

の家
か ぞ く

族が箱
はこぶね

舟に入
はい

ってか
ら、１週

しゅうかん
間がたちました。そして

８日
か め

目に、大
おお

きな黒
くろ

い雲
くも

が、空
そら

をおおい
始
はじ

めました。あのようなものは、これ
までだれも見

み
たことがありませんでし

た。それから、稲
いなずま

妻がひらめきました。
雷
かみなり

が、ものすごい音
おと

を立
た

てながら、雲
くも

をかけめぐります。そしていよいよ、大
おおつぶ

粒
の雨

あめ
が降

ふ
りだしました。雨

あめ
は、どんどん

激
はげ

しさを増
ま

すばかりです。人
ひとびと

々の美
うつく

しい
家
いえいえ

々に、次
つぎ

から次
つぎ

へと稲
いなずま

妻がおそいかか
り、建

たてもの
物は、あっという間

ま
にくずれ落

お
ちて

いきました。偶
ぐうぞう

像も祭
さいだん

壇も、くずれ落
お

ち
ました。風

かぜ
はまるで、たつ巻

まき
のようです。

地
じめん

面はふるえ、ゆれ動
うご

いています。
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とつぜん地
じ め ん

面から、ものすごい勢
いきお

いで、
水
みず

がふき出
だ

してきました。大
おお

きな岩
いわ

でも、
空
くうちゅう

中に吹
ふ

きあげるほどの勢
いきお

いです。今
いま

で
は、人

にんげん

間も動
どうぶつ

物も恐
おそ

れおののいています。
人
ひとびと

々は、右
う お う さ お う

往左往〔うろたえてあっちへ
行
い

ったりこっちへ来
き

たりすること〕していま
す。中

なか

には、祈
いの

っている人
ひと

もいます。こぶ
しを天

てん

に向
む

かってふりあげ、神
かみさま

様を呪
のろ

っ
ている者

もの

もいます。ある人
ひと

たちは箱
はこぶね

舟を
たたいて、「頼

たの

むから、中
なか

に入
い

れてくれ！」
と叫

さけ

んでいます。しかし、箱
はこぶね

舟のとびらを
閉
と

じたのは神
かみさま

様であり、それを開
あ

けるこ
とのできる人

ひと

は、だれもいませんでした。
本
ほんとう

当に悪
わる

かったと思
おも

っている人
ひと

は、ひとり
もいないことを、神

かみさま

様はごぞんじでした。
彼
かれ

らの心
こころ

は、少
すこ

しも変
か

えられていなかった
のでした。

恐
おそ

ろしい嵐
あらし

は、６週
しゅうかんちか

間近くも続
つづ

きまし
た。水

みず

かさが増
ま

していくと、箱
はこぶね

舟は浮
う

か
び始

はじ

めました。中
なか

には、船
ふね

にしがみつこう
としている人

ひと

もいました。しかし、岩
いわ

や木
き

にぶつかって船
ふね

から引
ひ

き離
はな

され、おぼれ
死
し

んでしまいました。風
かぜ

と波
なみ

によって船
ふね

は
激
はげ

しく揺
ゆ

れ、前
まえ

と後
うし

ろ、右
みぎ

と左
ひだり

、さらに上
うえ

と下
した

に大
おお

きく揺
ゆ

さぶられました。箱
はこぶね

舟の中
なか

の動
どうぶつ

物たちも、恐
おそ

れおののいていました。
ノアと彼

かれ

の家
か ぞ く

族は、たえず祈
いの

っていました。
天
て ん し

使たちのおかげで、危
き け ん

険がいっぱいの
ように思

おも

われた船
ふなたび

旅は、安
あんぜん

全に守
まも

られて
いました。

ノアの家
か ぞ く

族と箱
はこぶね

舟に入
はい

った動
どうぶつ

物たちの
ほかに、守

まも

られたものがひとつだけありま
した。それは、エデンの園

その

でした。洪
こうずい

水
が起

お

こる前
まえ

に、神
かみさま

様が、園
その

を天
てん

に移
うつ

され
たからでした。アダムとエバをはじめとす
る、救

すく

われる人
ひと

たちのために、園
その

を残
のこ

し
ておきたいと思

おも

われたのでした。やがて、
イエス様

さま

がおいでになった後
あと

に、人
じんるい

類は
ふたたび、エデンの園

その

で楽
たの

しく過
す

ごせるよ
うになるのです。

考
かんが

えてみよう：私
わたし

たちは、何
なに

かまちがっ
たことをしたときに、「悪

わる

かった、ごめんな
さい」と言

い

うことがあります。本
ほんとう

当に悪
わる

かっ
たと思

おも

っているかどうか、神
かみさま

様はご存
ぞん じ

知で
すか？まちがったことをしたら、いつでも
心
こころ

から悪
わる

かったと思
おも

い、「ごめんなさい」
と言

い

えるように、神
かみさま

様に助
たす

けていただきま
しょう。

もっともっともっと学学学
まなまなまなまなまなまな

ぼう！ぼう！ぼう！
★創

そうせいき

世記 5-7 章

★人
じんるい

類のあけぼの上
じょうかん

巻 p.75-104

★あがないの歴
れ き し

史 p.71-85
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神
か み

様
さま

は、 す べ ての
人
ひと

を愛
あい

しておられ
ますか？「いや、われわれ
は、あなたに従

したが
いたくあり

ません」と言
い

う人
ひと

たちでも、
愛
あい

されるのでしょうか？イ
エス様

さま
は、ご自

じ ぶ ん
分を殺

ころ
し

た人
ひと

たちでも、愛
あい

しておら
れるのでしょうか？そう、愛

あい
しておられる

のです。

むかし、神
かみさま

様はある美
うつく

しい都
みやこ

を選
えら

んで、
そこにご自

じ ぶ ん

分の民
たみ

を住
す

まわせ、そこに美
うつく

し
い神

しんでん

殿をつくらせました。人
ひとびと

々は、その都
みやこ

をとても誇
ほこ

りに思
おも

っていました。その町
まち

の
人
ひとびと

々が、人
じんるい

類を救
すく

うというすばらしい約
やくそく

束
について、世

よ

の人
ひとびと

々に話
はな

すことを、神
かみさま

様
は望

のぞ

まれました。イエス様
さま

は、私
わたし

たちを
助
たす

けて、ご自
じ ぶ ん

分の律
りっぽう

法に従
したが

うことを学
まな

べる
ようにし、私

わたし

たちが彼
かれ

とともに、永
えいえん

遠に生
い

きることができるようになるために、私
わたし

た
ちのために死

し

のうとしておられました。

イエス様
さま

は、約
やくそく

束を守
まも

ってくださいまし
た。ところが、彼

かれ

がせっかくそこに来
こ

られ
ても、多

おお

くの人
ひと

たちは、彼
かれ

のことが好
す

きで
はありませんでした。自

じ ぶ ん

分たちの敵
てき

を追
お

い払
はら

って、すべての病
びょうにん

人をなおしてくれる
王
おうさま

様を、彼
かれ

らは望
のぞ

んでいたのです。みん
なをお金

か ね も

持ちにしてくれる王
おうさま

様を、彼
かれ

らは
望
のぞ

んでいたのです。

その特
とくべつ

別な都
みやこ

は、エ
ルサレムと呼

よ

ばれてい
ました。イエス様

さま

がお
いでになったとき、そ
の都

みやこ

の多
おお

くの人
ひと

たちが、
彼
かれ

に向
む

かって「いやだ」
と言

い

ったのでした。

イエス様
さま

は、彼
かれ

らのまちがった考
かんが

えかた
を正

ただ

そうとなさいました。ところが、多
おお

く
の人

ひと

が「いやだ」と言
い

って彼
かれ

を断
ことわ

ったの
で、イエス様

さま

は泣
な

きました。彼
かれ

を望
のぞ

まな
い人

ひと

たちは、いつか敵
てき

がやってきたとき
に、安

あんぜん

全でなくなることをご存
ぞん

じだったの
です。彼

かれ

らの敵
てき

は、エルサレムと神
しんでん

殿を
焼
や

きはらうようになるのでした。その時
とき

に
は、すべてが荒

あ

れはててしまうのでした。
悲
かな

しいことですね。

しかし、ほとんどの人
ひと

がイエス様
さま

に「い
やだ」と言

い

う中
なか

で、彼
かれ

に「はい」と言
い

うこ
とを選

えら

ぶ、わずかばかりの人
ひと

たちがいるこ
ともご存

ぞ ん じ

知でした。そこでイエス様
さま

は、敵
てき

がやってきたらどうすればよいかを、弟
で し

子
たちに話

はな

されました。弟
で し

子たちは、イエス
様
さま

を信
しん

じるすべての人
ひと

に、彼
かれ

の言
い

われた
ことを伝

つた

えようとしました。

それは、じっさいに敵
てき

がやってくる、40
年
ねんまえ

前のことでした。敵
てき

がやってくる前
まえ

に、
エルサレムは、多

おお

くの恐
おそ

ろしい警
けいこく

告〔よく

お話
はな

しひろば 

神
か み さ ま

様に 「いやだ」 と言
い

った都
みやこ

パティー・リン・ガスリー
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ないことが起
お

こりそうなので、気
き

をつける
よう告

つ

げ知
し

らせること〕を受
う

けていました。
７年

ねんかん

間、奇
きみょう

妙な人
ひと

が、街
まち

じゅうを歩
ある

きま
わって、悲

かな

しげに「エルサレムの住
じゅうみん

民は
災
わざわ

いだ！災
わざわ

いだ！災
わざわ

いだ！」と叫
さけ

んでいまし
た。何

なに

か恐
おそ

ろしいことが起
お

こると、告
つ

げて
いたのでした。

日
ひ

が沈
しず

むころ、雲
くも

の上
うえ

に、戦
たたか

いに出
で

て
いこうとしている、兵

へいたい

隊と戦
せんしゃ

車のようなも
のが現

あらわ

れました。ある真
ま よ な か

夜中には、エル
サレムの大

おお

きくて重
おも

たい門
もん

のひとつが、
だれもさわっていないのに、ひとりでに開

ひら

いたことがありました。宮
みや

と祭
さいだん

壇の上
うえ

に、
奇
きみょう

妙な光
ひかり

が輝
かがや

いたこともありました。地
じ し ん

震
もありました。「ここを出

で

ていこう」という
人
ひとびと

々の声
こえ

が、どこからともなく聞
き

こえてき
たこともありました。

ついに、敵
てき

の軍
ぐんたい

隊が攻
せ

めてきました。
敵
てき

は、都
みやこ

を取
と

り囲
かこ

みました。ところが、
奇
き せ き

跡が起
お

こりました。敵
てき

が今
いま

にも都
みやこ

を占
せんりょう

領
しようとしたそのとき、とつぜん、軍

ぐんたい

隊が
引
ひ

きあげて行
い

ってしまったのです。エル
サレムを守

まも

っていた兵
へいたい

隊たちは、敵
てき

を追
お

いかけました。クリスチャンたちは、そ
のすきに、都

みやこ

を離
はな

れることができました。
イエス様

さま

の言
い

われたことを覚
おぼ

えていたの
で、そのお言

こ と ば

葉に従
したが

ったのでした。マタ

イ 24：16 ～ 20。

敵
てき

が戻
もど

ってきたとき、エルサレムに残
のこ

っ
ているクリスチャンは、ひとりもいません
でした。全

ぜんいん

員、安
あんぜん

全な場
ば し ょ

所に逃
のが

れていた
のです。

敵
てき

の軍
ぐんたい

隊はエルサレムの都
みやこ

に侵
しんにゅう

入し、

何
なんまん

万という人
ひと

たちを殺
ころ

しました。さらに、
イエス様

さま

がおっしゃったとおり、都
みやこ

と神
しんでん

殿
を焼

や

きはらってしまいました。

前
まえ

もって、やるべきことを話
はな

しておられ
たイエス様

さま

に、クリスチャンの人
ひと

たちは
感
かんしゃ

謝したと思
おも

いますか？イエス様
さま

に「はい」
と言

い

ってよかったと、彼
かれ

らは思
おも

ったことで
しょう。

あなたは今
いま

、イエス様
さま

に向
む

かって「はい」
と言

い

ってはいかがでしょうか？どうすれば、
敵
てき

であるサタンから安
あんぜん

全に守
まも

られるかを
教
おし

えてくださっていることを、彼
かれ

に感
かんしゃ

謝し
てはいかがでしょうか？
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日
に ち よ う び

曜日

天
て ん

使
し

たちは恐
おそ

ろしいあらしの間
あいだ

、
ずっと箱

はこぶね
舟を安

あんぜん
全に守

まも
っていま

した。ついに、40 日
にち

という長
なが

い日
ひ

にち
がたってから、雨

あめ
はやみました。今

いま
では、

世
せかいじゅう

界中が一
ひと

つの大
おお

きな海
うみ

でした。陸
りく

のたっ
た一

ひと
つの小

ちい
さなかけらさえ、見

み
わたす限

かぎ
り

どこにもありませんでした。一
いちばんたか

番高い山
やま

の

頂
ちょうじょう

上 は、水
みず

の何
なん

メートルも下
した

にありまし
た。箱

はこぶね
舟の中

なか
に入

はい
っていなかった人

ひとびと
々や

動
どうぶつ

物たちはすべて、おぼれ死
し

んでしまって
いました。

神
かみさま

様はノアとその家
か ぞ く

族、そして動
どうぶつ

物たち
のことをひと時

とき

もお忘
わす

れになっていません
でした。それどころか神

かみさま

様は、風
かぜ

が吹
ふ

き
荒
あ

れて水
みず

を乾
かわ

かしている間
あいだ

に、箱
はこぶね

舟がそっ
と静

しず

かに停
て い し

止していられるように、いくつ
かの山

やま

の頂
ちょうじょう

上の間
あいだ

に特
とくべつ

別な場
ば し ょ

所を用
よ う い

意な
さっていました。（創

そ う せ い き

世記 8：1 ～ 4）。

さて、何
なに

ヶ月
げつ

も時
とき

がたちました。ノアと
彼
かれ

の家
か ぞ く

族は動
どうぶつ

物たちの世
せ わ

話に忙
いそが

しく、そ
れぞれにとって一

い ち ば ん よ

番良いように、彼
かれ

らがで
きることを尽

つ

くしました。波
なみ

の上
うえ

に放
ほう

り出
だ

されるのが止
と

まったことは、ほっとするこ
とだったにちがいありません。

でも彼
かれ

らは、山
やまやま

々の頂
ちょうじょう

上が水
みず

から頭
あたま

を
のぞかせ始

はじ

めるまでに、まだ約
やく

３ヶ月
げつ

も待
ま

たなくてはなりませんでした。（5 節
せつ

）。そ
れから、ある日

ひ

のことです。ノアは箱
はこぶね

舟の
窓
まど

を開
あ

けました。どんなに彼
かれ

と彼
かれ

の家
か ぞ く

族
たちが、水

みず

がだんだん引
ひ

いて、陸
り く ち

地があ

空
そら

の中
なか

の神
かみさま

様の約
やくそく

束
かみさまかみさま

第
だい

9 章
しょう

子供のための日々の
聖書研究ガイド

「すなわち、わたしは雲
くも

の中
なか

に、にじを置
お

く。

これがわたしと地
ち

との間
あいだ

の契
けいやく

約のしるしとなる。」

創
そうせいき

世記 9 章
しょう

13 節
せつ

くも なか

暗暗暗
あんしょうせいくあんしょうせいくあんしょうせいくあんしょうせいくあんしょうせいくあんしょうせいく

唱聖句唱聖句唱聖句
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らわれていくのを今
いま

か今
いま

かと待
ま

っていた
か、想

そうぞう

像してみてください。

ノアは地
じ め ん

面が乾
かわ

いているかどうか見
み

る
ために、真

ま

っ黒
くろ

なカラスを窓
まど

から放
はな

しまし
た。カラスはどうしたでしょう？（6、7 節

せつ

）。
ほかの鳥

とり

は陸
りく

を見
み

つけることができました
か？（8、9 節

せつ

）。ハトはきっと箱
はこぶね

舟の中
なか

の
お世

せ わ

話とごはんのために、戻
もど

ってくること
がうれしかったにちがいありません。

考
かんが

えてみよう：あなたはこれまでに、何
なに

かあなたが長
なが

いこと楽
たの

しみにいているでき
ごとを待

ま

っていて、いらいらしたことがあり
ますか？あなたはそのことでぐちを言

い

った
り小

こご と

言を言
い

ったりしましたか？それらは何
なに

か助
たす

けになりましたか？いいえ。神
かみさま

様はノ
アと彼

かれ

の家
かぞ く

族が我
がま ん

慢できるように助
たす

けてく
ださいました。そして同

おな

じように私
わたし

たちも
我
がま ん

慢できるように助
たす

けることがおできにな
ります。

月
げ つ よ う び

曜日

もう少
すこ

し水
みず

が引
ひ

いていくのをノアが
待
ま

つことにしてから一
いっ

週
しゅうかん

間がたち
ました。それから彼

かれ
はハトをもう一

いちどそと
度外に

放
はな

しました。今
こんど

度はどんなことが起
お

こりま
したか？（創

そうせいき
世記 8：10 ～ 12）。

みんながどんなに興
こうふん

奮したか想
そうぞう

像でき
ますか？葉

は

っぱです！本
ほんもの

物の、生
い

きた、み
どりの葉

は

っぱです！ということは、 再
ふたた

び
植
しょくぶつ

物が生
は

えはじめたということなのです。

彼
かれ

らはできるかぎり早
はや

く、箱
はこぶね

舟の覆
おお

いを取
と

り外
はず

しました。神
かみさま

様は中
なか

にいるものたちが
新
しんせん

鮮な空
く う き

気をいつでも吸
す

えるように箱
はこぶね

舟
を設

せっけい

計なさっていました。とはいうものの、
日
ひ

の光
ひかり

はどんなに心
こ こ ち

地よかったことでしょ
う！

神
かみさま

様は、まだ箱
はこぶね

舟の扉
とびら

を彼
かれ

らのために
開
あ

けてくださらなかったので、そこでみん
なは箱

はこぶね

舟から出
で

るためには、神
かみさま

様の用
よ う い

意
がまだできていないことを知

し

りました。

じっと、みんなはもう一
い っ し ゅ う か ん

週間待ちました。
ついに、待

ま

ちに待
ま

ったすばらしい言
こ と ば

葉を
神
かみさま

様が言
い

われるのをみんなは聞
き

きました。
ひとりの天

て ん し

使が下
お

りてきて、大
おお

きな大
おお

きな
扉
とびら

を開
あ

けました。15 ～ 19 節
せつ

を読
よ

んでみ
てください。

鳥
とり

たちや動
どうぶつ

物たちが箱
はこぶね

舟から出
で

てきた
とき、どのようにふるまったと思

おも

います
か？うれしかった？もちろんです。鳥

とり

たち
は大

おおぞら

空に舞
ま

いあがっていき、動
どうぶつ

物たちは、
走
はし

り回
まわ

ったり、地
じ め ん

面を転
ころ

げまわったりしま
した。やっと、長

なが

い長
なが

い待
ま

ち時
じ か ん

間は終
お

わ
りました。みんなは乾

かわ

いた地
じ め ん

面にふたた
び足

あし

をおろしました。

考
かんが

えてみよう：あなたは今
いま

までにうれし
い思

おも

いとかなしい思
おも

いを同
どう じ

時に感
かん

じたこと
はありますか？もしかしたら、ノアはあたり
を見

みまわ

回して、洪
こうずいまえ

水前とは世
せか い

界がまるで違
ちが

っ
ているのを見

み

たときに、そのように感
かん

じた
かもしれません。でも一

いちばん

番に、ノアは感
かんしゃ

謝
しました。そしてわたしたちが神

かみさま

様に信
しんらい

頼
しているかぎり、わたしたちもまたいつも
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感
かんしゃ

謝することができるのです。

火
か よ う び

曜日

ノアとその家
か ぞ く

族が箱
はこぶね

舟から出
で

て、
一
いちばんさいしょ

番最初にしたのは、犠
ぎ せ い

牲をささ
げたことでした。ノアは箱

はこぶね
舟の中

なか
ですごし

た何
なん

か月
げつ

もの間
あいだ

、自
じぶん

分たちを生
い

かし守
まも

っ
てくださった神

かみさま
様に、感

かんしゃ
謝しました。彼

かれ
は

だいぶ前
まえ

に神
かみさま

様が約
やくそく

束してくださった、イ
エス様

さま
がおいでになり、わたしたちのため

に死
し

んでくださり、それによってわたした
ちが永

えいえん
遠に生

い
きることができるようになる

こともまた、神
かみさま

様に感
かんしゃ

謝しました。ノアが
犠
ぎ せ い

牲をささげた時
とき

、神
かみさま

様はノアがまことに
神
かみさま

様を信
しん

じることを選
えら

んでいることをお 喜
よろこ

びになりました。

でも、ノアはまた洪
こうずい

水がやってくること
があるのではないかと心

しんぱい

配したかもしれま
せん。神

かみさま

様は彼
かれ

らになんと約
やくそく

束なさったで
しょうか？（創

そ う せ い き

世記 9：11）。

神
かみさま

様はご自
じ ぶ ん

分の約
やくそく

束
の 美

うつく

しいしるしを、 彼
かれ

らにお与
あた

えになるとおっ
しゃいました。 そ れ は
虹
にじ

でした。虹
にじ

ですって？
虹
にじ

ってなんでしょう？誰
だれ

も
今
いま

まで虹
にじ

を見
み

たことがあ
りませんでした。

「みてごらん」と誰
だれ

か
が言

い

いました。そこには、
みんなの前

まえ

にアーチを描
か

き、想
そうぞう

像できないくらい

の美
うつく

しい虹
にじ

があったのです。12 ～ 17 節
せつ

を読
よ

んでください。神
かみさま

様の約
やくそく

束を私
わたし

たち
に思

おも

い出
だ

させる、なんと美
うつく

しい方
ほうほう

法なの
でしょう！

考
かんが

えてみよう：わたしたちが虹
にじ

を見
み

ると
きはいつも、それが一

いちばんさいしょ

番最初に現
あら

われた
時
とき

のことと、神
かみさま

様がわたしたちに与
あた

えてく
ださった約

やくそく

束を思
おも

い出
だ

すことができます。
あなたは洪

こうずい

水のことを聞
き

いたことがありま
すか？そうです。サタンはいくつか恐

おそ

ろし
い洪

こうずい

水を作
つく

り出
だ

します。でも最
さいしょ

初の虹
にじ

から
全
ぜんせかい

世界を覆
おお

うほどの洪
こうずい

水が起
お

きたことがあ
るでしょうか？いいえ。わたしたちはいつ
も神

かみさま

様の約
やくそく

束に信
しんらい

頼しているのです。ち
がいますか？

水
す い よ う び

曜日

ノアがわたしたちの知
し

っている世
せかい

界
を 見

み ま わ
回 した 時

とき
、 それ はノアが

洪
こうずいまえ

水前に住
す

んでいたの
と同

おな
じ世

せかい
界とは思

おも
えな

いほど違
ちが

っていました。
以
いぜん

前の世
せかい

界は罪
つみ

のせい
で、とげやアザミやほ
かの悪

わる
い部

ぶ ぶ ん
分があった

としても、まだどこもか
しこもうつくしいと彼

かれ
は

思
おも

っていました。

緑
みどり

があり、ゆるやか
な丘

おか

はつづき、たくさ
んの種

しゅるい

類の木
き ぎ

々がなす
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森
もり

があり、食
しょくもつ

物がたくさん実
みの

った菜
さいえん

園があ
りました。どんなにノアの家

か ぞ く

族たちが菜
さいえん

園
からの新

しんせん

鮮な果
くだもの

物や野
や さ い

菜に飢
う

えていたか、
想
そうぞう

像できるでしょうか？

ところが今
いま

、この世
せ か い

界はからっぽのよ
うでした。ぎざぎざの岩が至

いた

る所
ところ

にあり、
山
やまやま

々には一
いっぽん

本だって木
き

が立
た

っていません
でした。洪

こうずい

水の前
まえ

、そこには大
おお

きい湖
みずうみ

や
小
ちい

さい湖
みずうみ

がありました。今
いま

はというと、大
おお

きな海
うみ

が広
ひろ

がっていました。

金
きん

や銀
ぎん

、宝
ほうせき

石が地
じ め ん

面の上
うえ

にそのまま転
ころ

がっていたのと同
おな

じ場
ば し ょ

所は、今
いま

やからっ
ぽで、醜

みにく

い場
ば し ょ

所となっていました。美
うつく

し
い森

もり

、金
きん

や銀
ぎん

、ダイアモンド、その他
た

の
宝
ほうせき

石はすべて地
じ め ん

面の中
なか

に深
ふか

く深
ふか

く埋
う

められ
てしまっていました。

人
ひとびと

々が建
た

てた美
うつく

しい家
いえ

や神
しんでん

殿は、彼
かれ

ら
の偶

ぐうぞう

像と一
いっしょ

緒にすべて、粉
こなごな

々に打
う

ち壊
こわ

さ
れ、なくなっていました。

それから、ノアはほかのことを思
おも

いま
した。強

つよ

い動
どうぶつ

物たちが、野
や せ い

生になってし
まうとどうなるのでしょうか？彼

かれ

らは簡
かんたん

単
に人

ひとびと

々を傷
きず

つけ、殺
ころ

すことができました。
天
て ん き

気はどうなってしまうのでしょう？以
い ぜ ん

前の
ように、食

しょくもつ

物は育
そだ

つのでしょうか？

神
かみさま

様はノアのすべての思
おも

いを知
し

ってお
られました。そしてノアにお答

こた

えになりま
した。

考
かんが

えてみよう：地
ち か ふ か

下深くに埋
う

もれてしまっ
た洪

こうずい

水の前
まえ

にあった大
おお

きな森
もり

が、わたし
たちの使

つか

っている石
せきたん

炭や油
あぶら

になっているこ

とを知
し

っていましたか？神
かみさま

様は、わたした
ちすべての大

おお

きな、また小
ちい

さい問
もんだい

題につ
いても、答

こた

えをご存
ぞん じ

知でしょうか？もちろん
です。あなたは、神

かみさま

様が解
かいけつ

決してくださっ
た心

しんぱい

配ごとを何
なに

か考
かんが

えてみることができま
すか？

木
も く よ う び

曜日

洪
こ う

水
ずい

の後
あと

、地
ちきゅう

球はどのようになる
と神

かみさま
様はノアにおっしゃいました

か？創
そうせいき

世記 8：22 を読
よ

んでください。きっ
とノアは洪

こうずい
水の後

あと
のために、植

しょくぶつ
物の種

たね
を

大
たいせつ

切に保
ほ か ん

管していたのでしょう。そして
今
いま

、種
たね

はちゃんと成
せいちょう

長し、みんなが食
た

べ
るために収

しゅうかく
穫することができました。

神
かみさま

様はノアに、野
や せ い

生の動
どうぶつ

物たちについ
てもお語

かた

りになりました。何
なに

といわれたで
しょうか？創

そ う せ い き

世記9：1、 2を読
よ

んでください。

神
かみさま

様が初
はじ

めに鳥
とり

や、魚
さかな

、そして動
どうぶつ

物た
ちをおつくりになった時

とき

、みんなおだやか
で人

ひと

になれていました。ところが、罪
つみ

が
入
はい

ってきた後
あと

は、動
どうぶつ

物たちは以
い ぜ ん

前のよう
に人

ひとびと

々を信
しんよう

用しなくなりました。それどこ
ろか、彼

かれ

らの多
おお

くが危
き け ん

険な生
い

き物
もの

になりま
した。神

かみさま

様は彼
かれ

らが人
ひと

を傷
きず

つけることが
できることを知

し

っておられたので、動
どうぶつ

物た
ちが人

にんげん

間たちをこわがるようになさいまし
た。

非
ひじょう

常に大
おお

きくて危
き け ん

険ないくつかの動
どうぶつ

物
たちは、箱

はこぶね

舟の中
なか

に入
い

れられませんでし
た。彼

かれ

らは洪
こうずい

水でおぼれ死
し

んで、ほかの
動
どうぶつ

物たちや人
にんげん

間たちとともに地
ちきゅう

球に葬
ほうむ

ら
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れました。わたしたちはこれらの動
どうぶつ

物たち
が洪

こうずいまえ

水前は地
ちじょう

上に生
い

きていたということを
知
し

っています。なぜならある人
ひとびと

々がこれら
の動

どうぶつ

物たちの骨
ほね

のいくつかを掘
ほ

り出
だ

してい
るのを見

み

るからです。

洪
こうずいまえ

水前、 神
かみさま

様はわたしたちがずっと
健
けんこう

康で幸
こうふく

福でいられるような、もっともよ
い食

しょくもつ

物を教
おし

えて下
くだ

さいました。それらが
なんであったか、覚

おぼ

えていますか？たくさ
んの種

しゅるい

類のおいしい果
くだもの

物に穀
こくもつ

物、そして
木の実（ナッツ）がありましたね。今

いま

、
神
かみさま

様はそれらに野
や さ い

菜をくわえられました。
神
かみさま

様はわたしたちが健
けんこう

康でいるために、
それらを食

た

べることが重
じゅうよう

要であることをご
存
ぞん

じであったからです。

考
かんが

えてみよう：いったいどんな種
しゅるい

類の
動
どうぶつ

物たちがおだやかで、またどんな種
しゅるい

類

の動
どうぶつ

物たちが野
やせ い

生となっているでしょうか。
野
やせい

生の動
どうぶつ

物たちは、人
にんげん

間が彼
かれ

らのじゃまを
しない限

かぎ

り、たいていは今
いま

でも人
ひと

を恐
おそ

れま
す。あなたは彼

かれ

らに気
き

を付
つ

けていますか？
どのようにして？あなたは野

やさ い

菜を好
す

きにな
れるよう、がんばっていますか？もうすでに
好
す

きな野
やさい

菜は何
なん

ですか？

金
き ん よ う び

曜日

洪
こ う

水
ずい

の前
まえ

、神
かみさま

様は人
ひとびと

々に動
どうぶつ

物を殺
ころ

したり、食
た

べたりしてよいとのお
許
ゆる

しを与
あた

えておられませんでした。ところ
が種

たね
が育

そだ
ち、食

た
べ物

もの
ができるまでには、

まだしばらく時
じ か ん

間がかかりそうでした。そ
こで神

かみさま
様は、ノアとその家

か ぞ く
族に、神

かみさま
様が

「清
きよ

い」と言
い

われた、決
き

まった動
どうぶつ

物をたべ
てよいとおゆるしになりました。

箱
はこぶね

舟の中
なか

に動
どうぶつ

物たちや鳥
とり

たちが入
はい

った
時
とき

、あるものは二
に ひ き

匹ずつ、またほかのも
のは七

なな

匹
ひき

ずつであったのを覚
おぼ

えています
か？神

かみさま

様が「清
きよ

くない」と言
い

われた動
どうぶつ

物
たちは、二

に ひ き

匹ずつ中
なか

に入
はい

りました。神
かみさま

様
はこれらの動

どうぶつ

物たちは人
ひと

にとって良
よ

い食
た

べ物
もの

ではないことをご存
ぞ ん じ

知でした。これら
の清

きよ

くない動
どうぶつ

物たちのあるものたちは、ほ
かの動

どうぶつ

物さえも食
た

べてしまいます。

鳥
とり

や動
どうぶつ

物の肉
にく

は決
けっ

して私
わたし

たちの体
からだ

に
とって、最

もっとも

も良
よ

い食
た

べ物
もの

ではありません。
その上

うえ

現
げんだい

代では、動
どうぶつ

物たちには多
おお

くの
病
びょうき

気があって、彼
かれ

らを食
た

べることは安
あんぜん

全で
はありません。神

かみさま

様はわたしたちに、イエ
ス様

さま

がおいでになる前
まえ

には、植
しょくぶつ

物だけを
食
た

べ物
もの

として食
た

べるようにと言
い

われました。
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レビ記
き

の 11 章
しょう

には、ちょうど神
かみさま

様が
「清

きよ

い」、また「清
きよ

くない」とおっしゃっ
た動

どうぶつ

物たちの種
しゅるい

類がモーセによって書
か

か
れています。

神
かみさま

様は肉
にく

を食
た

べるときには、決
けっ

して肉
にく

の中
なか

に血
ち

を残
のこ

してはならないと言
い

われま
した。それは注

ちゅういぶか

意深く、抜
ぬ

き出
だ

さなくては
なりませんでした。なぜなら血

けつえき

液は、わ
たしたちの体

からだ

の中
なか

のあらゆる器
き か ん

官を通
とお

っ
て大

だ い じ

事なものを運
はこ

んでいるだけでなく、
細
さいきん

菌も一
いっしょ

緒に運
はこ

んでわたしたちを病
びょうき

気に
することができるからです。

そしてまた神
かみさま

様は、肉
にく

の中
なか

の脂
し ぼ う

肪は食
た

べてはならないと言
い

われました。わたし
たちはお肉

にく

の中
なか

に入
はい

っている脂
し ぼ う

肪がどん
なに危

き け ん

険であるかを知
し

っています。それ
は重

おも

い病
びょうき

気の原
げんいん

因になります。どれほど
神
かみさま

様は親
しんせつ

切にノアとその家
か ぞ く

族が、洪
こ う ず い ご

水後
の世

せ か い

界での生
せいかつ

活を始
はじ

めるにあたって、
注
ちゅういぶか

意深くいろんなことを説
せつめい

明なさったこと
でしょう。

考
かんが

えてみよう：神
かみさま

様は動
どうぶつ

物たちをこれ
以
いじょう

上わたしたちに食
た

べてほしくないのだと
わたしたちが知

し

ったときも、そのおいしい
味
あじ

を知
し

ってしまったわたしたちは動
どうぶつ

物たち
を食

た

べ続
つづ

けてもいいと思
おも

いますか？聖
せいしょ

書は
わたしたちの体

からだ

は、わたしたちの心
こころ

に語
かた

り
かける神

かみさま

様の聖
せいれい

霊の宮
みや

であると言
い

っていま
す。わたしたちはいつでも、わたしたちの
心
こころ

を健
けんこう

康にたもち、聖
せいれい

霊がわたしたちに
語
かた

りかけるのを聞
き

くことができるようにして
おく必

ひつよう

要があります。

もっともっともっと学学学
まなまなまな

ぼう！ぼう！ぼう！

★創
そうせいき

世記 8；9：1-7

★人
じんるい

類のあけぼの上
じょうかん

巻 p.105-111

★あがないの歴
れ き し

史 p.85-87
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皆
み な

さんは火
かざん

山
を知

し
ってい

ますか？火
か ざ ん

山は恐
おそ

ろしいにちがいあり
ません。いったいい
つ火

か ざ ん
山が突

とつぜんふ
然噴き

出
だ

すのか、誰
だれ

も知
し

りません。 地
ちきゅう

球 の
地
ち か ふ か

下深くで燃
も

えている熱
あつ

い火
ひ

がガスを押
お

し出
だ

し、突
とつぜんそとがわ

然外側にガスが噴
ふ

き出
だ

され、
大
おお

きな穴
あな

を作
つく

ってしまいます。ホコリと
灰
はい

、炎
ほのお

と煙
けむり

、熱
あつ

い湯
ゆ げ

気、大
おお

きな岩
いわ

、溶
ようがん

岩
が爆

ばくはつ
発します。それらは空

くうきちゅう
気中に高

たかだか
々と

噴
ふ

き出
だ

し、また落
お

ちてきて、山
やまづ

積みになり、
火
かざん

山と呼
よ

ばれる山
やま

を作
つく

ります。

上
うえ

の写
しゃしん

真で見
み

れる、美
うつく

しいヘレン山
やま

も
火
か ざ ん

山の一
ひと

つです。その形
かたち

はまるでアイス
クリームのコーンのような形

かたち

で、その高
たか

さは約
やく

2.4Km 以
いじょう

上あります。年
とし

はきっと
1000 歳

さいいじょう

以上でしょう。それほど年
とし

を取
と

っ
ているというのに、まだ「生

い

きて」います。
約
やく

25 年
ねんまえ

前に、その地
ち か ふ か

下深くでふたたび
噴
ふ ん か

火する用
よ う い

意ができました。

多
おお

くの人
ひと

たちが美
うつく

しいヘレン山
やま

のそば
に住

す

んでいました。みんなはその山
やま

の家
いえ

が大
だ い す

好きでした。そしてみんなは、日
ひ

に
日
ひ

に危
き け ん

険が近
ちか

づいているなんて、信
しん

じら
れませんでした。

政
せ い ふ

府 は、 人
ひとびと

々 に
ヘレン山

やま

が目
め ざ

覚めた
合
あ い ず

図 が 現
あら

わ れ たと
警
けいこく

告を発
はっ

しました。そ
して再

ふたた

び、噴
ふ ん か

火する
だろうと、発

はつげん

言しまし
た。それにもかかわ
らず、ほとんどだれも

が警
けいこく

告に注
ちゅうい

意を払
はら

いませんでした。

4 週
しゅうかんご

間後、ヘレン山
やま

の片
かたほう

方がふくれ上
あ

がり始
はじ

めました。それから氷
こおり

が爆
ばくはつ

発し、
灰
はい

、そして岩
いわ

が山
やま

のてっぺんから噴
ふ

き出
だ

し始
はじ

めたのです。しばらくすると、雪
ゆき

が積
つ

もって美
うつく

しかったヘレン山
やま

は、もう白
しろ

くは
ありませんでした。灰

はいいろ

色でみにくく見
み

えま
した。政

せ い ふ

府は、この山
やま

のそばに住
す

んでい
る人

ひとびと

々に今
いま

すぐに家
いえ

から出
で

て避
ひ な ん

難するよう
にと言

い

いました。多
おお

くの人
ひと

たちが避
ひ な ん

難した
のですが、ある一

ひ と り

人の男
おとこ

の人
ひと

は、何
なに

が起
お

こっても自
じ ぶ ん

分は
絶
ぜったい

対にこの家
いえ

からでてい か
な いと、 言

い

い
張
は

りました。そ
して彼

かれ

はそうし
ました。 また
数
すうめい

名 のキャン
プ愛

あ い こ う か

好家たち
は、 警

けいこく

告に全
まった

お話
はな

しひろば 

噴
ふ ん か

火した山
や ま

パティー・リン・ガスリー
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く注
ちゅうい

意を払
はら

いませんでした。

今
いま

、多
おお

くの人
ひと

たちが、ヘレン山
やま

につい
てのニュースを見

み

て関
かんしん

心を持
も

っていまし
た。

ある日
ひ

、先
さき

に家
いえ

から避
ひ な ん

難していた幾
いくにん

人
かが、荷

に も つ

物を取
と

りに家
いえ

に戻
もど

りたいといい
だしました。そこで警

けいさつ

察は、彼
かれ

らが家
いえ

に
戻
もど

ってからまた帰
かえ

ってこさせることにしまし
た。警

けいさつ

察は次
つぎ

の日
ひ

の 10 時
じ

にほかの人
ひと

た
ちも同

おな

じようにさせる計
けいかく

画を立
た

てました。

翌
よくじつ

日は天
て ん き

気がよく、とても美
うつく

しい日
ひ

で
した。ところが突

とつぜん

然、朝
あさ

の 8 時
じ

32 分
ふん

に
それは起

お

こりました。ヘレン山
やま

が噴
ふ ん か

火し
たのです。巨

きょだい

大な氷
こおり

のかべや木
き

や岩
いわ

が、
飛
ひ こ う き

行機と同
おな

じくらいの速
はや

さで、山
さんぷく

腹に転
ころ

がり落
お

ちました。それは一
い ち じ か ん

時間に 800 キ
ロの速

はや

さでした。そして地
じ し ん

震も起
お

こりまし
た。何

なん

トンもの岩
いわ

や木
き ぎ

々が山
やま

のそばに滑
すべ

り落
お

ちてきました。山
やま

のそばに生
せいかつ

活してい
た数

すうせん

千もの動
どうぶつ

物たちが、瞬
しゅんじ

時に殺
ころ

されま
した。そして 57 名

めい

もの人
ひと

たちが亡
な

くなり
ました。その中

なか

には自
じ ぶ ん

分の家
いえ

から避
ひ な ん

難す
ることを拒

こば

んだ男
おとこ

の人
ひと

や、警
けいこく

告に従
したが

わな
かったキャンプ愛

あ い こ う か

好家たちも含
ふく

まれていま
した。

噴
ふ ん か

火なんてするはずがないと信
しん

じな
かった、ヘレン山

やま

のそばに住
す

んでいた人
ひと

たちのように、現
げんざいひとびと

在人々はイエス様
さま

がまも
なくおいでになるしるしを本

ほんとう

当に信
しん

じてい
ないのではないでしょうか？聖

せいしょ

書は、イエ
ス様

さま

のおいでにどのようにわたしたちが備
そな

えられるかを教
おし

えています。わたしたちは
そのお声

こえ

に耳
みみ

を傾
かたむ

けているでしょうか？
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日
に ち よ う び

曜日

洪
こ う

水
ずい

の水
みず

が引
ひ

いた後
あと

、ノアと彼
かれ

の
家
か ぞ く

族はついに箱
はこぶね

舟から出
で

ました。
そしてまず最

さいしょ
初にしたことは、みんなを

守
まも

ってくださった神
かみさま

様に感
かんしゃ

謝をささげるこ
とでした。そして神

かみさま
様はみんなに一

ひと
つの

虹
にじ

の約
やくそく

束をお与
あた

えになりました。神
かみさま

様の
お約

やくそく
束は何

なん
だったでしょう？

さぁ、今
こ ん ど

度は仕
し ご と

事を始
はじ

めなくてはなりま
せん。彼

かれ

らが一
いちばんはじ

番初めにしたことは何
なん

だっ
たと思

おも

いますか？家
いえ

を建
た

てる？それとも耕
たがや

して庭
にわ

に植
しょくぶつ

物を植
う

えたでしょうか？みんな
忙
いそが

しかったと思
おも

いますか？もちろんです。

でも忘
わす

れてはいけないのが、箱
はこぶね

舟か
ら出

で

た後
あと

、忙
いそが

しかったのは、ノアとその
家
か ぞ く

族だけではなかったということです。サ
タンも忙

いそが

しかったのです。今
いまかれ

彼は、ますま
す神

かみさま

様が大
だいきら

嫌いでした。サタンは、神
かみさま

様
についての自

じ ぶ ん

分のウソをまた人
ひとびと

々に信
しん

じさ
せるために、自

じ ぶ ん

分と悪
あ く て ん し

天使たちができるこ
とは何

なん

でもしようと、固
かた

く決
けっしん

心しました。

天
てん

において、また罪
つみ

が入
はい

ってくる前
まえ

の
わたしたちの世

せ か い

界では、天
て ん し

使たちと同
おな

じよ
うに、アダムとエバも全

まった

く幸
こうふく

福でした。彼
かれ

らは自
し ぜ ん

然と神
かみさま

様の律
りっぽう

法に従
したが

っていました。
実
じっさい

際に、だれもその規
き そ く

則について考
かんが

えた
ことはありませんでした。

ルシファーが罪
つみ

を犯
おか

してから、どれほど
いろんなことが違

ちが

っていったことでしょう！
天
てんごく

国では、一
ひ と り ひ と り

人一人の天使が、神
かみさま

様を信
しん

じるかそれともサタンを信
しん

じるかを選
えら

びま
した。ほとんどの天

て ん し

使は神
かみさま

様に忠
ちゅうじつ

実に従
したが

うことを選
えら

びました。ところが、サタンが
エバにウソをついたとき、エバは神

かみさま

様を
信
しん

じないでサタンを信
しん

じることを選
えら

んだの
です。それからというもの、わたしたちは
自
し ぜ ん

然に神
かみさま

様に反
はんこう

抗するようになってしまっ
たのです。

でも、わたしたちが決
けっ

して忘
わす

れてはな
らないことは、わたしたちは今

いま

でも選
えら

ぶこ
とができるということです。わたしたちは
サタンに従

したが

わなくてもよいのです。そして
神
かみさま

様は、もし私
わたし

たちが神
かみさま

様に求
もと

めるなら、
いつでも助

たす

けてくださいます。

おろかな建
けんちくしゃ

築者たち
けんちくしゃけんちくしゃ

第
だい

10 章
しょう

子供のための日々の
聖書研究ガイド

「神
かみ

は天
てん

から人
ひと

の子
こ

を見
み

おろして、賢
かしこ

い者
もの

、神
かみ

を尋
たず

ね求
もと

める者
もの

があるかないかを見
み

られた」。

詩
し へ ん

編 53 編
ぺん

2 節
せつ

暗暗暗
あんしょうせいくあんしょうせいくあんしょうせいく

唱聖句唱聖句唱聖句
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考
かんが

えてみよう：神
かみさま

様は今
いま

までにもご自
じぶん

分
の律

りっぽう

法に従
したが

うように、わたしたちを強
きょうせい

制さ
れたことがあるでしょうか？いいえ。神

かみさま

様
はわたしたちが神

かみさま

様を愛
あい

するから、喜
よろこ

ん
で従
したが

うことを選
えら

ぶのを望
のぞ

んでおられます。
神
かみさま

様はいつもそばにいて、わたしたちを
助
たす

けてくださるでしょうか？そうです。あな
たは神

かみさま

様に助
たす

けてくださいとお願
ねが

いした
時
とき

のことを覚
おぼ

えていますか？あなたはいつ
もひざまずく必

ひつよう

要はありません。ただ、サ
タンがあなたを誘

ゆうわく

惑するとき、心
こころ

の中
なか

で
すぐに神

かみさま

様に助
たす

けを求
もと

めてよいのです。

月
げ つ よ う び

曜日

洪
こ う

水
ずい

の後
あと

、時
とき

はながれて、たくさん
の赤

あか
ちゃんが生

う
まれました。その

赤
あか

ちゃんたちが大
おお

きくなると結
けっこん

婚して、ま
たたくさんの赤

あか
ちゃんが生

う
まれました。そ

れほど長
なが

い年
ねんげつ

月をかけずに、わたしたち
の世

せかい
界は再

ふたた
び多

おお
くの人

ひとびと
々でいっぱいにな

りました。

ひょっとすると、子
こ

どもたちの多
おお

くがノア
おじいちゃんのひざにのって、洪

こうずい

水のこと
や、もともとの世

せ か い

界はどうだったのかなど、
何
な ん ど

度も何
な ん ど

度も話
はな

してくれるように、せがん
でいたことでしょう。

そして、ノアおじいちゃんも神
かみさま

様がおつ
くりになった美

うつく

しい庭
にわ

のことを話
はな

したこと
でしょう。そしておじいちゃんは、エバが
神
かみさま

様を信
しん

じないでサタンを信
しん

じることを選
えら

んだ時
とき

に、どうやって罪
つみ

がこの世
せ か い

界ではじ

まったのかを話
はな

さなくてはなりませんでし
た。

おじいちゃんは、やがていつの日
ひ

か、
サタンからみんなを救

すく

うためにイエス様
さま

が
おいでになるという素

す ば

晴らしい約
やくそく

束につい
て話

はな

しました。そしてみんながその約
やくそく

束
を決

けっ

して忘
わす

れないために犠
ぎ せ い

牲の動
どうぶつ

物をさ
さげるのだ、と教

おし

えました。

ところがノアの孫
まご

たちの多
おお

くは、そのお
話
はなし

を聞
き

きたがりませんでした。彼
かれ

らはそ
のお話

はなし

をからかい、また洪
こうずい

水が地
ちきゅう

球に与
あた

えたダメージのゆえに、神
かみさま

様に文
も ん く

句を言
い

いました。ある者
もの

は偶
ぐうぞう

像を作
つく

り、それを
礼
れいはい

拝し始
はじ

めました。そのことがノアをとて
も悲

かな

しませました。

ノアの三
さんにん

人の息
む す こ

子―セム、ハム、ヤペ
テ―にはたくさんの孫

まご

ができました。長
なが

い
間
あいだ

、みんなは、洪
こうずい

水の後
あと

、箱
はこぶね

舟がとまっ
た山

やま

の間
あいだ

に住
す

んでいました。ところがサタ
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ンは神
かみさま

様の律
りっぽう

法に従
したが

わないようにみんな
を誘

ゆうわく

惑しました。

考
かんが

えてみよう：ノアはあなたのずっとずっ
と前

まえ

のおじいちゃんでもあります。わたし
たち人

じんるい

類のすべての始
はじ

まりはアダム、それ
からノアです。そしてわたしたち一

ひと り ひ と り

人一人
は神

かみさま

様の家
かぞ く

族になることを選
えら

ぶことができ
ます。あなたは毎

まいにちかみさま

日神様のものとなること
を選

えら

んでいますか？

火
か よ う び

曜日

ついに、 ハ ムとヤペテの 家
か ぞ く

族 は
荷
に も つ

物をまとめて大
おお

きな川
かわ

のそばの
平
へ い ち

地に引
ひ

っ越
こ

しました。土
つち

はとてもよく
肥
こ

えていました。そして彼
かれ

らは植
しょくぶつ

物を育
そだ

てたり、家
いえ

を建
た

てたり、じゃまされないで
自
じぶん

分たちの偶
ぐうぞう

像を礼
れいはい

拝できると知
し

ったの
でした。ノアはとても
落
お

ち込
こ

んでしまいまし
た。

セムとその家
か ぞ く

族は、
山
やまやま

々の間
あいだ

にとどまっ
て、神

かみさま

様に忠
ちゅうせい

誠を尽
つ

くすことを 選
えら

びまし
た。でも他

ほか

の者
もの

たち
は自

じ ぶ ん

分たちがしたい
と思

おも

うことは何
なん

でもで
きると思

おも

いました。彼
かれ

らは神
かみさま

様がいつも見
み

ておられ、悲
かな

しんでお
られるということを覚

おぼ

えていませんでした。彼
かれ

らは大
おお

きな計
けいかく

画を
立
た

て、誰
だれ

も自
じ ぶ ん

分たちに待
ま

ったをかけること
はできないと思

おも

っていました。自
じ ぶ ん

分たちの
計
けいかく

画を実
じっこう

行するための必
ひつよう

要をすべて準
じゅんび

備
してあったのです。（創

そ う せ い き

世記 11：4）。

これらのおろかな人
ひと

たちは実
じっさい

際に、もし
また洪

こうずい

水がやってきたとしても、頂
ちょうじょう

上に上
のぼ

れば完
かんぺき

璧に助
たす

かるような塔
とう

を自
じ ぶ ん

分たちは
建
けんせつ

設できると考
かんが

えました。彼
かれ

らは、あのよ
うな洪

こうずい

水は二
に ど

度と起
お

こさないとの、神
かみさま

様
の約

やくそく

束を信
しん

じていないようですね？そし
て、積

つ

み上
あ

げたブロックを赤
あか

ちゃんが遊
あそ

んで簡
かんたん

単に崩
くず

してしまうのと同
おな

じように、
神
かみさま

様には彼
かれ

らの塔
とう

も滅
ほろ

ぼすことがおでき
になる力

ちから

があるということを、まったく彼
かれ

らは思
おも

いつきませんでした。

日
ひ

を追
お

うごとに、大
おお

きな塔
とう

が伸
の

びていき
ました。彼

かれ

らは塔
とう

の内
うちがわ

側に、塔
とう

を建
た

てた
人
ひと

たちが住
す

める美
うつく

しい部
へ や

屋を作
つく

りました。
そして彼

かれ

らは自
じ ぶ ん

分たちの偶
ぐうぞう

像を礼
れいはい

拝する
ための特

とくべつ

別な部
へ や

屋
を作

つく

りました。

塔
とう

はどんどん高
たか

く
なりました。どんな
に建

けんせつしゃ

設者たちは誇
ほこ

り
高
たか

かったことでしょ
う！塔

とう

がとても高
たか

くな
ると、一

いちばんした

番下のほう
で働

はたら

く人
ひと

たちは、上
うえ

の方
ほう

で働
はたら

く人
ひと

たちが
ブロックやそのほか
に必

ひつよう

要なものを指
し じ

示
する声

こえ

を聞
き

くことが
できませんでした。
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そこで建
けんせつしゃ

設者たちは考
かんが

えて、上
うえ

で働
はたら

く人
ひと

たちは真
ま

ん中
なか

の人
ひと

に伝
つた

え、その人
ひと

たちは
またその下

した

の人
ひと

たちに伝
つた

えるようにしまし
た。　

みんな同
おな

じ言
こ と ば

葉を使
つか

っていました。そこ
で、もちろんみんなお互

たが

いにすべて理
り か い

解
しあうことができたのです。でも、たくさ
んの人

ひと

たちが一
いっしょ

緒に集
あつ

まって一
ひと

つのところ
にいることは良

よ

いことでしょうか？いいえ。

考
かんが

えてみよう：わたしたちが町
まち

で見
み

たり
聞
き

いたりすること、簡
かんたん

単に買
か

える食
た

べ物
もの

の
なかで、神

かみさま

様の律
りっぽう

法に従
したが

わないようわたし
たちを誘

ゆうわく

惑するものを考
かんが

えることできます
か？もしわたしたちのお父

とう

さんとお母
かあ

さん
が町

まち

に住
す

まなくてはならない時
とき

に、神
かみさま

様は
サタンからわたしたちを守

まも

ってくださること
ができるでしょうか？もちろんできます。で
もわたしたちは、サタンの誘

ゆうわく

惑に誘
さそ

われる
ことがないように、毎

まいにち

日そのことを覚
おぼ

えて、
わたしたちを助

たす

けてくださるよう、神
かみさま

様に
お願

ねが

いする必
ひつよう

要があります。

水
す い よ う び

曜日

この世
せ か い

界の人
ひとびと

々が一
ひと

つところに集
あつ

まってぎゅうぎゅうに暮
く

らすこと
は、決

けっ
して神

かみさま
様のご計

けいかく
画ではありませんで

した。神
かみさま

様は世
せかいじゅう

界中のいたるところに散
ち

らばって生
せいかつ

活することのほうがよりよいこ
とを、ご存

ぞ ん じ
知でした。また大

おお
きな町

まち
では、

サタンが悪
わる

いことをするように人
ひとびと

々をたや

すく誘
ゆうわく

惑できることもご存
ぞんじ

知でした。

今
こんにち

日でさえ、都
と か い

会ではどれほど多
おお

くの
邪
じゃあく

悪なことが行
おこな

われているか、見
み

ることが
できますよね？そのうえ、たいていの都

と か い

会
には、大

おお

きな庭
にわ

を作
つく

ったり野
や が い

外で遊
あそ

んだ
りする十

じゅうぶん

分なスペースがありません。もし
あなたが田

い な か

舎に
住
す

むなら、とて
も恵

めぐ

まれます。

神
かみさま

様は、こ
の人

ひとびと

々が彼
かれ

らの
塔
とう

の建
けんせつ

設を仕
し あ

上
げさせないよう、
決
けっしん

心なさいまし
た。どうやって
止
や

めさせるので
しょう？（創

そ う せ い き

世記 11：5 ～ 7）。

なんて簡
かんたん

単な方
ほうほう

法で、すべてが変
か

わっ
てしまったことでしょう！上

うえ

の方
ほう

で働
はたら

いて
いた一

ひ と り

人の人
ひと

が、ブロックが必
ひつよう

要になり、
彼
かれ

のすぐ下
した

にいる人
ひと

に伝
つた

えました。多
た ぶ ん

分、
水
みず

を頼
たの

んだのだとこの人
ひと

は思
おも

ったので、
自
じ ぶ ん

分の次
つぎ

の人
ひと

にそう伝
つた

えました。ひょっと
すると、その次

つぎ

の人
ひと

は、何
なに

か道
ど う ぐ

具が必
ひつよう

要
だと思

おも

ったのです。

しばらくして、誰
だれ

かが上
うえ

にいる人
ひと

に何
なに

か
運
はこ

んできました。それは彼
かれ

が頼
たの

んだもの
とは全

まった

く違
ちが

うものでした。なんてめちゃく
ちゃだったでしょう！労

ろうどうしゃ

働者たちは怒
おこ

り出
だ

し
ました。ケンカしはじめました。人

ひとびと

々はほ
かの人

ひと

たちが何
なん

て言
い

っているのか理
り か い

解で
きませんでした。みんながみんな、気

き

が
狂
くる

ったと思
おも

いました。このまま建
けんちく

築を続
つづ

け
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ることは、できなくなりました。

ある日
ひ

、大
おお

きないなびかりが天
てん

から落
お

ちてきて、この塔
とう

のてっぺんを打
う

ち落
お

とし
ました。今

いま

となってはもう、誇
ほこ

りとするも
のは何

なに

もありませんでした。

考
かんが

えてみよう：神
かみさま

様より人
ひとびと

々の方
ほう

が賢
かしこ

い
ということはあるでしょうか？もちろんありま
せん。子

こ

どもたちはときどき、自
じぶん

分たちの
両
りょうしん

親よりも何
なん

でも分
わ

かると思
おも

いますか？だ
れがそのようにわたしたちに考

かんが

えるように
仕
し む

向けるのでしょうか？あなたは今
いま

までお
父
とう

さんやお母
かあ

さんと言
い

い争
あらそ

ったことはあり
ますか？

木
も く よ う び

曜日

その町
まち

の人
ひとびと

々が建
た

てようとした巨
きょだい

大
な塔

とう
は、バベルと名

な
づけられまし

た。「混
こんらん

乱」もしくは「不
ふあんてい

安定な」という
意
い み

味です。神
かみさま

様は単
たんじゅん

純に彼
かれ

らの話
はな

し方
かた

を
混
こんらん

乱させたので、みんなは違
ちが

う言
こ と ば

葉を話
はな

しました。

どれほど多
おお

くの違
ちが

った言
げ ん ご

語が話
はな

されたの
か、わたしたちにはわかりませんが、サタ
ンの悪

わるがしこ

賢い計
けいかく

画はだめになってしまいま
した。

人
ひとびと

々がこれから何
なに

をしたらよいか考
かんが

えた
時
とき

、お互
たが

いのことを理
り か い

解しあえるいくつか
の家

か ぞ く

族がいることに、気
き

が付
つ

きました。そ
こで、お互

たが

いのことが理
り か い

解しあえる家
か ぞ く

族は
一
いっしょ

緒になることになりました。そして彼
かれ

ら

の役
やく

に立
た

たない偶
ぐうぞう

像も含
ふく

めて荷
に

をまとめ、
この世

せ か い

界のほかの場
ば し ょ

所へと移
うつ

っていきま
した。これが多

おお

くの国
くにぐに

々の始
はじ

まりなのでし
た。

ノアとセムと彼
かれ

らの家
か ぞ く

族だけが、箱
はこぶね

舟の
とどまっている場

ば し ょ

所の近
ちか

くにまだ暮
く

らして
いました。彼

かれ

らは神
かみさま

様とその律
りっぽう

法に従
したが

うこ
とを選

えら

んでいました。

考
かんが

えてみよう：あなたはいろんな国
くに

の人
ひとびと

々
をどのくらい数

かぞ

えることができますか？どの
くらい知

し

っていますか？あなたは中
ちゅうごくじん

国人を
知
し

っていますか？メキシコ人
じん

？ほかには？
神
かみさま

様はその人
ひと

たちのこともみんな愛
あい

してい
ますか？わたしたちは神

かみさま

様がどれほど彼
かれ

ら
のことを愛

あい

しておられるかを知
し

らせるため
に、ほかの国

くにぐに

々の人
ひと

たちに伝
でんどうしゃ

道者を送
おく

っ
ているでしょうか？

金
き ん よ う び

曜日

神
か み

様
さま

がアダムを創
そうぞう

造された時
とき

、アダ
ムの体

からだ
は完

かんぜん
全でした。そして彼

かれ

の背
せ

は今
いま

の人
ひと

たちの二
にばいいじょう

倍以上ありました。
罪
つみ

が入
はい

ってきてから、すべてのことが変
か

わ
りはじめました。そして洪

こうずい
水の後

あと
、さらに

変
か

わってしまいました。

洪
こうずい

水の前
まえ

、人
ひとびと

々は何
なんびゃくねん

百年も生
い

きること
ができました。ノアおじいちゃんは、洪

こうずい

水
が始

はじ

まった時
とき

、600 歳
さい

でした。それから
洪
こうずい

水の後
あと

、350 年
ねん

も生
い

きました。合
あ

わせ
て 950 歳

さい

の時
とき

に、彼
かれ

は亡
な

くなりました。
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洪
こうずい

水の後
あと

、神
かみさま

様は洪
こうずい

水の前
まえ

には食
た

べ
てよいとはなさらなかった、ある食

た

べ物
もの

を人
ひとびと

々に食
た

べてよいとされました。それ
は何

なん

だったでしょう？そう、それは最
さいぜん

善の
食
しょくじ

事ではないのですが、ある特
とくてい

定の動
どうぶつ

物
を殺

ころ

して食
た

べてもよいとの許
き ょ か

可をお与
あた

え
になりました。

洪
こうずい

水の後
あと

、菜
さいえん

園がよく育
そだ

ったとき、ノア
と息

む す こ

子のセムはよい食
しょくもつ

物をほとんどいつ
も食

た

べ続
つづ

けたに違
ちが

いありません。二
ふ た り

人とも
900 年

ねん

以
いじょう

上生
い

きました。

時
とき

がたつにつれ、人
ひとびと

々の背
せ

は伸
の

びず、
以
い ぜ ん

前の人
ひと

たちのように長
な が い

生きはできなくな
りました。病

びょうき

気や弊
へいがい

害がありました。人
ひとびと

々

は悪
わる

い食
た

べ物
もの

を食
た

べ、飲
の

み物
もの

を飲
の

んで、
自
じ ぶ ん

分たちの目
め

にかなうことは何
なん

でもしまし
た。なんて悲

かな

しいことでしょう！

考
かんが

えてみよう：天
てんごく

国において、サタンは
自
じぶ ん

分の計
けいかく

画のほうが神
かみさま

様の計
けいかく

画よりもす
ぐれていると自

じま ん

慢していました。そうだっ
たでしょうか？わたしたちが愛

あい

し、信
しんらい

頼し、
神
かみさま

様に従
したが

うことを選
えら

ぶとき、それは神
かみさま

様を
喜
よろこ

ばせるでしょうか？わたしたちもうれしい
でしょうか？神

かみさま

様の律
りっぽう

法に従
したが

わないと選
えら

ぶ
ことは、いつでも最

さい ご

後は不
ふこ う

幸をもたらしま
す。違

ちが

いますか？

今 むかし

もっともっともっと学学学
まなまなまな

ぼう！ぼう！ぼう！

★創
そうせいき

世記 9：1-11：9

★人
じんるい

類のあけぼの上
じょうかん

巻 p.112-120

★あがないの歴
れ き し

史 p.88-90
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大
た い

洋
ようこうろせん

航路船はたくさんの人
ひと

たちを
乗
の

せて、大
おお

きくて広
ひろ

い海
うみ

を行
ゆ

き
かうことのできる、とても大

おお
きな船

ふね
です。

何
なんじゅうねん

十 年も前
まえ

のこと。イギリスでは、大
おお

き
な船

ふね
を作

つく
る人

ひと
たちが、巨

きょだい
大な大

たいようこうろせん
洋航路船

を作
つく

ることに決
き

めました。それは世
せ か い

界で
一
いちばんおお

番大きな大
たいようこうろせん

洋航路船となるに違
ちが

いあり
ませんでした。そしてとても丈

じょうぶ
夫でどんな

嵐
あらし

がやってきても、沈
しず

まないはずでした。
彼
かれ

らはこの船
ふね

をタイタニックと呼
よ

びました。

タイタニックの船
せんない

内はまるで壮
そうだい

大な宮
きゅうでん

殿
でした。高

こ う か

価な家
か ぐ

具や素
す ば

晴らしい飾
かざ

りが
使
つか

われた美
うつく

しいホテルのようでした。航
こうかい

海
の間

あいだ

、人
ひとびと

々がすることがたくさん用
よ う い

意され
ました。子

こ

どもたちの遊
あそ

ぶところがたくさ
んあり、またプールに飛

と

び込
こ

むこともでき
ました。大

お と な

人の人
ひと

たちは図
と し ょ か ん

書館で本
ほん

を読
よ

んだり、ゲームをしたり泳
およ

いだり、デッキ
や客

きゃくしつ

室にただ座
すわ

ってリラックスすることが
できました。

ついに、大
おお

きな船
ふね

は大
たいかい

海への初
は つ ふ な で

船出の
用
よ う い

意ができました。そしてもしあなたが約
やく

100 年
ねんまえ

前のまだ肌
はださむ

寒い 4 月
がつ

のある日
ひ

、イ
ギリスの船

ふ な つ

着き場
ば

にいたとしたら、手
て

を
ふったり拍

はくしゅ

手したりする興
こうふん

奮した人
ひとびと

々の大
おお

きな人
ひと

だかりを見
み

ることができたでしょう。
彼
かれ

らはこの世
せ か い い ち お お

界一大きな大
たいようこうろせん

洋航路船を見
み

るためと、この船
ふなたび

旅に出
で

る人
ひと

たちに手
て

を
振
ふ

って見
み お く

送るためにやって来
き

ていました。

しばらくすると、この大
おお

きな船
ふね

はゆっく
りと岸

きし

から離
はな

れました。それはアメリカを
目
め ざ

指して大
たいせいよう

西洋を渡
わた

る旅
たび

の始
はじ

まりでした。
2000 人

にんいじょう

以上の乗
じょうきゃく

客がこの大
た い よ う こ う ろ せ ん

洋航路船に
乗
の

っていました。そして船
ふね

や乗
じょうきゃく

客の世
せ わ

話
をするための多

おお

くの従
じゅうぎょういん

業員も乗
の

っていまし
た。スミス船

せんちょう

長が全
ぜんせきにん

責任を負
お

っていまし
た。

だれもがこの素
す ば

晴らしい旅
たび

をぜひ楽
たの

し
もうとしていました。すぐに、乗

じょうきゃく

客たちは
自
じ ぶ ん

分たちの客
きゃくしつ

室に落
お

ち着
つ

きはじめ、くつろ
いでいました。みんなはきっと、これから
横
おうだん

断する海
うみ

には氷
ひょうざん

山が浮
う

かんでいること
など心

しんぱい

配していなかったことでしょう。そ
してきっと、スミス船

せんちょう

長がいつもの年
とし

より
氷
ひょうざん

山が多
おお

いと警
けいかい

戒したことを知
し

らなかった
ことでしょう。

氷
ひょうざん

山はとても危
き け ん

険なものです。氷
ひょうざん

山の
ほんのわずかな一

い ち ぶ

部だけが、水
すいめんじょう

面上に見
み

えるのです。その氷
ひょうざん

山のほとんどが目
め

には

お話
はな

しひろば 

「不
ふ ち ん せ ん

沈船」 タイタニック―パート 1
パティー・リン・ガスリー
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見
み

えない水
みず

の下
した

にあるのです。船
ふね

は氷
ひょうざん

山
を迂

う か い

回して、この見
み

えない部
ぶ ぶ ん

分にぶつか
らないように行

い

かなくてはなりません。

イギリスを出
しゅっぱつ

発してから、 いく晩
ばん

か
たちました。大

おお

きな船
ふね

は静
しず

かな水
みず

の上
うえ

を早
はや

く、そして静
しず

かに進
すす

んでいました。
従
じゅうぎょういんいがい

業員以外のほとんどの人
ひと

がすでに眠
ねむ

り
に入

はい

っていました。ほんのわずかの人
ひと

た
ちだけがまだ起

お

きていてゲームをして遊
あそ

んでいました。従
じゅうぎょういん

業員のある人
ひと

たちは、
明
あ し た

日の準
じゅんび

備をしていました。

とても寒
さむ

い日
ひ

でした。月
つ き あ

明かりのない
夜
よる

でした。そして星
ほし

さえも夜
よ ぞ ら

空に輝
かがや

かな
い、とても暗

くら

い夜
よる

でした。スミス船
せんちょう

長は、
見
み は

張りの人
ひと

に氷
ひょうざん

山を注
ちゅうい

意して見
み

るように、
指
し じ

示を出
だ

しました。

真
ま よ な か

夜中になる 20 分
ふん

ほど前
まえ

に、見
み は

張り
人
びと

の長
ちょう

の一
ひ と り

人が、恐
おそ

ろしい何
なに

かを見
み

つけ
ました。「右

みぎがわぜんぽう

側前方に氷
ひょうざんはっけん

山発見！」その人
ひと

は叫
さけ

びました。

（つづく）
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日
に ち よ う び

曜日

サタンは、今
いま

や世
せかいじゅう

界中に散
ち

らばった
ほとんどの人

ひと
たちを、まんまとだ

まして、偶
ぐうぞうれいはい

像礼拝をさせていました。ノア
おじいさんは死

し
にましたが、その忠

ちゅうじつ
実な

息
むすこ

子であったセムは、アブラムという男
おとこ

の
子
こ

が生
う

まれたときにも、まだ生
い

きていまし
た。生

う
まれたのはウルというところで、ア

ブラムの家
か ぞ く

族は裕
ゆうふく

福〔お金
かねも

持ち〕でした。

アブラムの家
か ぞ く

族は、神
かみさま

様と偶
ぐうぞう

像をいっ
しょに礼

れいはい

拝しようとしていました。このよう
に、家

か ぞ く

族の人
ひと

たちは、いいかげんなやり
方
かた

で神
かみさま

様に仕
つか

えていましたが、アブラムは、
たとえひとりでも、自

じ ぶ ん

分は神
かみさま

様のすべての
律
りっぽう

法に従
したが

おうと思
おも

いました。セツやエノク
やノアのように、彼

かれ

は、神
かみさま

様を心
こころ

から愛
あい

し
ていたのでした。

アブラムはおとなになると、サライとい
う、たいそう美

うつく

しい女
おんな

の人
ひと

と結
けっこん

婚しました。
サライとアブラムのお父

とう

さんは同
おな

じ人
ひと

でし
たが、お母

かあ

さんは違
ちが

う人
ひと

でした。つまりサ
ライは、アブラムの腹

はらちが

違いの妹
いもうと

でもあった
のです。

アブラムは、ひじょうに裕
ゆうふく

福な人
ひと

でした。
彼
かれ

とサライには、おおぜいの親
しん

せきや友
とも

だちがいました。りっぱな家
いえ

があり、多
おお

く
の召

めしつか

使いがいました。持
も

っている土
と ち

地も
たいそう広

ひろ

く、家
か ち く

畜として飼
か

っている動
どうぶつ

物
も数

かぞ

えきれないほどいました。しかしこの
夫
ふ う ふ

婦には、ひとつだけ、どんなにほしくて
も持

も

てないものがありました。何
なん

であった
か分

わ

かりますか？それは赤
あか

ちゃんでした。

決
けっ

していいことのない利
り こ し ん

己心

第
だい

11 章
しょう

り こ し んり こ し んり こ し んり こ し ん

己心己心
り こ し んり こ し んり こ し んり こ し ん

子供のための日々の
聖書研究ガイド

「地
ち

の十
じゅうぶん

分の一
いち

は、・・・すべて主
しゅ

のものであって、

主
しゅ

に聖
せい

なる物
もの

である」。―レビ記
き

27 章
しょう

30 節
せつ

暗暗暗
あんしょうせいくあんしょうせいくあんしょうせいく

唱聖句唱聖句唱聖句
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ある日
ひ

、アブラムに向
む

かって、神
かみさま

様が
語
かた

りかけられました。創
そ う せ い き

世記 12：１～３

節
せつ

を読
よ

んでみましょう。アブラムはいつも
変
か

わらず忠
ちゅうじつ

実な人
ひと

で、きっと自
じ ぶ ん

分の子
こ ど も

供
たちにも忠

ちゅうじつ

実であることを教
おし

えるであろう
と考

かんが

えた神
かみさま

様は、彼
かれ

を助
たす

けて、ある特
とくべつ

別
なことをさせたいと望

のぞ

まれました。しかし
そのためには、アブラムを、偶

ぐうぞう

像を拝
おが

ん
でいるウルの友

とも

だちや親
しん

せきから、離
はな

れ
たところに住

す

まわせる必
ひつよう

要があったので
す。

考
かんが

えてみよう：神
かみさま

様がアブラムに求
もと

めら
れたことは、かんたんに実

じっこう

行できることで
あったと思

おも

いますか？彼
かれ

は、どんな言
い

いわ
けをすることができたでしょうか？お父

とう

さん
かお母

かあ

さんから何
なに

かむずかしいことを言
い

わ
れたら、あなたは言

い

いわけをして、それを
やらないようにしますか？

月
げ つ よ う び

曜日

荷
に

物
もつ

をまとめて引
ひ

っ越
こ

しなさいと
神
かみさま

様から言
い

われたとき、アブラム
は、行

ゆ
き先

さき
が分

わ
からないからと言

い
いわけ

をしましたか？創
そうせいき

世記 12：４を読
よ

んでくだ
さい。アブラムは、何

なん
の口

くち
ごたえも質

しつもん
問も

しないで、ただ従
したが

ったのでした。

アブラムの友
とも

だちは、彼
かれ

がりっぱなおう
ちを売

う

って荷
に も つ

物をまとめ、これからテント
暮
ぐ

らしを始
はじ

めると言
い

うのを聞
き

いて、彼
かれ

は気
き

が狂
くる

ったと思
おも

ったことでしょう。しかも彼
かれ

は、自
じ ぶ ん

分がどこへ行
い

くのかも分
わ

からないと

言
い

ったので、大
おお

いにあきれてしまったこと
でしょう。本

ほんとう

当に、行
ゆ

き先
さき

を知
し

らなかった
のですから。

アブラムの家
か ぞ く

族 や 親
しん

せきの中
なか

には、
父
ちちおや

親のテラや、お兄
にい

さんのナホル、甥
おい

〔兄
きょうだい

弟・姉
し ま い

妹が生
う

んだ男
おとこ

の子
こ

〕のロトの
ように、彼

かれ

について行
い

った人
ひと

たちもいまし
た。彼

かれ

らはみんなで、しばらくハランとい
う場

ば し ょ

所に住
す

んでいましたが、年
と し お

老いたテ
ラはそこで死

し

にました。彼
かれ

は 200 歳
さいいじょう

以上
になっていました。

お葬
そうしき

式が終
お

わったあとで、神
かみさま

様はアブ
ラムに、カナンの地

ち

に向
む

かって旅
たび

を続
つづ

ける
ように言

い

われました。ナホルは、ハランに
とどまることにしました。彼

かれ

はまだ、神
かみさま

様
と偶

ぐうぞう

像のどちらも拝
おが

みたかったのです。け
れどもロトは、アブラムと旅

たび

を続
つづ

けること
にしました。

ハランにいる間
あいだ

に、アブラムとサライ
は、伝

でんどうしゃ

道者として熱
ねっしん

心に働
はたら

きました。そ
の結

け っ か

果、多
おお

くの人
ひと

が神
かみさま

様を愛
あい

して従
したが

うよ
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うになり、アブラムがい
よいよそこを去

さ

るときに
は、彼

かれ

について行
い

きた
いと考

かんが

えたほどでした。
アブラムは、そういう人

ひと

たちを喜
よろこ

んで迎
むか

え入
い

れま
した。 創

そ う せ い き

世 記 12：４、

５を読
よ

んでください。

ハランを出
で

た彼
かれ

らは、
ゆっくり旅

たび

をしました。
何
なんびゃくめい

百名もの人
ひと

たちと、多
おお

くの家
か ち く

畜やその他
た

の動
どうぶつ

物たちがいっしょに
いたので、夜

よる

にはかならず立
た

ち止
ど

まって、
キャンプをしなくてはなりませんでした。

ついに彼
かれ

らは、カナンの地
ち

にやってきま
した。カナンに住

す

んでいたのは、危
き け ん

険で
邪
じゃあく

悪な〔心
こころ

がねじ曲
ま

がって悪
わる

い〕人
ひとびと

々で
したが、アブラムは神

かみさま

様に信
しんらい

頼していた
ので、こわくありませんでした。

考
かんが

えてみよう：神
かみさま

様はアブラムに、これ
まで家

いえ

か土
と ち

地を与
あた

えておられましたか？
神
かみさま

様は、彼
かれ

らに子
こど も

供を与
あた

えるとも言
い

ってお
られましたが、その約

やくそく

束は実
じつげん

現していまし
たか？アブラムは、神

かみさま

様を疑
うたが

い始
はじ

めていま
したか？それとも、神

かみさま

様を信
しんらい

頼し続
つづ

けまし
たか？

火
か よ う び

曜日

アブラムは本
ほんもの

物の伝
でんどうしゃ

道者でした。
キャンプをしたところでは、どこ

でも祭
さいだん

壇を築
きず

き、その周
まわ

りにみんなを集
あつ

めて 礼
れいはい

拝 をしました。
動
どうぶつ

物が犠
ぎ せ い

牲としてささ
げられるのを見

み
た人

ひとびと
々

は、サタンから救
すく

うと
言
い

われた神
かみさま

様の約
やくそく

束を
思
おも

い出
だ

しました。アブ
ラムたちが去

さ
って、ほか

の旅
たびびと

人がそこを通
とお

りか
かると、あとに残

のこ
され

た祭
さいだん

壇が目
め

にとまりま
した。旅

たびびと
人たちは、ア

ブラムがそこにいたこ
とを知

し
り、中

なか
には、立

た
ちどまって神

かみさま
様を

礼
れいはい

拝する者
もの

もいました。

アブラムがカナンに着
つ

いたあとで、何
なに

が
起
お

こりましたか？（創
そ う せ い き

世記 12：10）。国
くに

や
地
ち ほ う

方に食
た

べ物
もの

がなくなり、人
ひとびと

々が飢
う

え〔お
腹
なか

をすかせること〕に苦
くる

しむことを、飢
き

き
んと言

い

います。アブラムは、食
た

べ物
もの

が豊
ゆた

かにあるウルに戻
もど

ろうとはしませんでした。
彼
かれ

はエジプトへ行
い

きましたが、飢
き

きんが
終
お

わったら、カナンに帰
かえ

るつもりでした。

サタンはいつでも、私
わたし

たちを誘
ゆうわく

惑する
〔悪

わる

いことに誘
さそ

うこと〕機
き か い

会をうかがって
いますね。エジプトにおいて、彼

かれ

はアブ
ラムを誘

ゆうわく

惑し、全
まった

くのうそでも本
ほんとう

当でもな
い、あやふやな〔どちらともはっきりしな
い〕ことを言

い

わせました。サライは腹
はらちが

違い
の妹

いもうと

でしたが、彼
かれ

の妻
つま

でもありました。サ
ライはたいそう美

うつく

しかったので、アブラム
は、だれかが彼

かれ

を殺
ころ

して彼
かのじょ

女を奪
うば

わない
だろうかと心

しんぱい

配しました。そこで彼
かれ

は、サ
ライを自

じ ぶ ん

分の妹
いもうと

だと言
い

ったのでした。

けっきょく、それはうまくいきませんで
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した。もう少
すこ

しで、エジプトの王
おうさま

様に、サ
ライを妻

つま

に取
と

られるところでした。しかし
神
かみさま

様が、それをしないよう王
おうさま

様に注
ちゅうい

意し
たので、彼

かれ

はサライをアブラムに返
かえ

し、国
くに

から出
で

て行
い

ってくれるよう、ていねいに頼
たの

んだのでした。

考
かんが

えてみよう：あなたは、あやふやなう
そをついたことがありますか？あるていど
は本

ほんとう

当のことでも、語
かた

ったすべてのことが
本
ほんとう

当ではなかった、というようなことがあり
ますか？それは、意

いが い

外とよくあることです。
しかし神

かみさま

様の律
りっぽう

法のひとつは、いつでも
本
ほんとう

当のことを言
い

いなさいと、私
わたし

たちに命
めい

じ
ているのです。私

わたし

たちにうそをつかせよう
と、誘

ゆうわく

惑してくるのはだれですか？

水
す い よ う び

曜日

アブラムがエジプトを去
さ

ったあとで、
何
なに

が起
お

こりましたか？創
そうせいき

世記 13：

１～７。その時
とき

のようすが想
そうぞう

像できますか？

おびただしい数
かず

の羊
ひつじ

や牛
うし

を食
た

べさせるだ
けの草

そうげん
原が、じゅうぶんになかったわけで

す。牧
ぼくどう

童〔家
か ち く

畜の世
せ わ

話をする者
もの

〕たちは、
アブラムとロトの家

か ち く
畜を、つねに分

わ
けてお

かなくてはいけなかったので、動
どうぶつ

物たちを
食
た

べさせる場
ばしょ

所をめぐる言
い

い争
あらそ

いが起
お

こっ
てしまいました。

問
もんだい

題が起
お

こったことを聞
き

かされたアブラ
ムは、悲

かな

しい気
き も

持ちになりました。彼
かれ

は、
甥
おい

のロトと話
はな

し合
あ

うことにしました。彼
かれ

らは
みな、山

やま

のほうに住
す

んでいましたが、お
たがいの距

き ょ り

離が近
ちか

すぎたのです。ヨルダ
ンの谷

た に ま

間には、ヨルダン川
がわ

の流
なが

れる美
うつく

し
い平

へいげん

原がありました。たくさんの木
き

や野
の は ら

原
があり、家

か ち く

畜を飼
か

うには、山
やま

よりもこちら
のほうが適

てき

していました。アブラムは、ロ
トに何

なん

と言
い

いましたか？（８、９節
せつ

）。

アブラムはロトのおじさんでしたから、
本
ほんとう

当は彼
かれ

のほうに、まず選
えら

ぶ権
け ん り

利があり
ました。ロトは、目

め う え

上のアブラムから先
さき

に選
えら

んでもらうべきでしたが、彼
かれ

はどうし
ましたか？（10 ～ 12 節

せつ

）。だれが利
り こ て き

己的
〔自

じ ぶ ん

分のことばかりを考
かんが

えること〕で、だ
れが思

おも

いやりの持
も

ち主
ぬし

でしたか？ロトは、
むさぼってはならないという、神

かみさま

様の律
りっぽう

法
にそむいていたのでした。

考
かんが

えてみよう：「むさぼる」とは、どう
いう意

い み

味ですか？私
わたし

たちは、生
う

まれつき
利
り こ て き

己的ですか、それとも思
おも

いやりの精
せいしん

神
を持

も

っていますか？あなたは、サタンにそ
そのかされて、けんかをしてでも、いちば
ん大

おお

きい物
もの

やいい物
もの

を手
て

に入
い

れようとする
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ことがありますか？私
わたし

たちはみな、生
う

まれ
つき利

り こ て き

己的な者
もの

です。赤
あか

ちゃんのころから、
自
じぶん

分さえよければいいという精
せいしん

神を持
も

って
います。しかし神

かみさま

様は、私
わたし

たちを、イエス
様
さま

のような、人
ひと

のことを思
おも

いやる、愛
あい

の人
ひと

に変
か

えようと望
のぞ

んでおられるのです。

木
も く よ う び

曜日

神
か み

様
さま

はなぜ、私
わたし

たちが、都
とかい

会にでは
なく、いなかに住

す
むことを望

のぞ
んで

おられるのですか？都
と か い

会には、私
わたし

たちを
堕
だ ら く

落〔悪
あく

の道
みち

に落
お

ちていくこと〕させる、
誘
ゆうわく

惑があふれているからです。アブラム
は、ロトの利

り こ て き
己的な選

えら
びを悲

かな
しく思

おも
いま

した。ロトが住
す

むことにした美
うつく

しい平
へ い や

野に
は、悪

わる
い町

まち
がいくつかありました。それら

の町
まち

のひとつは、ソドムと呼
よ

ばれていまし
た。創

そうせいき
世記 13：13 を読

よ
んでください。ロ

トは神
かみさま

様を愛
あい

していましたが、あのような
町
まち

に住
す

んでいては、彼
かれ

もその家
か ぞ く

族も、か

んたんにサタンの誘
ゆうわく

惑におちいることにな
るのでした。

ロトは、最
さいしょ

初からソドムの町
まちなか

中に住
す

んで
いたわけではありませんでした。最

さいしょ

初は、
町
まち

の近
ちか

くにテントを張
は

って暮
く

らしていまし
た。もしかしたら、奥

おく

さんに説
と

き伏
ふ

せられ
たのかもしれません。いつしか、もっと町

まち

の近
ちか

くにテントを移
うつ

していました。奥
おく

さん
と子

こ ど も

供たちは、この町
まち

がすっかり気
き

に入
い

っ
てしまい、とうとうテントを出

で

て、ソドムの
町
まちなか

中の家
いえ

に引
ひ

っ越
こ

してしまったのでした。

ある日
ひ

、アブラムのところに使
し し ゃ

者がやっ
てきて、恐

おそ

ろしい知
し

らせを伝
つた

えました。
いったい何

なに

が起
お

こったのでしょう？戦
せんそう

争が
あって、ソドムの王

おうさま

様が敗
やぶ

れたというので
す。ロトと彼

かれ

の家
か ぞ く

族は、捕
とら

えられてしまい
ました。それを聞

き

いたアブラムは、どうし
ましたか？創

そ う せ い き

世記 14：14 ～ 16。アブラム
に救

すく

い出
だ

されたロトとほかの捕
ほ り ょ

虜たちは、
彼
かれ

にどれほど感
かんしゃ

謝したことでしょう。

ソドムの王
おうさま

様は、アブラムに何
なに

をあげよ
うとしましたか？アブラムは、王

おうさま

様に何
なん

と
答
こた

えましたか？21 ～ 23 節
せつ

を読
よ

んでくださ
い。アブラムは、何

なに

ひとつもらおうとはし
ませんでしたね。彼

かれ

は、他
ほか

の人
ひと

を思
おも

いや
る精

せいしん

神にあふれていました。

考
かんが

えてみよう：ロトを、あれほどの苦
くる

し
みへと追

お

いやった、彼
かれ

の二
ふた

つの過
あやま

ちとは
何
なん

でしたか？私
わたし

たちは、人
じんせい

生の選
えら

びについ
て、よくよく考

かんが

えてみるべきです。
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金
き ん よ う び

曜日

ロトとソドムの 人
ひとびと

々
を 救

すく
い 出

だ
してから、

自
じぶん

分の家
いえ

に帰
かえ

る途
とちゅう

中、アブラム
は、とても重

じゅうよう
要な人

じんぶつ
物に会

あ
いまし

た。その人
ひと

も、神
かみさま

様を愛
あい

し敬
うやま

って
いました。創

そうせいき
世記 14：18 ～ 20。

聖
せいしょ

書では、ここで初
はじ

めて、什
じゅういち

一のささげ
物
もの

のことが出
で

てきます。什
じゅういち

一とは、十
じゅうぶん

分
の一

いち

のことです。つまり10 円
えん

のうちの１
円
えん

を、100 円
えん

のうちの 10 円
えん

を、1000
円
えん

のうちの 100 円
えん

をささ
げることを、什

じゅういち

一といいま
す。私

わたし

たちのお金
かね

の一
い ち ぶ

部
は、神

かみさま

様のものなのです。

もちろん、世
せかいじゅう

界中のす
べてのものは、もともと神

かみさま

様のものです。
しかしとくべつに、私

わたし

たちの持
も

っている物
もの

の十
じゅうぶん

分の一
いち

は、神
かみさま

様に返
かえ

しなさいと言
い

わ
れているのです。什

じゅういち

一のお金
かね

は、生
せいかつ

活の
すべてを神

かみさま

様の働
はたら

き、すなわち神
かみさま

様のこ
とを人

ひとびと

々に教
おし

える働
はたら

きにささげている人
ひと

た
ちのために使

つか

われます。

世
せかいじゅう

界中のすべては神
かみさま

様のものですから、
私
わたし

たちの什
じゅういち

一以外のお金
かね

も、本
ほんとう

当は神
かみさま

様
のものです。けれども神

かみさま

様は、私
わたし

たちが
生
せいかつ

活していくために、またほかの人
ひとびと

々を
助
たす

けるために、残
のこ

りのお金
かね

を使
つか

いなさい
と言

い

っておられます。

もし私
わたし

たちが、自
じ ぶ ん

分のために、または

教
きょうかいけんきん

会献金のためであっても、什
じゅういち

一のお
金
かね

を使
つか

うならば、それは神
かみさま

様のもの
を盗

ぬす

んでいることになります。どん
なに小

ちい

さい額
がく

であっても、什
じゅういち

一
はすべて神

かみさま

様のものであり、た
とえ１円

えん

でも勝
か っ て

手に使
つか

うなら、
それは神

かみさま

様の律
りっぽう

法を破
やぶ

るこ
とになります。盗

ぬす

むこと、とくに
神
かみさま

様のものを盗
ぬす

むことは、ささいな罪
つみ

で
はないことを覚

おぼ

えましょう。レビ記
き

27：

30と、マラキ書
しょ

３：８～ 10 を読
よ

んでくだ
さい。

たまに、まったくお金
かね

のない人
ひと

がいます
が、たとえ貧

びんぼう

乏な人
ひと

であっても、きちんと
什
じゅういち

一をささげることを選
えら

ぶなら、神
かみさま

様はそ
の人

ひと

を祝
しゅくふく

福してくださいます。そのような
人
ひと

は、たとえどんなことがあっても、自
じ ぶ ん

分
は神

かみさま

様に信
しんらい

頼し、神
かみさま

様に従
したが

うつもりである
ことを証

しょうめい

明しているのです。

考
かんが

えてみよう：私
わたし

たちが什
じゅういち

一を納
おさ

めるべ
き神

かみさま

様の倉
くら

とは、教
きょうかい

会のことです。生
い

き
ているかぎり、什

じゅういち

一を神
かみさま

様に返
かえ

す決
けっしん

心を
してはいかがでしょう？サタンはかならず、
あなたを誘

ゆうわく

惑して、そのお金
かね

を自
じぶ ん か っ て

分勝手
に使

つか

わせ、盗
ぬす

みの罪
つみ

を犯
おか

させようとするは
ずです。しかし決

けっ

して、決
けっ

してサタンに耳
みみ

をかたむけてはいけません。

もっともっともっと学学学
まなまなまな

ぼう！ぼう！ぼう！
★創

そうせいき

世記 11：27-32；12-14 章

★人
じんるい

類のあけぼの上
じょうかん

巻 p.121-136

★あがないの歴
れ き し

史 p.91

サラ

40セント

40セント
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〔これまでのあらすじ：イギリスの豪
ごうかきゃくせん

華客船タイ
タニックは、アメリカへの初

はじ

めての航
こうかいちゅう

海中でした。
夜
よる

の海
うみ

には、あちこちに氷
ひょうざん

山が浮
う

いていました。
とつぜん見

み は

張り人
ひと

が、「前
ぜんぽう

方に氷
ひょうざん

山！」と叫
さけ

びまし
た。〕

氷
ひ ょ う

山
ざん

に つ い ての 警
けいこく

告 を 聞
き

い た
航
こうかいし

海士のひとりは、「面
おもかじ

舵いっぱ
い」との命

めいれい
令を出

だ
しました。しかし、遅

おそ
す

ぎました。りっぱな巨
きょだいきゃくせん

大客船は、氷
ひょうざん

山に
衝
しょうとつ

突し、船
ふね

は大
おお

きな痛
い た で

手を負
お

いました。
大
たいりょう

量の水
みず

が入
はい

ってきました。警
けいほうき

報器がけ
たたましく鳴

な
っています。スミス船

せんちょう
長は、

何
なに

が起
お

こったかを見
み

に、あわてて部
へ や

屋か
ら出

で
てきました。水

みず
が船

せんない
内に流

なが
れ込

こ
んで

いるのを見
み

て、船
ふね

が沈
しず

むのは時
じ か ん

間の問
もんだい

題
だと思

おも
いました。全

ぜんいん
員を避

ひ な ん
難させるだけの、

救
きゅうめい

命ボートもありません。

乗
のりくみいん

組員たちは、いそいで救
きゅうめい

命ボートを
おろし始

はじ

めました。ところが、救
きゅうめい

命ボート
に乗

の

ろうとする人
ひと

はほとんどいません。タ
イタニックに乗

の

っていれば大
だいじょうぶ

丈夫だと、
思
おも

っていたのです。快
かいてき

適な船
ふなたび

旅をさせて
くれたこの船

ふね

が沈
しず

むとは、とても信
しん

じられ
ませんでした。大

おお

きな船
ふね

を捨
す

てて小
ちい

さな
ボートに乗

の

り換
か

え、冷
つめ

たい大
おおうなばら

海原に出
で

て
いく気

き

には、どうしてもなれませんでした。
最
さいしょ

初の救
きゅうめい

命ボートは、65 名
めい

の人
ひと

を乗
の

せる
ことができましたが、乗

の

ったのはたったの
28 名

めい

でした。

その後
あと

の１時
じ か ん

間 20 分
ぷん

の間
あいだ

、乗
のりくみいん

組員た
ちは、救

きゅうめい

命ボートを下
お

ろすのにけん命
めい

で
した。全

ぜんいん

員を乗
の

せるだけのボートはありま

せんでした。それでも、全
ぜ ん ぶ

部で 1200 名
めい

く
らいは乗

の

せることができたのに、救
きゅうめい

命ボー
トに乗

の

ることを選
えら

んだ人
ひと

の数
かず

は、たったの
700 名

めい

でした。

中
なか

には、 救
きゅうめい

命ボートに乗
の

ろうとして、
狂
くる

ったように押
お

し合
あ

っている人
ひとびと

々もいまし
た。しかし、落

お

ち着
つ

いて、ほかの人
ひと

たち
に席

せき

をゆずっている人
ひと

もいました。これら
の思

おも

いやりのある人
ひと

たちの多
おお

くは、救
きゅうめい

命
ボートに乗

の

ることができませんでした。多
おお

くの家
か ぞ く

族が、離
はな

ればなれになりました。
救
きゅうめい

命ボートに乗
の

れた人
ひと

もいれば、乗
の

れな
かった人

ひと

もいました。スミス船
せんちょう

長も、最
さ い ご

後
まで船

ふね

に残
のこ

ったひとりでした。

とうとう、最
さ い ご

後の救
きゅうめい

命ボートが、今
いま

にも

お話
はな

しひろば 

「不
ふ ち ん せ ん

沈船」 タイタニック―パート 2
パティー・リン・ガスリー
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沈
しず

みそうな船
ふね

から離
はな

れていきました。間
ま

も
なくして、豪

ごうかきゃくせん

華客船タイタニック号
ごう

はまっ
ぷたつに割

わ

れ、3000 メートル下
した

の海
かいてい

底
へと、どんどん沈

しず

んでいったのです。じき
に別

べつ

の船
ふね

が、人
ひとびと

々を救
きゅうしゅつ

出しにやってきま
した。こうして、救

きゅうめい

命ボートに乗
の

った人
ひと

た
ちは助

たす

かったのでした。

あの船
ふね

に頼
たよ

っていた人
ひと

たちのさいごは、
実
じつ

にあわれなものでした。このニュース
を聞

き

いた世
せかいじゅう

界中の人
ひとびと

々は、信
しん

じられない
気
き も

持ちでした。みんなが、深
ふか

く悲
かな

しみまし
た。

この世
せ か い

界に、私
わたし

たちが確
かくじつ

実に頼
たよ

れるも
のはありますか？

はい、神
かみさま

様と、神
かみさま

様の言
こ と ば

葉である聖
せいしょ

書
だけは、いつでも頼

たよ

ることができます。
聖
せいしょ

書の中
なか

で、イエス様
さま

は、新
あたら

しい天
てん

と新
あたら

しい世
せ か い

界について語
かた

っておられます。イ
エス様

さま

を愛
あい

し、信
しんらい

頼し、従
したが

うことを選
えら

んだ
すべての人

ひと

たちには、このような世
せ か い

界が
約
やくそく

束されているのです。そして私
わたし

たちは、
イエス様

さま

の約
やくそく

束を信
しん

じることができます。
なぜなら、イエス様

さま

は、いつでも約
やくそく

束を
守
まも

ってくださるからです。
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日
に ち よ う び

曜日

アブラムとロトは二
ふたり

人とも裕
ゆうふく

福でし
たが、彼

かれ
らはまったく異

こと
なった選

えら

びをしました。アブラムがロトとその家
か ぞ く

族
を捕

ほりょ
虜の状

じょうたい
態から救

きゅうしゅつ
出した後

あと
も、ロトた

ちは悪
わる

いソドムに戻
もど

りました。しかしアブ
ラムと彼

かれ
と共

とも
にいた民

たみ
はまだテントに住

す

んでいました。彼
かれ

らは、うねうねと続
つづ

く

美
うつく

しい丘
おか

にあったオークの木
き

の林
はやし

の涼
すず

し
い木

こ か げ
陰の下

した
でテント暮

ぐ
らしをしていまし

た。そこにはオリーブの木
き ぎ

々、ぶどう園
えん

、
穀
こくもつばたけ

物 畑、彼
かれ

の家
か ち く

畜のための十
じゅうぶん

分な草
くさ

、
そして新

しんせん
鮮な空

く う き
気が豊

ゆた
かにありました。

周
しゅうい

囲の町
まち

の人
ひとびと

々や他
た

の国
くにぐに

々の多
おお

くの
人
ひとびと

々でさえも、アブラムのことを知
し

ってい
ました。彼

かれ

らはアブラムを尊
そんけい

敬し、彼
かれ

のこ
とを強

つよ

い王
おう

そして賢
かしこ

い族
ぞくちょう

長と見
み

なしていま
した。そして彼

かれ

らはみな、彼
かれ

が天
てん

の神
かみさま

様
を礼

れいはい

拝し、偶
ぐうぞう

像を拝
おが

まないことを知
し

ってい
ました。

アブラムがカナンへ移
うつ

って来
き

て数
すうねん

年が
過
す

ぎ去
さ

りましたが、彼
かれ

とサライにはまだ
子
こ ど も

供がいませんでした。アブラムが多
おお

くの
国
こくみん

民の父
ちち

となるであろうとの約
やくそく

束を、神
かみさま

様
はどのように守

まも

るおつもりだろうと、彼
かれ

は
不
ふ し ぎ

思議に思
おも

い始
はじ

めていました。もし子
こ ど も

供
がいないまま彼

かれ

が死
し

ねば、彼
かれ

の財
ざいさん

産は、
エリエゼルと言

い

う名
な ま え

前の、彼
かれ

の忠
ちゅうじつ

実な僕
しもべ

の長
ちょう

のものになるのでした。

神
かみ

はアブラムが何
なに

を考
かんが

えていたかをご

天
て ん し

使たちがロトを救
きゅうしゅつ

出する
きゅうしゅつきゅうしゅつ

第
だい

12 章
しょう

子供のための日々の
聖書研究ガイド

「旅
たびびと

人をもてなすことを忘
わす

れてはならない。

このようにして、ある人
ひとびと

々は、気
き

づかないで御
みつかい

使たち

をもてなした」。―ヘブル 13 章
しょう

2 節
せつ

暗暗暗
あんしょうせいくあんしょうせいくあんしょうせいく

唱聖句唱聖句唱聖句
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存
ぞん

じでした。日
ひ

が沈
しず

んだ後
あと

の、ある夜
よる

の
彼
かれ

らの会
か い わ

話の物
ものがたり

語を読
よ

んでみましょう。
（創

そ う せ い き

世記 15：1 ～ 6）。アブラムが夜
よ ぞ ら

空の
星
ほし

を見
み

ている姿
すがた

を想
そうぞう

像できませんか？アブ
ラムが神

かみさま

様に信
しんらい

頼することを選
えら

んだので、
神
かみさま

様がお喜
よろこ

びになってほほえんでおられ
たことを想

そうぞう

像できませんか？

考
かんが

えてみよう：もし神
かみさま

様が何
なに

かを約
やくそく

束さ
れたら、彼

かれ

はその約
やくそく

束をお守
まも

りになります
か？もちろん、いつもそうです。もしあなた
や私
わたし

が神
かみさま

様を愛
あい

し、信
しんらい

頼し、彼
かれ

に服
ふくじゅう

従す
ることを選

えら

ぶなら、私
わたし

たちは心
しんぱい

配する必
ひつよう

要
がありますか？

月
げ つ よ う び

曜日

アブラムは、神
かみさま

様が彼
かれ

に息
む す こ

子を与
あた

えてくださると本
ほんとう

当に信
しん

じました。
しかし今

いま
は、彼

かれ
らがカナンに来

き
てからも

う10 年
ねん

になるのに、彼
かれ

らにはまだ子
こ ど も

供が
いません。その時

とき
、サライは、あること

を思
おも

いつき、それが良
よ

い計
けいかく

画だと確
かくしん

信し
ました。神

かみさま
様の律

りっぽう
法に反

はん
していましたが、

当
と う じ

時の人
ひとびと

々が一
ひとり

人ではなく多
おお

くの妻
つま

をも
つ事

こと
はよくあることでした。もしサライの

エジプトのつかえめハガルをアブラムの 2
番
ばんめ

目の妻
つま

とならせるなら、もしかするとア
ブラムとサライはハガルによって息

むすこ
子をも

つことができるかもしれないとサライは 考
かんが

えました。その後
あと

もなおサライはアブラム
の本

ほんとう
当の妻

つま
であるし、またハガルはなおも

サライのつかえめであるのです。

ついにアブラムは同
ど う い

意しました。しかし

サライの計
けいかく

画の先
さき

は幸
しあわ

せは待
ま

っていませ
んでした。ハガルは、自

じ ぶ ん

分がアブラムの
ために子

こ

を生
う

むとわかったとき、以
い ぜ ん

前のよ
うな礼

れ い ぎ た だ

儀正しさと従
じゅうじゅん

順さを失
うしな

いました。

サライがハガルに対
たい

してきびしくなった
とき、何

なに

が起
お

こりましたか？創
そ う せ い き

世記 16：6

～ 16 の物
ものがたり

語を読
よ

んでみましょう。天
て ん し

使は
ハガルを妻

つま

と呼
よ

びましたか？それともつか
えめと呼

よ

びましたか？天
て ん し

使は彼
かのじょ

女に何
なに

をす
るように告

つ

げましたか？彼
かのじょ

女の息
む す こ

子は何
なん

と
名
な づ

付けられることになりましたか？この子
こ

に何
なに

が起
お

こることになっていましたか？

神
かみ

様
さま

は何
なん

とやさしく忍
にんたいづよ

耐強いのでしょう！
その当

とうじひとびと

時人々が一
ひとり

人ではなく多
おお

くの妻
つま

をも
つ事

こと

は、神
かみさま

様のご計
けいかく

画では決
けっ

してありま
せんでした。そして今

いま

もなお、神
かみさま

様のご
計
けいかく

画に反
はん

するならば、幸
しあわ

せな家
か て い

庭に不
ふ こ う

幸
がもたらされてしまいます。

神
かみさま

様は、アブラムとサライがやってし
まったことに祝

しゅくふく

福を与
あた

える事
こと

がお出
で き

来にな
りませんでしたが、神

かみさま

様はなお彼
かれ

らを愛
あい
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しておられました。神
かみさま

様はハガルをもあわ
れまれましたね。

神
かみさま

様は、アブラムがご自
じ ぶ ん

分に完
かんぜん

全に
信
しんらい

頼することを学
まな

ぶことがどれほど大
たいせつ

切で
あるかを知

し

っておられました。神
かみさま

様は何
なん

で
もできるので、正

ただ

しい時
とき

に、彼
かれ

らに息
む す こ

子
を与

あた

えることがおできになるのでした。

考
かんが

えてみよう：誰
だれ

が、神
かみさま

様の律
りっぽう

法に
反
はんこう

抗したいと望
のぞ

むでしょうか？あなたが何
なに

かを強
つよ

く欲
ほ

しがっている時
とき

、あなたのお父
とう

さん、またはお母
かあ

さんが忍
にんたい

耐して待
ま

ちなさ
いと言

い

ったとしたら、そうすることは簡
かんたん

単で
すか？

火
か よ う び

曜日

ハガルがイシマエルを生
う

んで、長
なが

い
時
とき

が過
す

ぎ去
さ

りました。アブラムと
サライは、自

じぶん
分たちが子

こ ど も
供を生

う
むにはも

う年
とし

を取
と

り過
す

ぎていると確
かくしん

信していまし
た。しかし神

かみさま
様は考

かんが
えを変

か
えるお方

かた
でしょ

うか？いいえ、違
ちが

います。実
じつ

は、神
かみさま

様はア
ブラムの考

かんが
えていたことをご存

ぞん
じでしたが、

もう一
いちどかみさま

度神様とアブラムはこのことについ
て話

はな
し合

あ
いました。創

そうせいき
世記 17：1 ～ 9、 

15 ～ 22。

その時
とき

、アブラムとサライは新
あたら

しい名
な ま え

前
をもらいました。アブラハムとは「多

おお

くの
国
こくみん

民の父
ちち

」という意
い み

味です。そしてサラとは、
「王

お う ひ

妃」という意
い み

味です。

考
かんが

えてみよう：アブラハムは、神
かみさま

様がご
自
じぶ ん

分の約
やくそく

束を守
まも

ることがおできになるこ

とについてまだ確
かくしん

信がもてなかったでしょ
うか？もう1度

ど

、17 節
せつ

を読
よ

んでください。
今
こんにち

日、人
ひとびと

々は、私
わたし

たちの神
かみさま

様がどれほど
力
ちからづよ

強いかについて、聖
せいしょ

書のすばらしい、
真
しんじつ

実の物
ものがたり

語を読
よ

んでいながらも、神
かみさま

様が
本
ほんとう

当に彼
かれ

らのことや彼
かれ

らの悩
なや

みをみ心
こころ

に
留
と

められるかについて、なお、心
しんぱい

配してし
まうでしょうか？子

こど も

供たちでさえも、特
とく

に、
彼
かれ

らが言
い

う事
こと

を聞
き

かない子
こ

である場
ば あ い

合、
神
かみさま

様が本
ほんとう

当に彼
かれ

らのことを愛
あい

してくださる
かどうかを疑

うたが

うように誘
ゆうわく

惑されますか？あな
たは、神

かみさま

様があなたを愛
あい

しておられること
を確

かくしん

信していますか？神
かみさま

様はあなたをとて
も愛

あい

しておられます。サタンの言
い

う事
こと

に耳
みみ

を傾
かたむ

けてはなりません。

水
す い よ う び

曜日

神
か み

様
さま

がアブラハムの名
なまえ

前を変
か

えてか
ら間

ま
もない、ある暑

あつ
い日

ひ
に、ア

ブラハムは自
じぶん

分のテントの入
い

り口
ぐち

に座
すわ

っ
ていました。彼

かれ
が美

うつく
しい景

け し き
色を眺

なが
めてい

ると、遠
とお

くに三人の人
ひと

たちが彼
かれ

のキャンプ
場
じょう

に向
む

かって歩
ある

いているのが見
み

えました。
彼
かれ

らは近
ちか

づくと、立
た

ち止
と

まって、どの道
みち

を
行
い

くかを決
き

めているかのように、互
たが

いに話
はな

し合
あ

っていました。

アブラハムは急
いそ

いで立
た

ち上
あ

がり、彼
かれ

ら
のところへ走

はし

って行
い

くと、「立
た

ち寄
よ

ってしば
らく休

やす

んでください」と、礼
れ い ぎ た だ

儀正しく彼
かれ

ら
を招

まね

きました。この物
ものがたり

語について創
そ う せ い き

世記

18：1 ～ 8 を読
よ

んでください。なるほど、
多
おお

くの人
ひとびと

々がアブラハムを愛
あい

し、りっぱな
人
ひと

だと思
おも

っていたのは少
すこ

しも不
ふ し ぎ

思議ではあ
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りません！彼
かれ

はいつも親
しんせつ

切で、礼
れ い ぎ た だ

儀正しく、
思
おも

いやりがありました。

食
しょくじ

事の後
あと

、その訪
ほうもんしゃ

問者たちはアブラハ
ムに何

なん

とたずねましたか？主
しゅ

はサラについ
て何

なん

と言
い

われましたか？（9 ～ 12 節
せつ

）。サ
ラは笑

わら

いました。（13 ～ 15 節
せつ

）。

考
かんが

えてみよう：神
かみさま

様は、私
わたし

たちが何
なに

を考
かんが

えているかいつもご存
ぞん

じですか？はい、ご
存
ぞん

じです。神
かみさま

様は、私
わたし

たちが何
なに

をしている
か、何

なに

を考
かんが

えているか、何
なに

を感
かん

じているか

をいつもご存
ぞん

じなのです。あなたはサラが
心
こころ

の中
なか

で笑
わら

ったことを知
し

っていましたか？
彼
かのじょ

女はうたがいを表
あらわ

しましたね。ところが
神
かみさま

様はそれに気
き

が付
つ

きました。私
わたし

たちは
いつも信

しん

じるべきですね。少
すこ

しなら疑
うたが

って
もいいという事

こと

はないのです。

木
も く よ う び

曜日

アブラハムは訪
ほうもんしゃ

問者たちを見
み お く

送り
ながら、彼

かれ
らとしばらく共

とも
に歩

ある
き

ました。その時
とき

までには、彼
かれ

は三人のう
ちの一

ひとり
人が神

かみさま
様ご自

じしん
身であり、また他

た
の

二
ふたり

人は天
てんし

使たちであることに気
き

が付
つ

いてい
ました。やがて、神

かみさま
様は二

ふたり
人の天

て ん し
使に先

さき

に進
すす

んで行
い

くようにお告
つ

げになりました。
神
かみさま

様はアブラハムと二
ふたり

人だけで話
はな

すことを
望
のぞ

まれたのです。

その時
とき

、神
かみさま

様はアブラハムに、あるとて
も悲

かな

しい知
し

らせをお伝
つた

えになりました。ロ
トと彼

かれ

の家
か ぞ く

族の住
す

んでいるソドムがものす
ごく悪

わる

くなったので、神
かみさま

様はその町
まち

を滅
ほろ

ぼ
さなければならないということでした。ア
ブラハムはショックを受

う

けました。彼
かれ

は何
なん

と、神
かみさま

様を相
あ い て

手に交
こうしょう

渉を始
はじ

めたのです。
それについて創

そ う せ い き

世記 18：23 ～ 33 を読
よ

ん
でください。

神
かみさま

様は、ソドムを救
すく

いたがっているア
ブラハムをおしかりになりませんでした。
神
かみさま

様もアブラハムも、ソドムが滅
ほろ

ぼされ
るのを見

み

たくはなかったのです。神
かみさま

様は、
誰
だれ

かを傷
きず

つけたり滅
ほろ

ぼしたりすることを好
この

まれません。そして私
わたし

たちも好
この

むべきでは



93

ありません。

そうしているうちに、普
ふ つ う

通の人
ひと

のように
見
み

えたあの天
て ん し

使たちは、ソドムに到
とうちゃく

着しま
した。ロトが彼

かれ

らを見
み

たとき、よそからの
訪
ほうもんしゃ

問者だと分
わ

かりました。おじのアブラハ
ムは、ロトに礼

れ い ぎ た だ

儀正しくあることを教
おし

えて
いましたので、ロトはさっそく自

じ ぶ ん

分の家
いえ

に
泊
と

まるよう彼
かれ

らを招
まね

きました。彼
かれ

らはロト
に感

かんしゃ

謝しましたが、自
じ ぶ ん

分たちは町
まち

の広
ひ ろ ば

場
で夜

よる

を過
す

ごしますと言
い

いました。ロトは、
そこが安

あんぜん

全ではないことを知
し

っていまし
たので、強

つよ

くお願
ねが

いし続
つづ

けたところ、彼
かれ

ら
はロトの招

しょうたい

待を受
う

け入
い

れました。創
そ う せ い き

世記

19：1 ～ 3。

ロトは、自
じ ぶ ん

分のお客
きゃく

さまのことを誰
だれ

にも
知
し

られたくなかったので、いつもの道
みち

を通
とお

らずに彼
かれ

らを家
いえ

に連
つ

れてきました。ところ
が町

まち

の人
ひとびと

々は気
き

がつきました。そしてソド
ムの人

ひとびと

々がどれほど悪
わる

いかがすぐに示
しめ

さ
れました。人

ひとびと

々はロトの家
いえ

のドアをどんど
んとたたき始

はじ

めて、お客
きゃく

さまを外
そと

へ出
だ

すよ
う、ロトをどなりつけました。人

ひとびと

々がお客
きゃく

さまを傷
きず

つけたがっていることが、ロトに
はわかっていたので、彼

かれ

は外
そと

に出
で

て人
ひとびと

々
を説

せっとく

得してみました。しかし人
ひとびと

々は、おこ
り出

だ

しロトの家
いえ

に押
お

し入
い

るぞとおどしまし
た。

もちろん、これらの人
ひとびと

々は、このお客
きゃく

さまが天
てん

からの天
て ん し

使たちであることなど全
まった

く分
わ

かっていませんでした。ロトでさえも
まだ分

わ

かっていませんでした。しかし今
いま

、
ロトは天

て ん し

使の助
たす

けを必
ひつよう

要としていました。
天
て ん し

使たちは、急
いそ

いでドアを開
あ

けてロトを家
いえ

の中
なか

に引
ひ

き入
い

れ、ドアにかぎをかけまし
た。そしてすぐに、天

て ん し

使たちは外
そと

にいる
群
ぐんしゅう

衆の目
め

をくらましました。こうなってさえ
も、この悪

わる

い人
ひとびと

々は、入
い

り口
ぐち

を手
て さ ぐ

探りで
探
さが

しましたが、とうとう疲
つか

れてしまいまし
た。

考
かんが

えてみよう：一
いちばんよ

番良い土
と ち

地を選
えら

んだの
は、結

けっきょく

局ロトのわがままだったのでしょう
か？従

したが

う全
すべ

ての者
もの

のためにイエス様
さま

が戻
もど

っ
て来

こ

られる時
とき

に、準
じゅんび

備が出
で き

来る選
えら

びを、
私
わたし

たちは毎
まいにち

日しているのです。

金
き ん よ う び

曜日

お客
きゃく

さまが天
てんし

使であるとわかったと
き、この天

てんし
使たちはロトに何

なに
をす

るように命
めい

じましたか？創
そうせいき

世記 19：12 ～
14 を読

よ
んでください。神

かみさま
様の律

りっぽう
法に服

ふくじゅう
従

することを選
えら

んだ人
ひと

は、ソドムの町
まちぜんたい

全体で
10 人

にん
もいませんでした。ロトの子

こ
どもたち

でさえもある者
もの

は神
かみさま

様の律
りっぽう

法に服
ふくじゅう

従する
ことを選

えら
ばなかったのです。

その時
とき

、天
て ん し

使たちは、ロトに彼
かれ

の妻
つま

と
彼
かれ

らといっしょにまだ家
いえ

にいた二
ふたり

人の娘
むすめ

を
連
つ

れて、町
まち

の外
そと

へ急
いそ

いで出
で

るように命
めい

じま
した。（15 節

せつ

）。ぐずぐずしている時
じ か ん

間はあ
りませんでした。ところがロトは、自

じ ぶ ん

分の
他
ほか

の子
こ ど も

供たちやりっぱな家
いえ

、そして財
ざいさん

産
を置

お

き去
ざ

りにしたくはありませんでした。
全
すべ

ては短
た ん じ か ん

時間に起
お

こるのでした。ロトを急
いそ

がせるために、天
て ん し

使たちはついに何
なに

をし
なくてはなりませんでしたか？16 ～ 18 節

せつ

を読
よ

んでください。彼
かれ

らはすべてを置
お

き去
ざ
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りにしなければなりませんでした。彼
かれ

らの
子
こ

どもたちでさえもです。やがてソドムは
全
すべ

て滅
ほろ

びようとしていたのです。

天
て ん し

使たちは、ロトと彼
かれ

の家
か ぞ く

族の手
て

を取
と

っ
て、ほとんど彼

かれ

らを引
ひ

きずりながら町
まち

の外
そと

へ連
つ

れ出
だ

し、その後
あと

ソドムを滅
ほろ

ぼしに戻
もど

っ
て行

い

きました。さて今
こ ん ど

度は神
かみさま

様ご自
じ し ん

身がロ
トと彼

かれ

の家
か ぞ く

族を助
たす

けに来
こ

られました。19

～ 22 節
せつ

で彼
かれ

らがどんな会
か い わ

話をしたかを読
よ

んでみましょう。

彼
かれ

らはうしろをふりかえってはならない
と警

けいこく

告されていました。ところがロトの妻
つま

は町
まち

の外
そと

にでても、彼
かのじょ

女の心
こころ

はまだソド
ムの中

なか

にありました。彼
かのじょ

女はただ自
じ ぶ ん

分の
子
こ ど も

供たちのことを考
かんが

えていたのではありま
せん。彼

かのじょ

女もソドムのいろいろなことを楽
たの

しんでいました。そして彼
かのじょ

女がうしろをふ
りかえったとき、何

なに

が起
お

こりましたか？（26

節
せつ

）。

アブラハムは次
つぎ

の朝
あさはや

早く、急
いそ

いで山
やま

の
上
うえ

に行
い

って、ソドムの方
ほう

をながめました。

彼
かれ

は何
なに

を見
み

ましたか？（27 ～ 29 節
せつ

）。ア
ブラハムのほおに涙

なみだ

が流
なが

れるのを想
そうぞう

像で
きませんか？

ロトはゾアルの町
まち

も悪
わる

いとすぐに気
き

が付
つ

きました。彼
かれ

はとうとう何
なに

をしましたか？
（30 節

せつ

）。

神
かみさま

様はロトに正
ただ

しい選
えら

びをするチャンス
をたくさん与

あた

えました。しかしサタンは、
神
かみさま

様の律
りっぽう

法への服
ふくじゅう

従はたいせつではない
と彼

かれ

を誘
ゆうわく

惑しました。そしてロトはサタン
のうそを信

しん

じることを選
えら

びました。今
いま

やロ
トは、とうとう、立

り っ ぱ

派な自
じ ぶ ん

分の家
いえ

にではな
く、ほら穴

あな

に住
す

むことになりました。何
なん

と
悲
かな

しいことでしょう！

考
かんが

えてみよう：聖
せいしょ

書はロトの妻
つま

のことを
思
おも

い出
だ

しなさいと言
い

っています。ルカ17：
32。私

わたし

たちは、ロトの妻
つま

の選
えら

びから何
なに

を
学
まな

ぶことができますか？

もっともっともっと学学学
まなまなまな

ぼう！ぼう！ぼう！

★創
そうせいき

世記 15-19 章
しょう

★人
じんるい

類のあけぼの上
じょうかん

巻 p.136-144；

163-180
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ピーターは小
ちい

さい時
とき

から、キッチン
にすわってお母

かあ
さんがパン生

き じ
地か

らやわらかくてまるいパンを作
つく

るのを見
み

る
のが好

す
きでした。お母

かあ
さんは、自

じぶん
分が手

て

を動
うご

かしている間
あいだ

、ピーターが遊
あそ

べるよう
に小

ちい
さなパン生

き じ
地を彼

かれ
に手

て
わたしてくれる

のでした。ピーターはそれを自
じぶん

分の指
ゆび

のあ
いだで転

ころ
がしたり、テーブ

ルの上
うえ

でぺっちゃんこにし
たりするのが好

す
きでした。

そうして、おもしろい形
かたち

を
作
つく

ってそれをお母
かあ

さんに
焼
や

いてもらうのでした。

ピーターは大
おお

きくなっ
て、自

じ ぶ ん

分でパンを作
つく

るこ
とを学

まな

びました。はじめに、 麦
むぎ

の粒
つぶ

を
電
で ん き せ い ふ ん き

気製粉機に入
い

れました。製
せ い ふ ん き

粉機が麦
むぎ

を
きめの細

こま

かい小
こ む ぎ こ

麦粉にすりつぶした後
あと

、
彼
かれ

はちょうどよい分
ぶんりょう

量を注
ちゅういぶか

意深く計
はか

り取
と

り
ました。それからその小

こ む ぎ こ

麦粉を水
みず

、油
あぶら

、
ハチミツ、イースト、そして塩

しお

といっしょ
にお母

かあ

さんの大
おお

きなパン・ミキサーの
中
なか

に入
い

れました。そのミキサーは、パン
生
き じ

地がお母
かあ

さんが作
つく

ってくれた、なめら
かなまるいパンの形

かたち

になるように、それを
こねました。

次
つぎ

に、ピーターは、すべてのパンが同
おな

じサイズになるように、注
ちゅういぶか

意深くそのパン
生
き じ

地を分
わ

けました。彼
かれ

はパンをパン焼
や

き

用
よう

の鉄
てっぱん

板の上
うえ

に置
お

いてから、温
あたた

かいオー
ブンの中

なか

にそれを入
い

れました。しばらくす
ると、そのパンはオーブンの中

なか

でちょうど
よい大

おお

きさにふくらむのでした。それから
彼
かれ

はオーブンのタイマーをセットして、そ
のパンを焼

や

き上
あ

げます。間
ま

もなくすると、
パンを焼

や

くいいかおりが家
いえ

じゅうに広
ひろ

がり
ます。

ピーターは、オーブンから
出
で

てきた美
うつく

しくて、黄
こ が ね い ろ

金色の
こんがりと焼

や

けたパンを見
み

て
満
まんぞく

足に思
おも

いました。彼
かれ

はその
パンをさますためにキッチン・
カウンターの上

うえ

に置
お

きました。

ピーターの町
まち

の人
ひとびと

々はすぐに、ピーター
がうでのいいパンを焼

や

く人
ひと

だということに
気
き

が付
つ

きはじめました。「ピーターのパン
を見

み

たことあるかい？」「ピーターのパン
を食

た

べたことあるかい？」とお友
ともだち

達はお
互
たが

いにたずねていました。やがて人
ひとびと

々は、
彼
かれ

のおいしいパンを売
う

って下
くだ

さいとお願
ねが

いするようになりました。

ピーターはこのことをうれしく思
おも

いまし
た。そのうちに彼

かれ

は、ひまがあるたびに、
パン作

づく

りにはげみました。お母
かあ

さんは、
彼
かれ

のお客
きゃく

さんへパンを配
はいたつ

達するのを手
て つ だ

伝
いました。ピーターはクリスチャンでした
から、いつもお客

きゃく

さんには誠
せいじつ

実でした。

お話
はな

しひろば 

ピーターと彼
か れ

のお金
かね

―パート 1
パティー・リン・ガスリー

BANK
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週
しゅう

の終
お

わりごとにピーターは、自
じ ぶ ん

分のお
金
かね

を注
ちゅういぶか

意深く数
かぞ

えました。そしてその週
しゅう

の
パンの販

はんばい

売から彼
かれ

が受
う

ける分
ぶん

がいくらか
が分

わ

かると、彼
かれ

がいつもまず最
さいしょ

初にするこ
とは、その十

じゅうぶん

分の一
いち

を取
と

り分
わ

けることでし
た。それは、什

じゅういちけんきん

一献金でした。ピーター
はそのお金

かね

は自
じ ぶ ん

分のものではないことを
知
し

っていました。それは神
かみさま

様のものでした。
もし彼

かれ

が自
じ ぶ ん

分のために什
じゅういち

一を使
つか

ってしまう
と、彼

かれ

は神
かみさま

様から盗
ぬす

むことになるのでした。
（マラキ 3:8）

ピーターにとって、いくらが神
かみさま

様のもの
かを見

み

つけ出
だ

すことは簡
かんたん

単でした。10 セ
ントごとの 1 セント、または１ドルごとの
10 セントが、十

じゅうぶん

分の一
いち

です。ドルとセン
トの間

あいだ

にはいつも小
ちい

さな点
てん

があります。そ
こでピーターはただ、小

ちい

さな点
てん

をその点
てん

の左
ひだり

にある次
つぎ

の数
かず

の反
はんたいがわ

対側に動
うご

かすだけ
でした。例

たと

えば、$4.00 からの什
じゅういち

一は、
＄0.40 です。これは 40 セントといっしょ
です。$25.00 からの什

じゅういち

一は、$2.50 とな
ります。

ピーターはお金
かね

をかせぎました。ああ、
彼
かれ

は、自
じ ぶ ん

分のお金
かね

で買
か

いたかった、どん
なに多

おお

くのものについて考
かんが

えることができ
たでしょう。

（つづく）

ピーター

40セント

40セント
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日
に ち よ う び

曜日

神
か み

様
さま

が、生
う

まれるであろうと約
やくそく

束さ
れたその時

とき
に、男

おとこ
の赤

あか
ちゃんを

もうけたアブラハムとサラの喜
よろこ

んでいる 姿
すがた

を、あなたは想
そうぞう

像することができますか？

アブラハムとサラには、たくさんの友
とも

だ
ちがいました。彼

かれ

らに赤
あか

ちゃんが生
う

まれ
たとの知

し

らせは、あっという間
ま

に遠
とお

くの地
ち

まで広
ひろ

まっていきました。「奇
き せ き

跡だ！サラは
90 歳

さい

で、アブラハムは 100 歳
さい

にもなる
のに、そのふたりに赤

あか

ん坊
ぼう

が生
う

まれるな
んて！」人

ひとびと

々は、喜
よろこ

びにわきました。アブ
ラハムとサラにとっては、人

じんせい

生で最
さいだい

大の喜
よろこ

びでした。

まさしく、それは奇
き せ き

跡でした。だれもが
そのことを認

みと

めました。それが奇
き せ き い が い

跡以外
の何

なに

ものでもないことは、アブラハムと
サラが一

いちばん

番よく知
し

っていました。彼
かれ

らは、
自
じ ぶ ん

分たちの子
こ ど も

供に、「笑
わら

い」という意
い み

味の
名
な ま え

前をつけました。イサクとは、そのよう
な意

い み

味なのです。創
そ う せ い き

世記 21：１～７。

これほどの幸
しあわ

せを損
そこ

なうものが、ひとつ
だけありました。それは、ねたみ〔人

ひと

をう
らやましく思

おも

って憎
にく

むこと〕でした。ハガ
ルとイシマエルは、ねたみの心

こころ

をいだき
ました。そのころ、イシマエルは 14 歳

さい

に
なっていました。これまで、サラには子

こ ど も

供
がいなかったので、イシマエルこそが、
神
かみさま

様がアブラハムに約
やくそく

束なさった息
む す こ

子で
あると、みんなが思

おも

っていました。けれど

神
かみさま

様に信
しんらい

頼した

アブラハムとイサク

第
だい

13 章
しょう

子供のための日々の
聖書研究ガイド

「見
み

よ、世
よ

の罪
つみ

をとりのぞく神
かみ

の小
こひつじ

羊」。

―ヨハネによる福
ふくいんしょ

音書 1 章
しょう

29 節
せつ

暗暗暗
あんしょうせいくあんしょうせいくあんしょうせいく

唱聖句唱聖句唱聖句

Darrel Tank
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もイサクが生
う

まれると、すべてが変
か

わりま
した。イサクこそが、神

かみさま

様の約
やくそく

束なさった
奇
き せ き

跡の子
こ

でした。そのことを、みんなが
知
し

るようになりました。そのために、ハガ
ルとイシマエルは、イサクを憎

にく

むようにな
りました。

考
かんが

えてみよう：アブラハムとサラがはじ
めから神

かみさま

様に信
しんらい

頼していたら、どれほど
の困

こんなん

難や面
めんどう

倒が避
さ

けられたことでしょう。
神
かみさま

様はなぜ、約
やくそく

束の実
じっこう

行を遅
おく

らせたと思
おも

いますか？神
かみさま

様にとってむずかしすぎるも
のは一

ひと

つもないことを、アブラハムとサ
ラが心

こころ

から信
しん

じるようになるまで、神
かみさま

様は
待
ま

っておられたのでしょうか？神
かみさま

様は、あ
なたのためにも、何

なん

でもしてくださるお方
かた

だと思
おも

いますか？その事
こと

を私
わたし

たちが心
こころ

から
信
しん

じるのを、神
かみさま

様は望
のぞ

んでおられるのです。

月
げ つ よ う び

曜日

イサクが生
う

まれてから間
ま

もなくして、
アブラハムは盛

せいだい
大なお祝

いわ
いをしま

した。創
そうせいき

世記 21：８。恐
おそ

らく、まわりの
人
ひと

たちみんなが、そのお祝
いわ

いに駆
か

けつけ
たことでしょう。ところがサラは、ある良

よ

からぬことに気
き

づきます。その良
よ

くないこ
ととは、何

なん
でしたか？（9 節

せつ

）。（ここでいう
遊
あそ

びはあざけることを意
い み

味します）あざけ
るとは、何

なに
かを、または誰

だれ
かをばかにする

ことです。この時
とき

サラは、イシマエルとハ
ガルがいるかぎり、家

か て い
庭に平

へ い わ
和と幸

こうふく
福は

決
けっ

してやってこないことを悟
さと

りました。何
なん

としても、彼
かれ

らを去
さ

らせなくてはとサラは
決
けっしん

心しました。サラは、アブラハムに何
なん

と
言
い

いましたか？（10 節
せつ

）。

サラが夫
おっと

に言
い

ったことは、いじわるな
言
こ と ば

葉に聞
き

こえませんか？それを聞
き

いたアブ
ラハムは、とても悲

かな

しくなりました。（11

節
せつ

）。彼
かれ

にとっては、イシマエルも大
たいせつ

切な
息
む す こ

子です。アブラハムでさえ、長
ながねん

年の間
あいだ

、
イシマエルが約

やくそく

束の子
こ

であると思
おも

ってい
たわけですから。しかし神

かみさま

様は、サラの
息
む す こ

子こそが、ご自
じ ぶ ん

分の約
やくそく

束された子
こ

であ
ると、彼

かれ

に何
な ん ど

度か伝
つた

えておられました。も
ちろん今

いま

となっては、アブラハムも、イサ
クが約

やくそく

束の子
こ

であることを悟
さと

っていました。

これからのことについて、神
かみさま

様は何
なん

と言
い

われましたか？（12 ～ 13 節
せつ

）。アブラハ
ムは、神

かみさま

様から言
い

われたとおりにしました
か？（14 ～ 16 節

せつ

）。恐
おそ

らく彼
かれ

は、十
じゅうぶん

分な
お金

かね

をハガルに与
あた

えていたことでしょう。
しかし、砂

さ ば く

漠で水
みず

がなくなってしまった彼
かれ

らにとって、お金
かね

が何
なん

になるでしょう？彼
かれ

ら
は、ひじょうにのどが渇

かわ

いていましたが、
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だれも助
たす

けてくれる人
ひと

はいません。はたし
て、助

たす

けは与
あた

えられたのでしょうか？（17

～ 21 節
せつ

）。

考
かんが

えてみよう：だれも自
じぶ ん

分の気
き も

持ちを分
わ

かってくれない、と思
おも

うことがありますか？
友
とも

だちから見
み す

捨てられ、置
お

き去
ざ

りにされた
と思

おも

ったことはありますか？どんな時
とき

でも、
あなたのそばには天

てん し

使がいることを、また
神
かみさま

様はいつもあなたの気
き も

持ちを分
わ

かってく
ださることを、決

けっ

して忘
わす

れないでください。

火
か よ う び

曜日

アブラハムとサラは、どれほど息
むすこ

子
を愛

あい
し、かわいがったことでしょ

う。愛
あいじょう

情をたっぷり受
う

けて育
そだ

ったイサク
は、親

おや
によく従

したが
う子

こ ど も
供になりました。彼

かれ
は、

美
うつく

しい大
だいしぜん

自然の中
なか

で、のびのびと育
そだ

ちま
した。また家

か ち く
畜の世

せ わ
話や、畑

はたけしごと
仕事もよく

できるようになりました。

また何
なに

よりも大
だ い じ

事なこととして、アブラ
ハムは、朝

あさゆう

夕のいけにえ〔動
どうぶつ

物を神
かみ

に供
そな

えること〕の意
い ぎ

義〔そのことの価
か ち

値〕を、
注
ちゅういぶか

意深くイサクに教
おし

えていました。私
わたし

たち
をサタンから救

すく

うという神
かみさま

様のすばらしい
約
やくそく

束について学
まな

んだイサクは、神
かみさま

様を心
こころ

から愛
あい

し、信
しんらい

頼し、従
したが

うようになっていき
ました。

ノアには、セム、ハム、ヤペテという
三
さんにん

人の息
む す こ

子がいましたね。彼
かれ

らは大
だいこうずい

洪水
の前

まえ

に生
う

まれ、洪
こうずい

水を生
い

き延
の

び、洪
こうずい

水

のあとも長
なが

い間
あいだい

生きました。神
かみさま

様に忠
ちゅうせい

誠
をつくすことを選

えら

んだセムは、 洪
こうずい

水の
数
すうひゃくねんご

百年後にイサクが生
う

まれたころも、まだ
生
い

きていました。洪
こうずいまえ

水前の世
せ か い

界のようす
や、洪

こうずい

水のときのようすなどを、その場
ば

に
いた本

ほんにん

人から聞
き

くことのできたイサクは、
たいへん恵

めぐ

まれていたと言
い

えるでしょう。
彼
かれ

は、虹
にじ

を見
み

るたびに、神
かみさま

様がノアに
約
やくそく

束なさったことを思
おも

い出
だ

したはずです。

イサクが生
う

まれたころには、世
せかいじゅう

界中の
ほとんどの人

ひと

が、またもやサタンのうそを
信
しん

じ込
こ

んでしまい、偶
ぐうぞう

像を拝
おが

んでいまし
た。神

かみさま

様は、特
とくべつ

別にアブラハムを選
えら

んで、
神
かみさま

様に信
しんらい

頼し、その律
りっぽう

法に従
したが

い、伝
でんどうしゃ

道者
となることを選

えら

ぶ、特
とくべつ

別な民
たみ

をおこそうと
しておられることを、イサクは教

おし

えられて
いました。神

かみさま

様に従
したが

うことを選
えら

ぶ人
ひとびと

々がた
いそう祝

しゅくふく

福され、どんなに幸
しあわ

せな人
じんせい

生を
送
おく

ることができるかを見
み

て、多
おお

くの人
ひとびと

々が
神
かみさま

様に従
したが

いたいと望
のぞ

むようになることを、
彼
かれ

は知
し

っていました。
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考
かんが

えてみよう：ヤコブの手
て が み

紙２：23を読
よ

んでください。アブラハムは、自
じぶん

分が神
かみさま

様
の友

とも

だちであることを、どうやって証
しょうめい

明し
ましたか？彼

かれ

はいつでも、神
かみさま

様にまったく
信
しんらい

頼していましたか？神
かみさま

様は、彼
かれ

と話
はな

され
ましたか？神

かみさま

様が彼
かれ

に語
かた

っておられる聖
せいしょ

書
の箇

かし ょ

所を、いくつか思
おも

い出
だ

すことができま
すか？あなたも、神

かみさま

様のお友
とも

だちになりた
いですか？

水
す い よ う び

曜日

アブラハムと神
かみさま

様は親
した

しい友
とも

だち
だったので、彼

かれ
はいつでも、神

かみさま
様

の声
こえ

を聞
き

き分
わ

けることができました。あ
る晩

ばん
、神

かみさま
様が彼

かれ
に語

かた
りかけられたとき、

アブラハムはすぐに、声
こえ

の主
ぬし

がだれかを
理
り か い

解し、すみやかに答
こた

えました。神
かみさま

様は、
何
なん

と言
い

われましたか？（創
そうせいき

世記 22：１～２）。

アブラハムは、ショックを受
う

けました。
彼
かれ

は、夢
ゆめ

を見
み

ていたのでしょうか？いいえ。
彼
かれ

には、神
かみさま

様の声
こえ

が分
わ

かりました。しか
し今

こんかい

回は、どうやって神
かみさま

様の言
い

いつけに
従
したが

うことができるでしょう？また、本
ほんとう

当に
従
したが

うべきなのでしょうか？彼
かれ

は静
しず

かに起
お

き
て、外

そと

へ出
で

ました。空
そら

の星
ほし

を見
み あ

上げたと
き、何

なに

を思
おも

い出
だ

したと思
おも

いますか？そうで
す。神

かみさま

様は、イサクを通
とお

して、彼
かれ

を多
おお

くの
国
こくみん

民の父
ちち

とすると、約
やくそく

束しておられたので
した。

中
なか

に入
はい

って、妻
つま

のサラを見
み

ました。いや、
神
かみさま

様に言
い

われたことを、彼
かのじょ

女に語
かた

るのは
よそう。次

つぎ

に、イサクのところへ行
い

きまし

た。まだ、すやすや寝
ね

ています。神
かみさま

様に
言
い

われたことを、行
おこな

わせないように、サタ
ンはけん命

めい

に彼
かれ

を誘
ゆうわく

惑していたことでしょ
う。悪

あ く ま

魔は、「殺
ころ

してはならないとの律
りっぽう

法
を破

やぶ

るようなことを、神
かみさま

様が命
めい

じるはずは
ないでしょう」とささやいたかもしれませ
ん。けれどもアブラハムは、神

かみさま

様に言
い

わ
れたことを、はっきりと理

り か い

解していました。
彼
かれ

は、寝
ね

ている息
む す こ

子に向
む

かって、「イサク
よ、起

お

きなさい。今
き ょ う

日は、特
とくべつ

別ないけに
えを捧

ささ

げるため、すぐに出
で

かけなくてはな
らない」と、優

やさ

しく語
かた

りかけました。

これまでにも、イサクは父
ちちおや

親といっしょ
に、いけにえを捧

ささ

げに出
で

かけたことがあり
ました。彼

かれ

は急
いそ

いで、出
で

かける用
よ う い

意をし
ました。

アブラハムはふたりの召
めしつか

使いを呼
よ

び、
食
た

べ物
もの

や水
みず

やたきぎやナイフや火
ひ

だね
〔火

ひ

をおこす種
たね

とする火
ひ

〕などの、したく
をさせました。ふたりの召

めしつか

使いがロバに
荷
に も つ

物を負
お

わせると、間
ま

もなく四
よ に ん

人は出
しゅっぱつ

発
しました。創

そ う せ い き

世記 22：３～６を読
よ

んでくだ
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さい。

アブラハムにとっては、とてもつらい
三
み っ か か ん

日間でした。心
こころ

は重
おも

く、口
くちかず

数も少
すく

なくな
りました。神

かみさま

様に言
い

われたことをイサクに
話
はな

す勇
ゆ う き

気は、どうしてもわいてきません。

親
お や こ

子 が 最
さ い ご

後 の 山
やま

を登
のぼ

っているとき、
息
む す こ

子のイサクは、父
ちちおや

親がもっとも恐
おそ

れて
いた質

しつもん

問をしました。それは、どのよう
な質

しつもん

問でしたか？アブラハムは、どう答
こた

え
ましたか？（7 ～ 8 節

せつ

）。まだイサクには、
本
ほんとう

当のことを話
はな

せません。もしかしたら彼
かれ

は、イサクがいけにえとして殺
ころ

されなくて
済
す

むように、神
かみさま

様が何
なに

かをなさることを
期
き た い

待していたのかもしれません。

考
かんが

えてみよう：アブラハムは、自
じぶ ん

分が全
まった

く神
かみさま

様に信
しんらい

頼していることを、その行
おこな

いに
よって証

しょうめい

明していました。神
かみさま

様にとって、
むずかし過

す

ぎてできないことは何
なに

もないこ
とを、彼

かれ

はすでに学
まな

んでいました。しかし、
そのようなアブラハムにとっても、これは
最
さいだい

大の試
し れ ん

練でした。神
かみさま

様にとって、むず
かし過

す

ぎてできないことは何
なに

もないことを、
あなたはどうやって学

まな

んでいますか？

木
も く よ う び

曜日

アブラハムとイサクが山
やま

の 頂
ちょうじょう

上 に
着
つ

いたとき、ふたりでいっしょに
祭
さいだん

壇を築
きず

きました。

今
いま

こそアブラハムは、息
む す こ

子に本
ほんとう

当のこと

を話
はな

さなくてはいけません。イサクの驚
おどろ

き
ようを、想

そうぞう

像することができますか？彼
かれ

は、
もう小

ちい

さい子
こ ど も

供ではありませんでした。20
歳
さい

くらいの、たくましい若
わかもの

者に成
せいちょう

長してい
ました。かんたんに父

ちちおや

親をふり切
き

って、家
いえ

に逃
に

げ帰
かえ

ることができたはずです。けれど
もイサクも、神

かみさま

様に信
しんらい

頼することを学
まな

んで
いました。「お父

とう

さん、神
かみさま

様が言
い

われたこ
とは、何

なん

でもやってください」と彼
かれ

は言
い

い
ました。

ふたりは、しばらく互
たが

いに抱
だ

き合
あ

い、
最
さ い ご

後の別
わか

れを惜
お

しみました。それからイ
サクが祭

さいだん

壇の上
うえ

に横
よこ

たわると、アブラハ
ムは彼

かれ

を注
ちゅうい

意ぶかくしばりました。アブラ
ハムの目

め

からは、涙
なみだ

が次
つぎ

から次
つぎ

へとあふ
れ出

で

てきます。ナイフをにぎりしめ、ふり
あげたときの彼

かれ

の手
て

は、ふるえていました。

するととつぜん、声
こえ

が聞
き

こえてきて、ア
ブラハムを止

と

めました。（創
そ う せ い き

世記 22：10

～ 12）。彼
かれ

の手
て

から、ナイフが落
お

ちました。
アブラハムとイサクは、どれほど嬉

うれ

しかっ
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たことでしょう。ふたたび抱
だ

き合
あ

ったふた
りの目

め

からは、喜
よろこ

びの涙
なみだ

があふれていま
した。

その時
とき

、「メェー、メェー」という声
こえ

が
聞
き

こえてきました。いったい何
なん

だろう？13

～ 19 節
せつ

を読
よ

んでください。神
かみさま

様が、代
か

わりのいけにえを用
よ う い

意してくださったので
す。神

かみさま

様は私
わたし

たちを愛
あい

してくださり、彼
かれ

に
とってむずかしすぎることは何

なに

もないこと
を、ふたたび証

しょうめい

明なさいました。

考
かんが

えてみよう：神
かみさま

様が与
あた

えてくださった
創
そ う せ い き

世記 17：19の約
やくそく

束にまったく信
しんらい

頼して
いることを、アブラハムは証

しょうめい

明しましたか？
私
わたし

たちは、自
じぶん

分が神
かみさま

様に信
しんらい

頼していること
を、どうやって証

しょうめい

明しますか？

金
き ん よ う び

曜日

この 時
とき

もアブラハ ムは、 神
かみさま

様 に
信
しんらい

頼し従
したが

うことを選
えら

んだわけで
す。神

かみさま
様のすばらしい約

やくそく
束は、イサクを通

とお

して果
は

たされると言
い

われたことを、アブラ
ハムは覚

おぼ
えていました。その日

ひ
、イサクが

祭
さいだん

壇で死
し

んだとしても、神
かみさま

様は彼
かれ

をよみが
えらせることがおできになると、アブラハ
ムは信

しん
じました。

アブラハムとイサクの物
ものがたり

語から学
まな

んでみ
ましょう。人

ひとびと

々は、毎
まいにち

日ささげられる子
こひつじ

羊
のいけにえから、何

なに

を学
まな

ぶことになってい
ましたか？バプテスマのヨハネの言

こ と ば

葉を読
よ

んでください。（ヨハネ１：29）。み子
こ

であ
られる神

かみ

、イエス様
さま

は、神
かみさま

様の律
りっぽう

法にい
ちども背

そむ

きませんでした。その彼
かれ

が、神
かみ

の小
こひつじ

羊として、私
わたし

たちのために死
し

のうとし
ておられたのです。

罪
つみ

を犯
おか

す人
ひと

はかならず死
し

にます。です
から神

かみさま

様にそむいた私
わたし

たちは、みな死
し

ぬ
運
うんめい

命にあることを、神
かみさま

様はご存
ぞ ん じ

知でした。
けれども神

かみさま

様は、私
わたし

たちをとても愛
あい

してお
られるので、すばらしい計

けいかく

画を立
た

ててくだ
さいました。み子

こ

であり、創
そうぞうしゅ

造主であられ
る神

かみ

、イエス様
さま

が、罪
つみ

を犯
おか

さない生
い

き方
かた

を私
わたし

たちに示
しめ

すばかりでなく、罪
つみ

を犯
おか

した
すべての人

ひと

の身
み が

代わりとして死
し

なれること
になったのでした。

神
かみさま

様が、どれほど私
わたし

たちを愛
あい

しておられ
るか、考

かんが

えてみてください。神
かみさま

様の愛
あい

に
ついての聖

せ い く

句を、いくつか読
よ

んでみてく
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ださい。（ヨハネ３：16 ～ 17）。サタンは、
私
わたし

たちが永
えいえん

遠に滅
ほろ

びることを望
のぞ

んでいま
す。神

かみさま

様は、私
わたし

たちが永
えいえん

遠に生
い

きること
を望

のぞ

んでおられるのです。

考
かんが

えてみよう：イサクのときには、身
み が

代
わりのいけにえが用

よ う い

意されましたが、イ
エス様

さま

の身
み が

代わりになれる人
ひと

や天
て ん し

使、あ
るいは動

どうぶつ

物はいませんでした。イエス様
さま

は、ひとりぼっちでした。その後
あと

、アブラ
ハムとイサクは、毎

まいにち

日のいけにえをささげ
るたびに、山

やま

での出
で き ご と

来事を思
おも

い出
だ

したこと
でしょう。そして彼

かれ

らは、これまで以
いじょう

上に、
ますます神

かみさま

様を愛
あい

したことでしょう。私
わたし

た
ちも、神

かみさま

様の愛
あい

について知
し

れば知
し

るほど、
神
かみさま

様をもっと愛
あい

するようになるのです。

もっともっともっと学学学
まなまなまな

ぼう！ぼう！ぼう！

★創
そうせいき

世記 21：1-21；22：1-19

★人
じんるい

類のあけぼの上
じょうかん

巻 p.150-162

★あがないの歴
れ き し

史 p.96-101
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〔これまでのあらすじ：ピーターのお母
かあ

さんは、
彼
かれ

にパンの作
つく

り方
かた

を教
おし

えました。彼
かれ

は、作
つく

ったパ
ンを売

う

って、お金
かね

をもうけています。もうけたお金
かね

で買
か

いたい物
もの

が、いっぱい出
で

てきました。〕

毎
ま い

週
しゅう

ピーターは、神
かみさま

様にお返
かえ

しす
る什

じゅういち
一のお金

かね
を分

わ
けたあとで、

お母
かあ

さんにパンの材
ざいりょうひ

料費を支
し は ら

払いました。
お母

かあ
さんは、パンを配

はいたつ
達するために車

くるま
の

運
うんてん

転もしてくれたので、彼
かのじょ

女
にガソリン代

だい
も支

し は ら
払いま

した。 そ れ からピー
ターは、残

のこ
ったお金

かね

を銀
ぎんこう

行に預
あず

けました。
こうして少

すこ
しずつ、彼

かれ

の貯
ちょきん

金は増
ふ

えていき
ました。

最
さいしょ

初のころ、ピー
ターは何

なん

だかうきうき
していました。いろんな
カタログを見

み

て、何
なに

を買
か

おう
かとあれこれ考

かんが

えるのは、
楽
たの

しいひと時
とき

でした。とこ
ろが、本

ほんとう

当に欲
ほ

しい物
もの

はとて
も値

ね だ ん

段が高
たか

くて、彼
かれ

がためたお金
かね

ではま
だまだ足

た

りません。お金
かね

をもっとためたら、
欲
ほ

しい物
もの

が買
か

えるようになるだろうかと、
心
しんぱい

配になることもありました。

何
なんしゅうかん

週間かたつと、貯
ちょきん

金は少
すこ

しずつ増
ふ

え

ていきましたが、ピーターはちっとも嬉
うれ

し
くありません。それどころか、みじめで悲

かな

しい気
き も

持ちになっていました。

ある安
あんそくにち

息日のこと、教
きょうかい

会へ行
い

ったピー
ターは、外

がいこく

国でイエス様
さま

のことを人
ひとびと

々に
伝
つた

えている宣
せんきょうし

教師たちが、お金
かね

を必
ひつよう

要と
していることを耳

みみ

にしました。ある国
くに

では、
毎
まいにちおお

日多くの人
ひと

が、食
た

べ物
もの

がないために死
し

んでいき、しかもこれらの人
ひとびと

々のほとんど
は、イエス様

さま

について聞
き

いたことも
ない人

ひと

たちでした。

「悲
かな

しいことだなあ！」と
ピーターはひとりごとを
言
い

いました。イエス様
さま

の
ことを知

し

らないなんて、
彼
かれ

には考
かんが

えられないこと
でした。たくさんのお金

かね

があれば、自
じ ぶ ん

分もかわい
そうな人

ひとびと

々を助
たす

けてあげられ
るのに、と思

おも

いました。

その時
とき

ピーターは、こつ
こつとためてきたお金

かね
のことを

思
おも

い出
だ

しました。とつぜん、自
じ ぶ ん

分
のお金

かね
は、まだ神

かみさま

様にささげていないこ
とに気

き

づきました。什
じゅういちけんきん

一献金はささげて
いましたが、それはすでに神

かみさま

様のもので
す。パン作

づく

りと配
はいたつ

達にかかった代
だいきん

金をお
母
かあ

さんに支
し は ら

払った後
あと

の残
のこ

りのお金
かね

は、ぜ
んぶ自

じ ぶ ん

分のためにたくわえてきたのでし

お話
はな

しひろば 

ピーターと彼
か れ

のお金
かね

―パート 2
パティー・リン・ガスリー
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た。自
じ ぶ ん

分でもうけたお金
かね

なので、ぜんぶ
自
じ ぶ ん

分のために使
つか

おうと考
かんが

えていたのでし
た。嬉

うれ

しい気
き も

持ちがなくなっていたのも、
無
む り

理はありません。わがままな人
ひと

は、決
けっ

して幸
こうふく

福になれないことを知
し

っていたの
に、自

じ ぶ ん じ し ん

分自身がわがままな人
にんげん

間になって
いたのでした。

ピーターは、すぐに決
けっしん

心しました。「ぼ
くのお金

かね
は、自

じ ぶ ん

分のために使
つか

うのではな
く、伝

でんどう

道の働
はたら

きのためにささげよう。」彼
かれ

は、
そのことをお母

かあ

さんに話
はな

しました。お母
かあ

さ
んも、たいへん喜

よろこ

んでくれました。

ピーターは、貯
ちょきん

金がどれだけあるか調
しら

べてみました。そして、たくわえたお金
かね

を、
すべて伝

でんどう

道の働
はたら

きにささげたのでした。

ピーターの心
こころ

には、ふたたび明
あか

るさと喜
よろこ

びが戻
もど

ってきました。彼
かれ

がささげたお金
かね

は、
それほどたくさんではないけれど、人

ひとびと

々に
イエス様

さま

のことを伝
つた

える働
はたら

きのお手
て つ だ

伝い
が少

すこ

しでもできれば、それで満
まんぞく

足でした。
ピーターは、イエス様

さま

に自
じ ぶ ん

分のお弁
べんとう

当を
ささげた男

おとこ

の子
こ

のことを思
おも

いました。イエ
ス様

さま

は、そのお弁
べんとう

当を使
つか

ってすばらしい
奇
き せ き

跡を行
おこな

い、何
なんぜんにん

千人ものお腹
なか

をすかせた
人
ひとびと

々に食
た

べさせたのでした。

ピーターは、神
かみさま

様の強
きょうりょく

力で忠
ちゅうじつ

実な働
はたら

き
人
びと

へと成
せいちょう

長していきました。パンを売
う

って
もうけたお金

かね

を神
かみさま

様にささげた彼
かれ

のお話
はなし

は、多
おお

くの人
ひと

の心
こころ

に勇
ゆ う き

気と愛
あい

をめばえさ
せ、自

じぶんちゅうしん

分中心の生
い

き方
かた

から、自
じ こ ぎ せ い

己犠牲の
生
い

き方
かた

へと導
みちび

いてくれました。あなたも、
その一

ひ と り

人になりませんか？




